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典
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。
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憲
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憲
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四
年
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一
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一
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一
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司
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憲
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る
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六
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日
）
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動
に
関
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る
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Ad gentes

（
一
九
六
五
年
十
二
月
七
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現
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界
憲
章　
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（
一
九
六
五
年
十
二
月
七
日
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（
以
上
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訳
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カ
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中
央
協
議
会
、
二
〇
一
三
年
）

教
皇
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ウ
ロ
六
世

使
徒
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告
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リ
ア
ー
リ
ス
・
ク
ル
ト
ゥ
ス

―
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マ
リ
ア
へ
の
信
心　

M
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七
四
年
二
月
二
日
、
邦
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二
〇
一
三
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告
福
音
宣
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（
一
九
七
五
年
十
二
月
八
日
、
邦
訳
＝
同
前
、
二
〇
〇
六
年
）
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教会公文書引照文献

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世

回
勅
真
の
開
発
と
は

―
人
間
不
在
の
開
発
か
ら
人
間
尊
重
の
発
展
へ　

Sollicitudo rei socialis

（
一
九
八
七
年
十
二
月
三
十

日
、
邦
訳
＝
同
前
、
二
〇
一
二
年
）

回
勅
キ
リ
ス
ト
者
の
一
致　

U
t unum

 sint

（
一
九
九
五
年
五
月
二
十
五
日
、
邦
訳
＝
同
前
、
一
九
九
六
年
）

使
徒
的
書
簡
新
千
年
期
の
初
め
に　

N
ovo m

illennio ineunte

（
二
〇
〇
一
年
一
月
六
日
、
邦
訳
＝
同
前
、
二
〇
〇
一
年
）

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世

回
勅
真
理
に
根
ざ
し
た
愛　

Caritas in veritate

（
二
〇
〇
九
年
六
月
二
十
九
日
、
邦
訳
＝
同
前
、
二
〇
一
一
年
）

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

使
徒
的
勧
告
福
音
の
喜
び　

Evangelii gaudium

（
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
四
日
、
邦
訳
＝
同
前
、
二
〇
一
四
年
）

回
勅
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ

―
と
も
に
暮
ら
す
家
を
大
切
に　

Laudato si’

（
二
〇
一
五
年
五
月
二
十
四
日
、
邦
訳
＝
同
前
、
二
〇

一
六
年
）

使
徒
的
勧
告
愛
の
よ
ろ
こ
び　

Am
oris laetitia

（
二
〇
一
六
年
三
月
十
九
日
、
邦
訳
＝
同
前
、
二
〇
一
七
年
）

使
徒
憲
章
エ
ピ
ス
コ
パ
ー
リ
ス
・
コ
ム
ニ
オ　

Episcopalis com
m

unio

（
二
〇
一
八
年
九
月
十
五
日
）

回
勅
兄
弟
の
皆
さ
ん　

Fratelli tutti

（
二
〇
二
〇
年
十
月
三
日
、
邦
訳
＝
同
前
、
二
〇
二
一
年
）

使
徒
憲
章
プ
レ
デ
ィ
カ
テ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ウ
ム　

Praedicate Evangelium

（
二
〇
二
二
年
三
月
十
九
日
）
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使
徒
的
書
簡
わ
た
し
は
せ
つ
に
願
っ
て
い
た　

D
esiderio desideravi

（
二
〇
二
二
年
六
月
二
十
九
日
、
邦
訳
＝
同
前
、
二
〇
二

三
年
）

回
勅
主
は
わ
た
し
た
ち
を
愛
さ
れ
た

―
イ
エ
ス
の
み
心
に
お
け
る
人
間
的
な
愛
と
神
的
な
愛　

D
ilexit nos

（
二
〇
二
四

年
十
月
二
十
四
日
、
邦
訳
＝
同
前
、
二
〇
二
五
年
五
月
現
在
刊
行
準
備
中
）

教
皇
庁
教
理
省
国
際
神
学
委
員
会

教
会
の
生
活
と
宣
教
に
お
け
る
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ　

La sinodalità nella vita e nella m
issione della Chiesa

（
二
〇
一
八
年
三
月
二

日
、
邦
訳
＝
同
前
、https://www.cbcj.catholic.jp/w

p-content/uploads/2024/04/Syodality-in-the-Life-and-M
ission-of-the-

C
hurch2018.pdf

）

シ
ノ
ド
ス
事
務
局

大
陸
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
の
作
業
文
書　

D
ocum

ento di lavoro per la tappa continentale

（
二
〇
二
二
年
十
月
二
十
七
日
、
邦
訳
＝

同

前
、https://w

w
w.cbcj.catholic.jp/w

p-content/uploads/2022/11/D
ocum

ent-for-the-C
ontinental-Stage-of-the-

Synod2022_rev2.pdf

）

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム　

Catechism
o della Chiesa Cattolica

（
邦
訳
＝
同
前
、
二
〇
〇
二
年
）

カ
ト
リ
ッ
ク
新
教
会
法
典
（
教
会
法
）　Codex Iuris Canonici
（
一
九
八
三
年
一
月
二
十
五
日
、
邦
訳
＝
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
）

東
方
教
会
法
典
（
東
方
教
会
法
）　Codex Canonum

 Ecclesiarum
 O

rientalium

（
一
九
九
〇
年
十
月
十
八
日
）



シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
―
交
わ
り
、
参
加
、
宣
教

《
シ
ノ
ド
ス
最
終
文
書
》
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教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
よ
る
付
記

　

二
〇
二
一
年
十
月
に
始
め
た
シ
ノ
ド
ス
の
旅
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
点
で
、
聖
霊
が
今
こ
の
時
に
教
会
に

語
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
耳
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。

　

世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
第
十
六
回
通
常
総
会
の
「
最
終
文
書
」
は
、
神
の
民
に
聞
く
こ
と
と
、
司
牧
者
た
ち

の
識
別
と
を
特
徴
と
し
た
、
旅
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
全
教
会
は
、
聖
霊
に
照
ら
さ
れ
つ
つ
、
自

ら
の
経
験
を
読
み
解
く
よ
う
、
そ
し
て
交
わ
り
を
生
き
、
参
加
を
実
現
し
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
か
ら
託
さ

れ
た
宣
教
を
推
進
す
る
た
め
に
踏
み
出
す
べ
き
行
程
を
見
定
め
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
シ
ノ
ド
ス

の
旅
は
各
地
方
教
会
で
始
ま
り
、
そ
の
後
、
全
国
で
の
、
大
陸
で
の
段
階
を
経
て
、
二
〇
二
三
年
十
月
と
二

〇
二
四
年
十
月
に
、
二
回
の
会
期
で
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
総
会
を
開
催
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
今
も
こ
の
旅

は
、
地
方
教
会
、
そ
し
て
そ
の
連
合
体
に
お
い
て
、
十
月
二
十
六
日
の
シ
ノ
ド
ス
総
会
で
行
わ
れ
た
投
票
に

て
す
べ
て
の
箇
所
が
採
択
さ
れ
た
「
最
終
文
書
」
を
生
か
し
な
が
ら
続
い
て
い
ま
す
。
わ
た
し
も
、
こ
れ
を
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承
認
し
署
名
し
て
そ
の
公
布
を
定
め
た
こ
と
で
、「
最
終
文
書
」
を
通
し
て
聖
な
る
忠
実
な
神
の
民
に
語
る

シ
ノ
ド
ス
総
会
の
「
わ
た
し
た
ち
」
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
シ
ノ
ド
ス
の
旅
の
価
値
を
認
め
、
本
「
最
終
文
書
」
に
示
さ
れ
て
い
る

指
示
の
す
べ
て
を
今
教
会
に
手
渡
し
ま
す
。
こ
の
文
書
は
、
聞
き
取
り
と
識
別
に
よ
っ
て
、
数
年
か
け
て
熟

し
た
も
の
の
報
告
で
あ
り
、
教
会
の
生
活
と
使
命
の
た
め
の
権
威
あ
る
方
向
づ
け
と
な
る
も
の
で
す
。

　
「
最
終
文
書
」
は
ペ
ト
ロ
の
後
継
者
の
通
常
の
教
導
職
に
数
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
（『
エ
ピ
ス
コ
パ
ー
リ
ス
・

コ
ム
ニ
オ
』
第
18
条
第
1
項
、『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』
892
参
照
）、
し
か
る
べ
く
受
け
取
ら
れ
る
よ
う
求

め
ま
す
。
本
書
は
、
ロ
ー
マ
の
司
教
の
真
正
な
教
職
の
行
使
の
一
形
態
で
あ
り
、
い
く
つ
か
目
新
し
い
特
徴

を
備
え
て
は
い
ま
す
が
、
二
〇
一
五
年
十
月
十
七
日
に
わ
た
し
が
明
言
し
た
（
訳
注
：「
世
界
代
表
司
教
会
議
設
立
五

十
周
年
記
念
式
典
で
の
あ
い
さ
つ
」
）、

シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
と
は
位
階
的
奉
仕
職
を
理
解
す
る
た
め
の
適
切
な
解
釈
の
基
盤
だ
と
い
う
主
張
に
呼
応
す
る

も
の
で
す
。

　

去
る
十
月
二
十
六
日
に
本
文
書
を
承
認
し
た
際
、
こ
れ
は
「
厳
密
な
規
範
で
は
な
い
」、
そ
し
て
「
そ
の

施
行
に
は
さ
ま
ざ
ま
調
整
が
必
要
と
な
る
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
で
す
が
そ
れ
は
、
本
文
書
の
内
容
に
沿

っ
た
決
定
を
す
る
こ
と
を
、
現
時
点
で
各
地
の
教
会
に
義
務
づ
け
な
い
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地

方
教
会
と
そ
の
連
合
体
は
、
種
々
の
法
や
本
文
書
自
体
が
定
め
る
識
別
と
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
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文
書
に
示
さ
れ
て
い
る
権
威
あ
る
指
示
を
お
の
お
の
の
文
脈
に
応
じ
て
実
現
し
て
い
く
よ
う
、
今
す
で
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
わ
た
し
は
、「
全
教
会
を
巻
き
込
む
決
定
を
下
す
に
至
る
に
は
時

間
が
必
要
で
す
」
と
も
い
い
添
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
と
り
わ
け
、
十
の
研
究
部
会
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
こ
と
で
す
が
、
必
要
な
決
定
の
た
め
に
は
、
他
の
課
題
が
追
加
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
第
十
六
回
通
常
総
会
が
終
了
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
に
終
止
符
が
打

た
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　
『
愛
の
よ
ろ
こ
び
（
二
〇
一
六
年
三
月
十
九
日
）』
の
公
布
に
至
る
、
紆
余
曲
折
を
経
た
シ
ノ
ド
ス
の
旅
の
終

わ
り
に
記
し
た
こ
と
を
、
確
信
を
も
っ
て
こ
こ
に
再
掲
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
教
義
的
、
倫
理
的
、
司
牧

的
議
論
は
い
ず
れ
も
、
教
導
職
の
介
入
に
よ
っ
て
決
着
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
お
こ

う
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
教
会
に
は
、
教
義
と
実
践
の
一
致
が
必
要
で
す
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
、
教
義
の

い
く
つ
か
の
側
面
や
、
そ
こ
か
ら
帰
結
さ
れ
る
何
ら
か
の
結
論
の
、
解
釈
の
多
様
性
を
排
除
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
聖
霊
が
わ
た
し
た
ち
を
完
全
な
真
理
に
導
く
と
き
（
ヨ
ハ
ネ
16
・
13
参
照
）
ま

で
、
す
な
わ
ち
、
わ
た
し
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
に
完
全
に
導
き
入
れ
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
ま
な
ざ
し
で

す
べ
て
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
き
ま
で
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域

で
、
そ
の
地
の
伝
統
や
課
題
に
注
意
を
払
っ
た
、
そ
の
土
地
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
解
決
を
求
め
る
こ
と
も
可
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能
で
す
」（『
愛
の
よ
ろ
こ
び
』
3
）。

　

最
終
文
書
に
は
、
そ
の
基
本
的
な
方
向
性
に
照
ら
せ
ば
、
地
方
教
会
と
そ
の
連
合
体
に
お
い
て
、
今
か
ら

実
施
可
能
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
を
踏
ま
え
て
お
り
、
宣
教
す
る

シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
に
固
有
の
ス
タ
イ
ル
を
習
得
さ
せ
磨
き
を
か
け
る
た
め
の
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
と
今
後

の
課
題
を
考
慮
し
た
も
の
な
の
で
す
。

　

大
抵
に
お
い
て
は
、
ラ
テ
ン
教
会
で
も
東
方
諸
教
会
で
も
、
現
行
法
の
規
定
を
し
っ
か
り
と
実
施
す
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
、
シ
ノ
ド
ス
流
の
識
別
に
よ
っ
て
、
ま
た
「
最
終
文
書
」
に
示
さ
れ

た
可
能
性
の
枠
内
で
、
奉
仕
職
や
宣
教
活
動
の
新
た
な
形
態
の
創
造
的
な
展
開
に
着
手
し
、
試
み
、
検
証
す

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
各
司
教
は
、
使ア

ド

・

リ

ミ

ナ

徒
座
定
期
公
式
訪
問
に
際
し
て
準
備
す
る
報
告
書
に
お
い
て
、

「
最
終
文
書
」
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
関
連
で
、
自
ら
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
地
方
教
会
で
は
ど
ん
な
決
定

が
な
さ
れ
た
の
か
、
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
た
か
、
ど
ん
な
成
果
が
あ
っ
た
か
を
報
告
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
「
最
終
文
書
」
が
提
示
す
る
方
針
に
沿
っ
て
、
シ
ノ
ド
ス
の
旅
の
「
実
践
段
階
」
に
案
内
役
を
委
託
さ
れ

る
の
は
、
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
な
ら
び
に
教
皇
庁
の
諸
省
で
す
（『
エ
ピ
ス
コ
パ
ー
リ
ス
・
コ
ム
ニ
オ
』
第
19
―
21
条

参
照
）。
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カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
シ
ノ
ド
ス
の
旅
は
、
キ
リ
ス
ト
者
の
完
全
で
目
に
見
え
る
一
致
に
向
け
た
道
を
歩
み

続
け
る
望
み
に
も
力
を
得
て
、「
一
致
を
見
た
こ
と
ば
に
行
動
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」（「
第
十
七
回

全
体
会
議
閉
会
あ
い
さ
つ
（
二
〇
二
四
年
十
月
二
十
六
日
）」）。
復
活
の
主
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
る
聖
霊
が
、
こ
の

旅
路
に
あ
る
全
教
会
を
支
え
、
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
調
和
で
あ
る
か
た
、
聖
霊
が
、
福
音
の
力

で
教
会
を
た
え
ず
若
返
ら
せ
、
新
た
に
し
、
そ
の
花
婿
と
の
完
全
な
一
致
へ
と
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

に
（『
教
会
憲
章
』
4
参
照
）。
霊
と
花
嫁
は
主
イ
エ
ス
に
向
か
っ
て
い
う
の
で
す
、「
来
て
く
だ
さ
い
」
と
（
黙

示
録
22
・
17
参
照
）

―
。

　
　
　

二
〇
二
四
年
十
一
月
二
十
四
日　

王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
祭
日

　
　
　

バ
チ
カ
ン
に
て

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
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は
じ
め
に＊

イ
エ
ス
が
来
て
真
ん
中
に
立
ち
、「
あ
な
た
が
た
に
平
和
が
あ
る
よ
う
に
」
と
い

わ
れ
た
。
そ
う
い
っ
て
、
手
と
脇
腹
と
を
お
見
せ
に
な
っ
た
。
弟
子
た
ち
は
、
主

を
見
て
喜
ん
だ
（
ヨ
ハ
ネ
20
・
19
―
20
）。

1　

教
会
の
生
活
に
お
け
る
新
た
な
歩
み
は
、
ど
れ
も
が
源
泉
へ
の
立
ち
帰
り
で
す
。
復
活
の
日
の
夕
刻
に
、

二
階
の
広
間
で
弟
子
た
ち
が
体
験
し
た
復
活
し
た
主
と
の
出
会
い
を
、
今
一
度
味
わ
う
の
で
す
。
こ
の
シ
ノ

＊
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
第
十
六
回
通
常
総
会
の
最
終
文
書
は
、
二
〇
二
四
年
十
月
二
十
六
日
、
第
十
七
回
全
体
会
議
で
、

総
会
の
投
票
権
を
も
っ
た
出
席
メ
ン
バ
ー
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
票
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
投
票
結
果
は
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
可
能
（www.vatican.va

）。
本
文
書
の
公
式
版
は
イ
タ
リ
ア
語
。
公
表
に
あ
た
り
、
言
語
の
整

合
性
と
流
れ
、
ま
た
引
用
の
正
確
さ
を
確
保
す
る
た
め
の
編
集
上
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
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ド
ス
総
会
に
参
加
す
る
中
で
、
わ
た
し
た
ち
も
ま
た
彼
ら
の
よ
う
に
、
主
の
い
つ
く
し
み
に
包
ま
れ
、
主
の

美
に
触
れ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
霊
に
お
け
る
会
話
を
味
わ
い
、
互
い
に
耳
を
傾
け
る
中
で
、
わ
た
し

た
ち
の
間
に
主
の
現
存
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
聖
霊
を
お
与
え
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
自
分
の
民
の
間

で
、
多
様
性
の
調
和
で
あ
る
一
致
へ
と
駆
り
立
て
続
け
て
お
ら
れ
る
か
た
の
存
在
で
す
。

2　

復
活
し
た
主
を
仰
ぎ
見
て
、「
わ
た
し
た
ち
が
皆
、
ま
た
そ
の
死
に
あ
ず
か
る
た
め
に
洗
礼
を
受
け
た

こ
と
」（
ロ
ー
マ
6
・
3
）
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
が
目
に
し
た
主
の
傷
は
、
新
た
な
い
の
ち
に

よ
っ
て
変
容
し
た
も
の
の
、
そ
の
人
性
の
中
に
永
遠
に
刻
ま
れ
た
ま
ま
で
す
。
そ
の
傷
か
ら
、
多
く
の
兄
弟

姉
妹
の
か
ら
だ
に
お
い
て
今
な
お
血
は
流
れ
続
け
て
お
り
、
そ
れ
は
わ
た
し
た
ち
の
過
ち
の
た
め
で
も
あ
り

ま
す
。
主
に
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
こ
と
は
、
歴
史
の
惨
事
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
周
囲
の
苦
し
み
を
、
自
分
も
か
か
わ
る
苦
し
み
を
、
理
解
で
き
る
よ
う
目
を
開
い
て
い
た
だ
く
こ
と
な
の

で
す
。
戦
争
の
恐
怖
に
お
び
え
る
幼
子
の
顔
、
母
親
た
ち
の
涙
、
大
勢
の
若
者
の
つ
ぶ
さ
れ
た
夢
、
悲
惨
な

旅
に
あ
る
移
民
・
避
難
民
、
気
候
変
動
や
社
会
的
不
正
義
の
犠
牲
者
た
ち

―
。
彼
ら
の
苦
し
み
は
、
メ
デ

ィ
ア
を
通
じ
て
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
悲
劇
に
家
族
も
ろ
と
も
、
ま
た
民
族
こ
ぞ
っ
て
巻
き
込
ま
れ
た
多

く
の
当
事
者
の
生
の
声
を
通
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
間
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
総
会
で
集
う
間
も
、
多
く
の
、
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あ
ま
り
に
も
多
く
の
戦
争
が
、
死
と
破
壊
を
、
激
し
い
復
讐
心
を
、
良
心
の
喪
失
を
引
き
起
こ
し
続
け
て
い

ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
重
ね
る
平
和
の
訴
え
に
加
わ
り
、
暴
力
の
論
理
、
憎
悪

の
論
理
、
報
復
の
論
理
を
強
く
非
難
し
、
対
話
の
論
理
、
兄
弟
愛
の
論
理
、
和
解
の
論
理
を
促
進
す
る
こ
と

を
約
束
し
ま
す
。
真
の
永
続
的
な
平
和
は
可
能
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
は
そ
れ
を
と
も
に
築
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
現
代
の
人
々
の
喜
び
と
希
望
、
苦
悩
と
不
安
、
と
く
に
貧
し
い
人
々
と
す
べ
て
の
苦
し
ん
で
い
る

人
々
の
も
の
」（『
現
代
世
界
憲
章
』
1
）
は
、
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
で
あ
る
わ
た
し
た
ち
皆
の
喜
び
と
悲
し
み
で

あ
り
続
け
て
い
る
の
で
す
。

3　

教
皇
が
二
〇
二
一
年
に
こ
の
シ
ノ
ド
ス
に
乗
り
出
し
て
以
来
、
わ
た
し
た
ち
は
そ
の
豊
か
さ
と
実
り
を

い
っ
そ
う
深
く
知
る
歩
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
声
の
中
か
ら
「〝
霊
〟
が
諸
教
会
に
告
げ
る
こ

と
」（
黙
示
録
2
・
7
）
を
聞
き
分
け
ら
れ
る
よ
う
、
聞
く
こ
と
に
努
め
、
注
意
を
払
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

旅
は
、
神
の
民
へ
の
幅
広
い
意
見
聴
取
を
教
区
で
行
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
全
国
規
模
の
、

大
陸
で
の
段
階
へ
と
移
り
、
そ
の
間
、
統
合
文
書
や
作
業
文
書
を
通
し
て
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
か
ら
何
度
も
投

げ
か
け
ら
れ
る
対
話
が
続
き
ま
し
た
。
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
第
十
六
回
通
常
総
会
が
二
度
の
会
期
で
開
催
さ

れ
た
こ
と
で
、
新
た
な
宣
教
へ
の
熱
意
を
求
め
た
わ
た
し
た
ち
の
経
験
の
あ
か
し
と
識
別
の
成
果
と
を
、
今
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よ
う
や
く
教
皇
と
す
べ
て
の
教
会
の
も
と
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
旅
に
は
、
ど
の
段
階
に
も
、

神
の
民
の
信セ

ン
ス
ス
・
フ
ィ
デ
イ

仰
の
感
覚
と
い
う
知
恵
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
歩
歩
む
ご
と
に
分
か
っ
た
の
は
、「
二
〇
二

一
―
二
〇
二
四
年
シ
ノ
ド
ス

―
と
も
に
歩
む
教
会
の
た
め

―
交
わ
り
、
参
加
、
そ
し
て
宣
教
」
の
中
心

に
は
、
主
に
従
い
つ
つ
、
主
か
ら
の
使
命
に
専
心
し
つ
つ
、
そ
の
使
命
に
忠
実
な
者
と
な
る
あ
り
方
を
探
る

よ
う
、
教
会
を
喜
び
と
刷
新
に
招
く
呼
び
か
け
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

4　

こ
の
呼
び
か
け
は
、
洗
礼
に
よ
る
共
通
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
土
台
と
し
た
、
教
会
が
存
在
す
る
文

脈
の
多
様
性
に
根
ざ
し
、
唯
一
の
父
、
唯
一
の
主
、
唯
一
の
霊
に
お
い
て
の
一
致
を
見
る
も
の
で
す
。
例
外

な
く
、
洗
礼
を
受
け
た
す
べ
て
の
人
へ
の
呼
び
か
け
で
す
。「
神
の
民
全
員
が
福
音
宣
教
の
主
体
で
す
。
そ

の
中
に
あ
っ
て
、
洗
礼
を
受
け
た
一
人
ひ
と
り
が
、
宣
教
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
ト
と
な
る
よ
う
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
全
員
が
、
宣
教
す
る
弟
子
だ
か
ら
で
す
」（『
教
会
の
生
活
と
宣
教
に
お
け
る
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
』

53
）。
で
す
か
ら
こ
の
シ
ノ
ド
ス
の
旅
は
、
キ
リ
ス
ト
者
の
完
全
で
目
に
見
え
る
一
致
へ
と
わ
た
し
た
ち
を

向
か
わ
せ
ま
す
。
他
の
典
礼
を
も
つ
キ
リ
ス
ト
者
の
代
表
者
の
存
在
が
、
そ
れ
を
あ
か
し
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
一
致
は
、
神
の
聖
な
る
教
会
の
中
で
パ
ン
種
と
し
て
静
か
に
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
世
界
全

体
に
向
け
た
一
致
の
預
言
な
の
で
す
。
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5　

シ
ノ
ド
ス
の
全
行
程
は
、
教
会
の
聖
伝
に
根
ざ
し
て
い
て
、
公
会
議
の
教
導
職
に
照
ら
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
は
ま
さ
に
、
世
界
と
教
会
の
畑
に
蒔ま

か
れ
た
種
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

信
者
の
日
々
の
暮
ら
し
、
教
会
の
も
つ
各
民
族
と
各
文
化
で
の
経
験
、
聖
性
の
無
数
の
証
言
、
神
学
者
た
ち

の
考
察

―
、
こ
れ
ら
が
土
壌
と
な
っ
て
、
こ
の
公
会
議
が
芽
を
出
し
成
長
し
た
の
で
す
。「
二
〇
二
一
―

二
〇
二
四
年
シ
ノ
ド
ス
」
は
、
引
き
続
き
そ
の
種
子
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
、
そ
こ
に
あ
る
可
能
性
を
生

か
し
続
け
て
い
ま
す
。
公
会
議
が
、
福
音
に
聞
く
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
回
心
の
連
続
に
よ
っ
て
聖
性
へ
と
招

か
れ
て
い
る
、
神
秘
体
で
あ
り
神
の
民
で
あ
る
教
会
の
姿
に
つ
い
て
教
え
た
こ
と
を
、
シ
ノ
ド
ス
の
旅
は
確

か
に
体
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
こ
の
旅
は
、
公
会
議
の
さ
ら
な
る
受
容
の
行
為
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

公
会
議
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
さ
せ
、
現
代
社
会
の
た
め
に
そ
の
預
言
的
な
力
を
再
び
発
揮
さ
せ

る
も
の
な
の
で
す
。

6　

わ
た
し
た
ち
が
疲
労
を
覚
え
、
変
化
へ
の
抵
抗
に
合
い
、
神
の
こ
と
ば
に
聞
く
こ
と
や
識
別
よ
り
も
己

の
考
え
を
優
先
す
る
誘
惑
を
経
験
し
て
い
た
こ
と
は
隠
せ
な
い
事
実
で
す
。
そ
れ
で
も
神
の
い
つ
く
し
み
が
、

ど
こ
ま
で
も
優
し
い
御
父
が
、
そ
の
つ
ど
わ
た
し
た
ち
の
心
を
清
め
、
道
を
歩
み
続
け
さ
せ
て
く
だ
さ
る
の
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で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
そ
れ
を
、
第
二
会
期
を
回
心
の
た
め
の
晩
の
祈
り
か
ら
始
め
た
際
に
認
識
し
ま
し
た
。

晩
の
祈
り
で
は
、
自
分
た
ち
の
罪
を
恥
じ
入
り
つ
つ
ゆ
る
し
を
願
い
、
世
の
悪
の
犠
牲
者
の
た
め
に
執
り
成

し
の
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
自
分
の
罪
を
一
つ
一
つ
挙
げ
て
告
白
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

平
和
に
反
す
る
罪
、
被
造
物
に
対
す
る
罪
、
先
住
民
族
に
対
す
る
罪
、
移
民
に
対
す
る
罪
、
未
成
年
者
に
対

す
る
罪
、
女
性
に
対
す
る
罪
、
貧
し
い
人
に
対
す
る
罪
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
怠
る
罪
、
交
わ
り
を
怠
る
罪

で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
た
し
た
ち
は
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
に
は
悔
い
改
め
と
回
心
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
ま
し
た
。
神
の
あ
わ
れ
み
の
秘
跡
の
祭
儀
に
お
い
て
、
わ
た
し
た
ち
は
無
条
件
に
愛
さ
れ
る
こ
と

を
体
験
し
ま
す
。
そ
う
し
て
心
の
か
た
く
な
さ
は
克
服
さ
れ
、
交
わ
り
へ
と
開
か
れ
て
い
き
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
わ
た
し
た
ち
は
、
神
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
ゆ
る
し
と
和
解
を
す
べ
て
の
人
と
分
か
ち
合
え
る
、
あ
わ
れ

み
深
い
教
会
で
あ
り
た
い
の
で
す
。
ゆ
る
し
と
和
解
は
た
だ
た
だ
恵
み
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
に
つ
か
さ
ど

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
あ
か
し
す
る
だ
け
で
す
。

7　

二
〇
二
一
年
に
始
ま
っ
た
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
の
最
初
の
実
り
は
、
す
で
に
目
に
見
え
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
ご
く
単
純
な
、
け
れ
ど
も
実
に
尊
い
も
の
が
、
家
庭
、
小
教
区
、
諸
団
体
や
運
動
体
、「
キ
リ
ス
ト

教
の
小
規
模
共
同
体
」、
学
校
、
修
道
会
の
生
活
に
芽
生
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
場
で
は
、
霊
に
お
け
る
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会
話
、
共
同
識
別
、
召
命
の
た
ま
も
の
の
共
有
、
宣
教
に
お
け
る
共
同
責
任
と
い
っ
た
実
践
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。「
シ
ノ
ド
ス
関
連
行
事

－

小
教
区
司
祭
の
集
い
（
二
〇
二
四
年
四
月
二
十
八
日
―
五
月
二
日
、
於
・
サ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ノ
［
ロ
ー
マ
］）」
で
は
、
そ
う
し
た
豊
か
な
経
験
の
真
価
が
共
有
さ
れ
、
旅
の
再
出
発
が
合
意
さ
れ
ま

し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
教
会
が
歓
待
・
希
望
・
喜
び
の
場
で
あ
る
こ
と
を
体
験
し
て
い
る
多
く
の
共
同
体

や
信
者
の
声
に
、
感
謝
と
喜
び
を
抱
い
て
い
ま
す
。

8　

第
一
会
期
は
、
ほ
か
に
も
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。「
ま
と
め
報
告
書
」
で
は
、
教
会
生
活
に
と

っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
注
意
が
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
国
際
的

な
協
議
の
末
、
各
大
陸
の
司
教
と
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
研
究
部
会
に
ゆ
だ
ね
、
そ
の
作
業
は
シ
ノ
ド
ス
流

の
方
法
で
行
う
よ
う
教
皇
が
求
め
て
い
ま
す
。
部
会
が
す
で
に
研
究
を
開
始
し
た
、
教
会
の
生
活
と
宣
教
の

領
域
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一　

東
方
諸
教
会
と
ラ
テ
ン
教
会
と
の
関
係
の
い
く
つ
か
の
側
面
。

二　

貧
し
い
人
の
叫
び
と
地
球
の
叫
び
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
。

三　

デ
ジ
タ
ル
環
境
で
の
宣
教
。
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四　
『
司
祭
養
成
基
本
綱
要
』
の
、
シ
ノ
ド
ス
的
で
宣
教
的
な
観
点
か
ら
の
改
訂
。

五　

特
定
の
奉
仕
職
の
形
態
に
関
す
る
神
学
的
・
教
会
法
的
な
い
く
つ
か
の
懸
案
事
項
。

六　

司
教
・
修
道
者
・
教
会
の
諸
団
体
の
間
の
関
係
を
規
定
す
る
文
書
の
、
シ
ノ
ド
ス
的
で
宣
教
的
な
観

点
か
ら
の
見
直
し
。

七　

司
教
の
あ
る
べ
き
姿
と
奉
仕
職
の
い
く
つ
か
の
側
面
（
と
く
に
、
司
教
候
補
者
の
選
定
基
準
、
司
教

の
法
的
機
能
、
使ア

ド

・

リ

ミ

ナ

徒
座
定
期
公
式
訪
問
の
性
質
や
実
施
）
を
、
シ
ノ
ド
ス
的
で
宣
教
的
な
観
点
に
照

ら
す
こ
と
。

八　

教
皇
代
理
の
役
割
を
、
シ
ノ
ド
ス
的
で
宣
教
的
な
観
点
に
照
ら
す
こ
と
。

九　

論
争
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
教
義
的
、
司
牧
的
、
倫
理
的
課
題
の
共
同
識
別
の
た
め
の
、
神
学
的
基

準
と
シ
ノ
ド
ス
流
の
方
法
論
。

十　

神
の
民
の
間
に
あ
る
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
歩
み
の
実
り
を
受
け
取
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
部
会
に
加
え
て
、
教
会
法
上
の
規
定
に
必
要
な
刷
新
を
図
る
た
め
、
法
制
省
と
申
し
合
わ
せ
た

う
え
で
、
教
会
法
委
員
会
が
始
動
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
一ポ

リ

ガ

ミ

ー

夫
多
妻
婚
に
あ
る
人
々
へ
の
司
牧
的
同
伴
に
つ

い
て
は
、
ア
フ
リ
カ
・
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
司
教
協
議
会
の
研
究
会
に
識
別
が
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
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部
会
や
委
員
会
の
作
業
は
実
践
段
階
に
入
っ
て
お
り
、
第
二
会
期
の
作
業
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
司
牧
や
統
治
の
選
択
の
う
え
で
教
皇
を
助
け
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

9　

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
は
、
本
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
総
会
の
閉
会
を
も
っ
て
終
了
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
実
践

段
階
も
そ
の
一
部
で
す
。
総
会
の
成
員
で
あ
る
わ
た
し
た
ち
は
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
宣
教
者
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
出
身
共
同
体
の
中
で
、
そ
の
推
進
に
専
心
す
る
責
務
を
自
覚
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
地
方
教
会
に

対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
々
の
旅
を
、
意
見
聴
取
と
識
別
と
い
う
シ
ノ
ド
ス
流
の
方
法
で
続
け
る
よ
う
求
め
ま

す
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
会
の
現
場
（
小
教
区
、
奉
献
生
活
の
会
、
使
徒
的
生
活
の
会
、
信
者
団
体
、

教
区
、
司
教
協
議
会
、
教
区
の
連
合
体
な
ど
）
に
お
い
て
、
シ
ノ
ド
ス
流
の
確
か
な
回
心
を
実
現
す
る
た
め

の
具
体
的
道
筋
と
養
成
方
法
を
見
極
め
る
よ
う
望
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
実
現
の
度
合
い
と
、

洗
礼
を
受
け
た
人
全
員
の
教
会
生
活
へ
の
参
加
達
成
の
度
合
い
の
評
価
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
く
べ
き
で
す
。

各
国
司
教
協
議
会
に
対
し
、
ま
た
自
治
権
を
有
す
る
（sui iuris

）
諸
教
会
の
教シ

ノ

ド

会
会
議
に
対
し
、
シ
ノ
ド
ス

流
で
宣
教
す
る
教
会
と
し
て
成
長
す
る
過
程
に
同
伴
す
る
た
め
の
、
そ
し
て
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
と
の
連
携
を

取
る
た
め
の
、
人
材
と
資
源
を
割
り
当
て
る
よ
う
勧
め
ま
す
（『
エ
ピ
ス
コ
パ
ー
リ
ス
・
コ
ム
ニ
オ
』
第
19
条
第
1

項
、
第
2
項
参
照
）。
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
に
は
、
研
究
部
会
の
作
業
方
法
が
シ
ノ
ド
ス
流
の
質
を
維
持
す
べ
く
、
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見
守
り
を
続
け
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

10　

世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
第
十
六
回
通
常
総
会
の
成
果
と
し
て
教
皇
と
諸
教
会
に
提
出
さ
れ
た
こ
の
「
最
終

文
書
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
全
過
程
が
生
か
さ
れ
た
も
の
で
す
。
第
一
会
期
で
明
ら
か
に
な
っ
た
い
く
つ
か
の

重
要
な
一
致
点
、
第
一
会
期
と
第
二
会
期
の
間
の
数
か
月
に
諸
教
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
提
案
、
そ
し
て
と
く

に
第
二
会
期
中
の
霊
に
お
け
る
会
話
を
通
し
て
熟
し
た
も
の
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

11　

こ
の
「
最
終
文
書
」
は
、
宣
教
へ
の
召
命
は
同
時
に
、
各
地
方
教
会
で
の
回
心
と
全
教
会
で
の
回
心
へ

の
召
命
で
も
あ
る
と
い
う
、
使
徒
的
勧
告
『
福
音
の
喜
び
』
に
示
さ
れ
た
視
点
（
同
書
30
参
照
）
を
踏
ま
え
た

自
覚
の
表
明
で
す
。
本
文
は
五
部
構
成
で
す
。
第
一
部
は
「
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
神
髄
」
と
題
さ
れ
、
以
降
の

内
容
を
照
ら
し
生
か
す
た
め
の
神
学
的
・
霊
的
基
盤
の
概
要
を
述
べ
て
い
ま
す
。
第
一
会
期
で
生
ま
れ
た
シ

ノ
ダ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
再
確
認
し
、
そ
の
霊
的
・
預
言
的
視
点
を
展
開
し
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
の
心
に
宿
る
感
情
、
イ
メ
ー
ジ
、
思
考
の
転
換
は
、
司
牧
活
動
・
宣
教
活
動
の
転
換
と
並
行
し
て
進
む
の

で
す
。
第
二
部
は
「
舟
で
一
緒
に
」
と
題
さ
れ
、
か
か
わ
り
の
転
換
に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
。
か
か
わ
り

が
、
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
を
築
き
、
召
命
、
カ
リ
ス
マ
、
奉
仕
職
で
織
り
合
わ
さ
れ
て
い
く
宣
教
を
形
づ
く
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る
の
で
す
。
第
三
部
「
網
を
打
ち
な
さ
い
」
は
、
相
互
に
密
に
結
び
つ
い
た
三
つ
の
実
践
を
究
明
し
ま
す
。

教
会
的
識
別
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
、
そ
し
て
透
明
性
・
説
明
責
任
・
評
価
責
任
を
担
保
す
る
文
化
、
と
い

う
三
つ
の
現
場
で
す
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
も
、「
宣
教
に
向
か
う
変
容
」
の
道
を
選
ぶ
よ
う
求
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
は
参
加
型
の
組
織
体
制
の
刷
新
が
緊
急
の
課
題
な
の
で
す
。
第
四
部
は
「
豊
漁
」
と
題
さ

れ
、
た
ま
も
の
の
交
換
と
き
ず
な
を
編
む
こ
と
を
、
新
た
な
か
た
ち
で
促
進
さ
せ
る
方
法
を
概
説
し
ま
す
。

そ
れ
ら
は
教
会
に
お
い
て
わ
た
し
た
ち
を
一
致
さ
せ
る
も
の
で
す
が
、
特
定
の
地
に
根
ざ
す
暮
ら
し
が
変
貌

す
る
今
と
い
う
時
代
に
は
、
新
た
な
か
た
ち
が
必
要
な
の
で
す
。
続
く
第
五
部
「
わ
た
し
も
あ
な
た
が
た
を

遣
わ
す
」
は
、
欠
い
て
は
な
ら
な
い
歩
み
に
目
を
向
け
さ
せ
ま
す
。
神
の
民
に
属
す
る
全
員
で
、
宣
教
に
向

か
う
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
を
形
成
す
る
よ
う
目
を
配
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

12　
「
最
終
文
書
」
は
、
復
活
に
関
す
る
福
音
書
の
記
述
に
導
か
れ
て
展
開
し
て
い
ま
す
。
復
活
の
日
の
早

朝
に
墓
へ
駆
け
つ
け
た
こ
と
、
復
活
し
た
か
た
の
二
階
の
広
間
で
の
出
現
、
そ
し
て
湖
畔
で
の
出
現
が
、
わ

た
し
た
ち
の
識
別
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
対
話
の
糧
で
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
聖
霊
に
な
す

べ
き
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
進
む
べ
き
道
を
示
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
復
活
の
た
ま
も
の
で
あ

る
聖
霊
を
願
い
求
め
ま
し
た
。
本
文
書
に
よ
っ
て
本
総
会
が
言
明
、
証
言
し
て
い
る
の
は
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
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は
教
会
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
次
元
で
あ
り
、
す
で
に
わ
た
し
た
ち
の
多
く
の
共
同
体
の
経
験
の
一
部
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
他
方
で
、
取
る
べ
き
道
、
実
践
す
べ
き
取
り
組
み
、
探
求
す
べ
き
地
平
も
提

示
し
て
い
ま
す
。
教
会
を
シ
ノ
ド
ス
へ
と
招
集
し
た
教
皇
は
、
司
教
の
司
牧
的
配
慮
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
諸
教

会
に
語
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。「
欺
く
こ
と
が
な
い
」（
ロ
ー
マ
5
・
5
）
希
望
に
支
え
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に

わ
た
し
た
ち
が
旅
を
続
け
て
い
く
の
か
を

―
。
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第
一
部　

シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
神
髄

聖
霊
に
よ
っ
て
回
心
に
呼
ば
れ
た
者
た
ち

週
の
初
め
の
日
、
朝
早
く
、
ま
だ
暗
い
う
ち
に
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
は
墓
に
行

っ
た
。
そ
し
て
、
墓
か
ら
石
が
取
り
の
け
て
あ
る
の
を
見
た
。
そ
こ
で
、
シ
モ

ン
・
ペ
ト
ロ
の
と
こ
ろ
へ
、
ま
た
、
イ
エ
ス
が
愛
し
て
お
ら
れ
た
も
う
一
人
の
弟

子
の
と
こ
ろ
へ
走
っ
て
行
っ
た
（
ヨ
ハ
ネ
20
・
1
―
2
）。

13　

復
活
の
朝
、
わ
た
し
た
ち
は
三
人
の
弟
子
を
見
ま
す
。
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
、
シ
モ
ン
・
ペ
ト
ロ
、
そ

し
て
イ
エ
ス
が
愛
し
て
お
ら
れ
た
弟
子
の
こ
と
で
す
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
な
り
に
主
を
探
し
て
い
ま

す
。
希
望
の
夜
明
け
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
は
、
愛

に
突
き
動
か
さ
れ
て
、
最
初
に
墓
に
到
着
し
ま
す
。
マ
リ
ア
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、
ペ
ト
ロ
と
、
主
に
愛
さ
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れ
た
弟
子
も
墓
に
向
か
い
ま
す
。
愛
さ
れ
た
弟
子
は
若
さ
の
力
で
速
く
駆
け
、
直
感
す
る
者
の
目
で
探
し
ま

す
が
、
導
く
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
年
長
者
に
道
を
譲
る
こ
と
の
で
き
る
者
で
す
。
ペ
ト
ロ
は
、
主
を
否

定
し
た
こ
と
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
あ
わ
れ
み
と
の
出
会
い
に
導
か
れ
、
や
が
て
教
会
に
お
い
て
、
あ
わ
れ

み
の
奉
仕
者
と
な
り
ま
す
。
マ
リ
ア
は
霊
園
に
と
ど
ま
り
、
自
分
の
名
を
呼
ぶ
声
を
聞
い
て
、
主
に
気
づ
き
、

そ
の
か
た
に
遣
わ
さ
れ
て
弟
子
た
ち
の
共
同
体
に
そ
の
復
活
を
告
げ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
教
会
は
、
マ
グ
ダ

ラ
の
マ
リ
ア
を
使
徒
の
中
の
使
徒
だ
と
認
め
る
の
で
す
。
こ
の
三
者
の
互
い
に
影
響
し
合
う
関
係
は
、
シ
ノ

ダ
リ
テ
ィ
の
核
心
を
体
現
し
て
い
ま
す
。

14　

教
会
は
、
決
定
的
な
歴
史
の
出
来
事
、
イ
エ
ス
の
復
活
を
、
世
に
あ
か
し
す
る
た
め
に
存
在
し
て
い
ま

す
。
復
活
し
た
か
た
は
、
世
界
に
平
和
を
も
た
ら
し
、
ご
自
分
の
霊
の
た
ま
も
の
を
与
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

生
き
て
お
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
は
、
真
の
自
由
の
源
、
欺
く
こ
と
の
な
い
希
望
の
礎
、
神
の
真
の
み
顔
の
啓
示
、

人
間
の
最
終
目
的
の
啓
示
で
あ
ら
れ
ま
す
。
復
活
の
信
仰
に
あ
ず
か
り
、
そ
の
証
人
と
な
る
に
は
、
自
分
の

内
面
的
な
む
な
し
さ
、
恐
れ
、
疑
い
、
罪
の
闇
の
自
覚
が
必
要
だ
と
福
音
書
は
教
え
て
い
ま
す
。
で
す
が
、

闇
の
中
に
あ
っ
て
も
勇
気
を
出
し
て
外
に
出
て
探
し
求
め
る
人
は
、
実
は
自
分
が
探
さ
れ
て
い
て
、
名
を
呼

ば
れ
て
お
り
、
ゆ
る
さ
れ
、
兄
弟
姉
妹
と
と
も
に
遣
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
す
。
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神
の
民
で
あ
る
教
会
、
一
致
の
秘
跡

15　

神
の
民
で
あ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
父
と
子
と
聖
霊
の
名
に
よ
る
洗
礼
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

こ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
聖
性
へ
の
招
き
と
し
て
、
救
い
の
た
ま
も
の
を
受
け
る
よ
う
す
べ
て
の
民
を
招

く
宣
教
へ
の
派
遣
と
し
て
具
現
化
さ
れ
ま
す
（
マ
タ
イ
28
・
18
―
19
参
照
）。
で
す
か
ら
洗
礼

―
こ
の
洗
礼
に

お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
が
わ
た
し
た
ち
に
ご
自
身
を
着
さ
せ
（
ガ
ラ
テ
ヤ
3
・
27
参
照
）、
神
の
子
と
し
て
霊
か
ら

新
た
に
生
ま
れ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
（
ヨ
ハ
ネ
3
・
5
―
6
参
照
）

―
か
ら
、
宣
教
す
る
シ
ノ
ド
ス
流
の

教
会
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者
の
生
は
、
三
位
一
体
の
神
秘
に
そ
の
起
源
と
目
指
す
先

を
有
し
て
お
り
、
そ
の
三
一
の
神
秘
が
わ
た
し
た
ち
の
う
ち
に
信
仰
、
希
望
、
愛
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
呼
び

起
こ
す
の
で
す
。

16　
「
神
は
、
人
々
を
個
別
的
に
、
ま
っ
た
く
相
互
の
か
か
わ
り
な
し
に
聖
化
し
救
う
の
で
は
な
く
、
彼
ら

を
、
真
理
に
基
づ
い
て
神
を
認
め
忠
実
に
神
に
仕
え
る
一
つ
の
民
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
」（『
教

会
憲
章
』
9
）。
み
国
を
目
指
し
て
旅
す
る
神
の
民
は
、
交
わ
り
と
一
致
の
源
で
あ
る
エ
ウ
カ
リ
ス
チ
ア
に
よ
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っ
て
た
え
ず
養
わ
れ
て
い
ま
す
。「
パ
ン
は
一
つ
だ
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
大
勢
で
も
一
つ
の
か
ら
だ
で
す
。

皆
が
一
つ
の
パ
ン
を
分
け
て
食
べ
る
か
ら
で
す
」（
一
コ
リ
ン
ト
10
・
17
）。
教
会
は
、
キ
リ
ス
ト
の
聖
体
の
秘

跡
に
よ
っ
て
養
わ
れ
、
主
の
か
ら
だ
と
し
て
形
成
さ
れ
ま
す
（『
教
会
憲
章
』
7
参
照
）。「
あ
な
た
が
た
は
キ

リ
ス
ト
の
か
ら
だ
で
あ
り
、
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
は
そ
の
部
分
で
す
」（
一
コ
リ
ン
ト
12
・
27
）。
教
会
は
、
恵

み
に
よ
っ
て
活
気
を
得
た
、
聖
霊
の
神
殿
で
す
（『
教
会
憲
章
』
4
参
照
）。
教
会
を
生
き
生
き
と
さ
せ
、
築
い

て
く
だ
さ
る
の
は
ま
さ
に
聖
霊
で
あ
り
、
こ
の
か
た
が
わ
た
し
た
ち
皆
を
、
霊
的
な
建
物
の
生
き
た
石
に
し

て
く
だ
さ
る
の
で
す
（
一
ペ
ト
ロ
2
・
5
、『
教
会
憲
章
』
6
参
照
）。

17　

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
は
、
異
な
る
文
脈
、
異
な
る
文
化
の
中
で
生
き
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
族
、
言
語
、
民

族
、
国
か
ら
集
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
神
の
民
で
あ
る
こ
と
の
「
霊
的
な
喜
び
」（『
福
音
の
喜
び
』
268
）
を
体
験

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
神
の
民
は
、
洗
礼
を
受
け
た
者
た
ち
の
単
純
な
総
和
で
は
決
し
て
な
く
、
シ
ノ
ダ
リ

テ
ィ
と
宣
教
の
共
同
体
的
・
歴
史
的
な
主
体
で
あ
り
、
今
は
ま
だ
時
の
中
を
旅
し
て
い
な
が
ら
も
、
す
で
に

天
上
の
教
会
と
の
交
わ
り
の
う
ち
に
あ
る
の
で
す
。
個
々
の
教
会
が
根
を
張
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
の
中
で
、

神
の
民
は
救
い
の
「
よ
い
知
ら
せ
」
を
告
げ
知
ら
せ
、
あ
か
し
し
て
い
ま
す
。
世
に
あ
っ
て
、
世
の
た
め
に

生
き
る
こ
と
で
、
神
の
民
は
地
上
の
す
べ
て
の
民
と
と
も
に
歩
み
、
彼
ら
の
宗
教
や
文
化
と
対
話
し
、
そ
こ
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に
あ
る
み
こ
と
ば
の
種
を
認
め
、
神
の
国
に
向
け
て
前
進
す
る
の
で
す
。
信
仰
と
洗
礼
に
よ
っ
て
こ
の
民
に

組
み
入
れ
ら
れ
た
わ
た
し
た
ち
を
支
え
、
寄
り
添
っ
て
歩
ん
で
く
だ
さ
る
の
は
、「
確
か
な
希
望
と
慰
め
の

し
る
し
」
で
あ
る
お
と
め
マ
リ
ア
（『
教
会
憲
章
』
68
）、
い
の
ち
を
差
し
出
す
ま
で
に
信
仰
を
あ
か
し
し
た
使

徒
た
ち
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
と
場
所
の
聖
人
た
ち
で
す
。

18　

神
の
聖
な
る
民
す
な
わ
ち
教
会
に
お
い
て
、
信
者
の
交
わ
り
（com

m
unio Fidelium

）
は
同
時
に
教
会
の

交
わ
り
（com

m
unio E

cclesiarum

）
で
あ
り
、
そ
れ
は
司
教
の
交
わ
り
（com

m
unio E

piscoporum

）
に
現
れ
ま
す
。

「
司
教
は
教
会
の
う
ち
に
お
り
、
教
会
は
司
教
の
う
ち
に
あ
る
」（
聖
チ
プ
リ
ア
ノ
『
書
簡
集
』：Epistula 66, 8

）

と
い
う
古
い
公
理
に
即
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
多
面
的
な
交
わ
り
の
奉
仕
職
に
主
が
据
え
ら
れ
た
の
が
、

使
徒
ペ
ト
ロ
（
マ
タ
イ
16
・
18
参
照
）
と
そ
の
後
継
者
で
す
。
ペ
ト
ロ
の
奉
仕
職
に
基
づ
き
、
ロ
ー
マ
の
司
教

は
、
教
会
一
致
の
「
恒
久
的
か
つ
目
に
見
え
る
根
源
で
あ
り
、
基
礎
」（『
教
会
憲
章
』
23
）
な
の
で
す
。

19　
「
神
の
み
心
に
は
貧
し
い
人
々
の
た
め
」、
そ
し
て
疎
外
さ
れ
た
人
々
、
排
除
さ
れ
た
人
々
の
た
め
の

「
優
先
席
が
あ
り
ま
す
」（『
福
音
の
喜
び
』
197
）。
で
す
か
ら
、
彼
ら
の
優
先
席
は
教
会
の
中
に
も
あ
り
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
は
彼
ら
の
う
ち
に
、
キ
リ
ス
ト
の
顔
を
、
そ
の
か
ら
だ
を
見
る
の
で
す
。
ご
自
分
の
貧
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し
さ
に
よ
っ
て
わ
た
し
た
ち
が
豊
か
に
な
る
よ
う
、
豊
か
で
あ
っ
た
の
に
貧
し
く
な
ら
れ
た
か
た
で
す
（
二

コ
リ
ン
ト
8
・
9
参
照
）。
貧
し
い
人
を
優
先
す
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
内
在
す
る
こ
と
で
す
。
貧

し
い
人
は
苦
し
む
キ
リ
ス
ト
の
直
接
の
知
り
合
い
で
あ
り
（『
福
音
の
喜
び
』
198
参
照
）、
そ
の
こ
と
が
彼
ら
を
、

無
償
で
受
け
た
救
い
を
告
げ
る
者
、
福
音
の
喜
び
の
証
人
と
し
て
い
る
の
で
す
。
教
会
は
、
信
者
の
大
半
を

占
め
て
い
る
貧
し
い
人
と
と
も
に
貧
し
く
な
り
、
彼
ら
に
耳
を
傾
け
、
彼
ら
を
福
音
宣
教
の
主
体
と
し
て
大

切
に
し
、
彼
ら
が
聖
霊
か
ら
受
け
て
い
る
カ
リ
ス
マ
を
と
も
に
認
識
す
る
す
べ
を
学
ぶ
よ
う
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

20　
「
諸
民
族
の
光
は
キ
リ
ス
ト
」（『
教
会
憲
章
』
1
）
で
す
。
こ
の
光
は
、
人
間
の
弱
さ
が
刻
ま
れ
、
罪
で

曇
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
教
会
の
面お

も
てに
輝
い
て
い
ま
す
。
教
会
は
、
人
類
家
族
の
き
ず
な
、
か
か
わ
り
、
兄

弟
愛
、
こ
れ
ら
を
広
げ
る
た
め
の
生
き
た
パ
ン
種
と
な
る
、
恵
み
と
責
任
を
キ
リ
ス
ト
か
ら
授
か
っ
て
お
り

（『
教
会
の
宣
教
活
動
に
関
す
る
教
令
』
2
―
4
参
照
）、
そ
の
歩
み
の
意
義
と
目
的
を
世
に
あ
か
し
し
て
い
ま
す

（『
現
代
世
界
憲
章
』
3
、
42
参
照
）。
教
会
は
こ
う
し
た
責
任
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
が
、
今
日
は
参
加
意
識
の

低
下
、
す
な
わ
ち
共
通
の
目
的
地
へ
向
か
う
一
員
で
あ
り
当
人
で
あ
る
と
い
う
感
覚
が
広
範
に
お
い
て
薄
れ
、

幸
福
と
救
い
に
つ
い
て
の
個
人
主
義
的
理
解
が
蔓ま

ん

延え
ん

す
る
時
代
に
あ
り
ま
す
。
教
会
の
召
命
と
預
言
職
（『
教
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会
憲
章
』
12
参
照
）
は
、
自
由
と
交
わ
り
を
も
っ
て
全
人
類
を
ご
自
分
に
結
ん
で
く
だ
さ
る
と
い
う
、
神
の
計

画
を
あ
か
し
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
教
会
は
「
神
秘
と
し
て
す
で
に
現
存
す
る
キ
リ
ス
ト
の
国
」（『
教
会

憲
章
』
3
）
で
あ
り
、「
地
上
に
お
け
る
こ
の
国
の
芽
生
え
と
な
り
、
始
ま
り
と
な
っ
て
い
る
」（『
教
会
憲
章
』

5
）
た
め
に
、
全
人
類
と
と
も
に
旅
し
て
お
り
、
人
間
の
尊
厳
、
共
通
善
、
正
義
、
平
和
の
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
「
神
の
国
の
完
成
を
渇
望
」（『
教
会
憲
章
』
5
）
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
神
が
「
す
べ
て
に
お
い
て
す

べ
て
と
な
ら
れ
る
」（
一
コ
リ
ン
ト
15
・
28
）
日
の
こ
と
で
す
。

神
の
民
の
秘
跡
的
ル
ー
ツ

21　

教
会
が
た
ど
っ
た
シ
ノ
ド
ス
の
旅
で
気
づ
か
さ
れ
た
の
は
、
多
様
な
召
命
、
カ
リ
ス
マ
、
奉
仕
職
に
は

一
つ
の
ル
ー
ツ
が
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、「
皆
一
つ
の
か
ら
だ
と
な
る
た
め
に
洗
礼
を
受
け
、
皆
一
つ

の
霊
を
の
ま
せ
て
も
ら
っ
た
」（
一
コ
リ
ン
ト
12
・
13
）
と
い
う
こ
と
で
す
。
洗
礼
は
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て

生
き
る
う
え
で
の
基
盤
で
す
。
す
べ
て
の
人
は
洗
礼
に
よ
っ
て
、
神
の
子
と
な
る
、
つ
ま
り
イ
エ
ス
の
御
父

と
の
関
係
に
霊
的
に
加
わ
る
と
い
う
最
大
の
恵
み
に
引
き
入
れ
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
一
人
ひ
と
り
に
等
し
く

与
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
尊
厳
に
勝
る
も
の
は
な
く
、
こ
の
恵
み
に
よ
っ
て
わ
た
し
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
を
ま
と
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う
者
と
な
り
、
ぶ
ど
う
の
木
の
枝
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
に
接
ぎ
木
さ
れ
る
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て

は
栄
誉
な
「
キ
リ
ス
ト
者
」
と
い
う
名
に
は
、
そ
の
恵
み
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
の

生
き
方
の
基
盤
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
を
兄
弟
姉
妹
と
し
て
と
も
に
歩
め
る
よ
う
に
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

22　

洗
礼
に
よ
っ
て
、「
神
の
聖
な
る
民
は
、
キ
リ
ス
ト
が
果
た
し
た
預
言
職
に
も
参
加
す
る
。
そ
れ
は
、

と
く
に
信
仰
と
愛
の
生
活
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
生
き
た
あ
か
し
を
広
め
…
…
る
こ
と
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
」（『
教
会
憲
章
』
12
）。
洗
礼
に
お
い
て
授
か
っ
た
聖
霊
の
塗
油
の
お
か
げ
で
（
一
ヨ
ハ
ネ
2
・
20
、
27
参

照
）、
全
信
者
が
、
信セ

ン
ス
ス
・
フ
ィ
デ
イ

仰
の
感
覚
と
呼
ば
れ
る
福
音
の
真
理
に
対
す
る
直
感
力
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の

感
覚
は
、
神
の
現
実
と
の
あ
る
種
の
親
和
性
を
帯
び
た
も
の
で
、
洗
礼
を
受
け
た
人
は
聖
霊
に
お
い
て
「
神

の
本
性
に
あ
ず
か
る
も
の
と
さ
れ
る
」（『
神
の
啓
示
に
関
す
る
教
義
憲
章
』
2
）
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
こ

れ
に
加
わ
る
こ
と
で
、
啓
示
の
真
理
に
合
致
す
る
も
の
を
教
会
の
交
わ
り
か
ら
直
感
的
に
把
握
す
る
能
力
が

芽
生
え
ま
す
。
そ
の
た
め
教
会
は
、
洗
礼
を
受
け
た
人
の
総
体
が
信
仰
と
道
徳
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
全
面

的
に
賛
同
す
る
と
き
、
神
の
聖
な
る
民
は
そ
の
信
仰
に
お
い
て
誤
る
は
ず
が
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
（『
教

会
憲
章
』
12
参
照
）。
信セ

ン
ス
ス
・
フ
ィ
デ
イ

仰
の
感
覚
を
働
か
せ
る
こ
と
を
、
世
論
と
同
一
視
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
教
会
生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
司
教
た
ち
の
識
別
と
つ
ね
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
シ
ノ
ド
ス
の
歩
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み
の
各
ス
テ
ー
ジ
の
連
結
に
そ
れ
は
明
ら
か
で
す
。
信セ

ン
ス
ス
・
フ
ィ
デ
イ

仰
の
感
覚
が
目
指
す
の
は
、
信コ

ン
セ
ン
サ
ス
・
フ
ィ
デ
リ
ウ
ム

者
た
ち
の
総
意
に
至

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
、「
個
別
の
教
義
や
個
々
の
実
践
が
、
使
徒
伝
来
の
信
仰
に
基
づ
く
も
の
か
を
判
断

す
る
た
め
の
確
か
な
基
準
」（
教
皇
庁
教
理
省
国
際
神
学
委
員
会
『
教
会
生
活
に
お
け
る
信
仰
の
感
覚
（
二
〇
一
四
年
）』

3
）
を
構
成
し
て
い
る
の
で
す
。

23　

洗
礼
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者
は
信セ
ン
ス
ス
・
フ
ィ
デ
イ

仰
の
感
覚
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
は
、

シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
原
理
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
基
盤
を
成
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
今
歩
ん
で
い
る
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
旅
は
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
も
の
で
す
し
、
ま
た
そ

う
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
の
道
が
シ
ノ
ド
ス
的
で
あ
る
の
と
同
じ
で
す
」（
教
皇
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
「
東
方
ア
ッ
シ
リ
ア
教
会
の
カ
ト
リ
コ
ス
総
主
教
マ
ル
・
ア
ワ
三
世
と
の
面
会
時
の
あ
い
さ
つ
（
二
〇
二
二
年
十

一
月
十
九
日
）」）。
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
と
は
、
ま
ず
も
っ
て
霊
的
刷
新
を
問
う
も
の
で
す
。
福
音
的
愛
の
精
神

を
も
っ
て
兄
弟
と
し
て
正
す
勇
気
に
至
る
ま
で
の
、
悔
い
改
め
の
歩
み
、
過
去
の
傷
の
記
憶
か
ら
の
回
復
の

歩
み
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
本
総
会
で
は
、
異
な
る
教
会
の
伝
統
を
も
つ
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
に
よ
る
、
示

唆
に
富
む
証
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
伝
統
は
異
な
り
ま
す
が
、
友
情
、
祈
り
、
生
き
方
、
貧
し
い
人
へ
の
奉

仕
や
と
も
に
暮
ら
す
家
（
＝
地
球
）
の
ケ
ア
に
尽
力
す
る
こ
と
を
共
有
し
て
い
る
人
た
ち
で
す
。
世
界
の
少
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な
か
ら
ぬ
地
域
で
は
、
と
り
わ
け
血
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
が
見
ら
れ
ま
す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰

の
た
め
に
そ
ろ
っ
て
い
の
ち
を
差
し
出
す
、
教
派
の
異
な
る
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
の
こ
と
で
す
。
彼
ら
の
殉
教

に
よ
る
あ
か
し
は
、
い
か
な
る
こ
と
ば
よ
り
も
雄
弁
で
す
。
一
致
は
、
主
の
十
字
架
か
ら
生
じ
る
の
で
す
。

24　

洗
礼
は
、
一
連
の
キ
リ
ス
ト
教
入
信
の
流
れ
の
中
で
捉
え
な
け
れ
ば
、
十
全
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
主
が
、
教
会
の
奉
仕
職
と
霊
の
た
ま
も
の
を
通
し
て
わ
た
し
た
ち
を
復
活
へ
の
信
仰
に
導
き
、
三

位
一
体
の
交
わ
り
と
教
会
の
交
わ
り
に
組
み
入
れ
て
く
だ
さ
る
一
連
の
歩
み
で
す
。
こ
の
行
程
に
は
、
対
象

者
の
年
齢
、
東
方
諸
教
会
と
西
方
教
会
の
伝
統
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
強
調
点
、
各
地
方
教
会
の
特
性
に
応
じ

た
、
実
に
多
様
な
形
態
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
入
信
の
過
程
は
、
教
会
の
多
岐
に
わ
た
る
召
命
や
奉
仕
職
に
触

れ
る
機
会
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
そ
の
子
ら
と
と
も
に
歩
む
こ
と
で
教
え
導
く
、
教
会
の
い
つ

く
し
み
深
い
顔
が
表
れ
ま
す
。
教
会
は
、
そ
の
子
ら
に
耳
を
傾
け
、
彼
ら
の
疑
問
や
問
い
に
答
え
る
中
で
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ら
が
携
え
る
新
し
さ
、
つ
ま
り
そ
の
人
の
人
生
、
そ
の
人
の
文
化
に
よ
っ
て
、
豊
か
に
さ

れ
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
司
牧
活
動
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
は
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
初
歩

の
姿
を
、
多
く
の
場
合
ほ
と
ん
ど
無
自
覚
に
経
験
し
て
い
る
の
で
す
。
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25　

キ
リ
ス
ト
教
の
入
信
の
過
程
に
あ
る
堅
信
の
秘
跡
は
、
聖
霊
の
個
別
の
注
ぎ
に
よ
っ
て
信
者
の
生
を
豊

か
に
し
、
あ
か
し
に
備
え
さ
せ
ま
す
。
霊
は
イ
エ
ス
を
満
た
し
（
ル
カ
4
・
1
参
照
）、
油
を
注
い
で
祝
別
し
、

福
音
を
告
げ
知
ら
せ
る
た
め
に
遣
わ
し
ま
し
た
（
ル
カ
4
・
18
参
照
）。
そ
の
同
じ
霊
が
信
者
の
上
に
注
が
れ
、

神
に
属
す
る
印
と
な
り
、
聖
別
の
た
め
の
油
の
注
ぎ
と
な
る
の
で
す
。
こ
の
た
め
堅
信
の
秘
跡
は
、
洗
礼
を

受
け
た
人
と
共
同
体
の
生
活
の
中
で
聖
霊
降
臨
の
恵
み
を
現
実
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
宣
教
の
炎
に
か
き
立

て
ら
れ
る
教
会
の
驚
く
べ
き
働
き
を
新
た
に
す
る
、
大
き
な
価
値
を
も
つ
た
ま
も
の
で
す
。
出
向
い
て
世
界

の
隅
々
に
分
け
入
る
勇
気
と
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
と
す
べ
て
の
文
化
に
理
解
さ
れ
る
力
と
を
備
え
た
、
教
会
の

圧
巻
の
姿
で
す
。
す
べ
て
の
信
者
は
、
そ
の
勢
い
に
協
力
し
、
聖
霊
が
各
自
に
豊
か
に
分
け
与
え
る
カ
リ
ス

マ
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
ら
を
神
の
国
の
た
め
に
謙
虚
に
創
意
を
も
っ
て
積
極
的
に
役
立
て
、
尽
く
す
よ
う
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

26　

感
謝
の
祭
儀
、
と
り
わ
け
主
日
の
祭
儀
は
、
聖
な
る
神
の
民
が
集
い
ま
み
え
る
、
第
一
の
基
本
の
か
た

ち
で
す
。
感
謝
の
祭
儀
に
お
い
て
、「
教
会
の
一
致
が
表
さ
れ
、
も
た
ら
さ
れ
る
」（『
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
に
関
す

る
教
令
』
2
）
の
で
す
。
す
べ
て
の
信
者
の
「
十
全
に
、
意
識
的
か
つ
行
動
的
…
…
参
加
」（『
典
礼
憲
章
』
14
）

を
も
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
と
司
教
や
司
祭
の
司
式
を
も
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
は
目
に
見
え
る
も
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の
と
な
り
、
そ
の
共
同
体
の
中
で
、
す
べ
て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
す
る
、
宣
教
に
対
す
る
共
同
責
任
が
果

た
さ
れ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
で
あ
る
教
会
は
、
感
謝
の
祭
儀
を
通
し
て
、
一
致
と
多

様
性
と
の
調
和
的
な
連
結
を
学
び
ま
す
。
教
会
の
一
致
と
感
謝
の
祭
儀
の
多
様
性
と
の
、
秘
跡
の
神
秘
的
一

致
と
典
礼
の
多
様
な
伝
統
と
の
、
祭
儀
の
一
致
と
召
命
や
カ
リ
ス
マ
や
奉
仕
職
の
多
様
性
と
の
、
調
和
的
な

両
立
で
す
。
聖
霊
の
生
み
出
す
調
和
は
一
様
で
は
な
い
こ
と
を
、
教
会
の
た
ま
も
の
は
ど
れ
も
共
同
体
の
構

築
に
仕
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
感
謝
の
祭
儀
ほ
ど
雄
弁
に
語
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
謝
の
祭
儀
は
、

洗
礼
を
受
け
た
す
べ
て
の
人
が
願
い
求
め
る
、
い
ま
だ
か
な
わ
ぬ
完
全
で
目
に
見
え
る
一
致
の
表
れ
で
も
あ

り
ま
す
。
主
日
の
感
謝
の
祭
儀
を
望
み
つ
つ
も
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
い
場
合
、
共
同
体
は
み
こ
と
ば
の
祭
儀

に
集
い
ま
す
。
そ
こ
に
も
、
キ
リ
ス
ト
は
や
は
り
現
存
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す

27　

シ
ナ
ク
シ
ス
（synaxis

）（
訳
注
：
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
集
い
」
の
意

味
。
初
代
教
会
で
の
典
礼
集
会
を
指
す
語

）
と
シ
ノ
ド
ス
（synodos

）
に
は
、
つ
ま
り
感
謝
の
祭

儀
の
集
会
と
シ
ノ
ド
ス
会
議
に
は
密
接
な
結
び
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
形
態
は
異
な
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
に
お

い
て
も
、
二
人
ま
た
は
三
人
が
そ
の
名
に
よ
っ
て
集
ま
る
と
こ
ろ
に
は
ご
自
分
も
そ
の
中
に
い
る
と
い
う
イ

エ
ス
の
約
束
（
マ
タ
イ
18
・
20
参
照
）
が
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ノ
ド
ス
会
議
は
、
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
教
会

と
の
、
聖
霊
の
働
き
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
る
一
致
を
祝
う
行
事
で
す
。
聖
霊
こ
そ
が
、
教
会
と
い
う
キ
リ
ス
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ト
の
か
ら
だ
の
一
致
を
、
感
謝
の
祭
儀
に
お
い
て
確
か
な
も
の
と
し
、
シ
ノ
ド
ス
会
議
で
も
確
か
に
し
て
く

だ
さ
る
の
で
す
。
典
礼
は
、
神
の
こ
と
ば
を
聞
く
こ
と
で
あ
り
、
契
約
と
い
う
神
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
へ
の

応
答
で
す
。
シ
ノ
ド
ス
会
議
も
ま
た
、
ま
さ
に
み
こ
と
ば
が
時
の
し
る
し
の
中
に
、
そ
し
て
信
者
た
ち
の
胸

中
に
響
く
の
を
聞
く
こ
と
で
あ
り
、
神
の
み
旨
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
識
別
す
る
、
集
合
体
の
応
答
で
す
。

典
礼
と
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
と
の
つ
な
が
り
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
は
、
文
化
と
伝
統
の
多
様
な
キ
リ
ス
ト
教
の

全
共
同
体
が
、
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
の
顔
が
表
れ
た
祭
儀
の
し
か
た
を
採
用
す
る
助
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
目
的
の
た
め
に
特
別
研
究
部
会
の
立
ち
上
げ
を
要
請
し
ま
す
。
そ
の
部
会
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
が
よ
り
表
れ
た
典
礼
祭
儀
に
で
き
る
か
の
考
察
も
ゆ
だ
ね
ま
す
。
そ
こ
で
は
さ
ら
に
、
典
礼

祭
儀
の
中
で
の
教
話
や
、
秘ミ

ュ
ス
タ
ゴ
ギ
ア

義
教
育
（
入
信
の
秘
跡
前
後
の
養
成
）
の
視
点
で
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
の
展
開
も
検
討
で
き
る
で
し
ょ
う
。

シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
意
味
と
特
徴

28　
「
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
」
や
「
シ
ノ
ド
ス
的
／
シ
ノ
ド
ス
流
」
と
い
う
用
語
は
、
シ
ノ
ド
（
ス
）（
＝
教
会
会

議
）
に
集
ま
る
と
い
う
、
教
会
の
古
く
か
ら
続
く
慣
習
よ
り
派
生
し
た
も
の
で
す
。
東
方
諸
教
会
と
西
方
教
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会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
に
お
い
て
、「
シ
ノ
ド
（
ス
）」
と
い
う
語
は
組
織
を
指
す
こ
と
も
行
事
を
指
す
こ
と

も
あ
り
、
そ
れ
ら
も
時
代
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
取
り
、
主
体
も
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

多
様
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
す
べ
て
の
形
態
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
対
話
し
、
識
別
し
、
決
定
す
る
た
め
に

集
ま
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
数
年
の
経
験
の
お
か
げ
で
、
こ
れ
ら
の
語
の
意
味
は
よ
り
よ
く
理
解
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
実
際
に
体
験
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
人
々
の
よ
り
近
く
に
あ
り
、
よ
り
か
か
わ
り

を
重
ん
じ
る
、
神
の
家
で
あ
り
家
族
で
あ
る
教
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
望
み
と
強
く
結
び
つ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
の
中
で
、
本
文
書
の
礎
と
な
る
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
意
味
に
つ
い
て
の
共

通
理
解
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
、
ま
た
全
人
類
に
結

ば
れ
て
、
神
の
国
へ
向
け
て
、
キ
リ
ス
ト
者
が
と
も
に
歩
む
旅
だ
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
宣
教
を
志
向
し
た

も
の
で
、
教
会
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
集
会
を
も
つ
こ
と
、
互
い
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
、
対
話
、
共

同
識
別
、
キ
リ
ス
ト
が
聖
霊
の
う
ち
に
生
き
て
お
ら
れ
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
合
意
形
成
、
分
担
さ
れ
た
共

同
責
任
の
も
と
で
の
意
志
決
定
で
成
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
考
え
方
に
従
え
ば
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
教
会

を
成
り
立
た
せ
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
意
味
が
よ
り
理
解
で
き
ま
す
（『
教
会
の
生
活
と
宣
教
に
お
け
る
シ
ノ
ダ
リ

テ
ィ
』
1
参
照
）。
簡
単
に
ま
と
め
る
と
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
と
は
、
教
会
を
よ
り
参
加
型
で
宣
教
的
に
す
る
た
め
、

つ
ま
り
、
す
べ
て
の
人
と
と
も
に
歩
み
キ
リ
ス
ト
の
光
を
輝
か
せ
る
こ
と
の
で
き
る
教
会
に
す
る
た
め
の
、
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霊
的
刷
新
と
構
造
改
革
の
道
だ
と
い
え
ま
す
。

29　

キ
リ
ス
ト
の
母
、
教
会
の
母
、
人
類
の
母
で
あ
る
お
と
め
マ
リ
ア
に
、
シ
ノ
ド
ス
流
の
、
宣
教
的
で
、

い
つ
く
し
み
深
い
教
会
の
相そ
う

貌ぼ
う

が
燦さ

ん

然ぜ
ん

と
輝
く
の
を
見
ま
す
。
マ
リ
ア
は
ま
さ
に
、
耳
を
傾
け
、
祈
り
、
熟

慮
し
、
対
話
し
、
寄
り
添
い
、
識
別
し
、
決
断
し
、
行
動
す
る
教
会
の
姿
そ
の
も
の
で
す
。
耳
を
傾
け
る
す

べ
、
神
の
み
心
へ
の
注
意
深
さ
、
み
こ
と
ば
に
対
す
る
従
順
、
貧
し
い
人
の
困
窮
を
く
み
取
る
感
受
性
、
歩

み
出
す
勇
気
、
助
け
る
愛
、
賛
美
の
歌
、
聖
霊
に
包
ま
れ
て
の
喜
び
を
、
マ
リ
ア
か
ら
学
ば
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
聖
パ
ウ
ロ
六
世
は
断
言
し
た
の
で
す
。「
世
界
に
お
け
る
教
会
の
活
動
は
マ
リ
ア
の
関
心

事
を
広
げ
る
こ
と
に
似
て
い
る
も
の
で
あ
る
」（『
マ
リ
ア
ー
リ
ス
・
ク
ル
ト
ゥ
ス
』
28
）。

30　

さ
ら
に
詳
し
く
見
れ
ば
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
教
会
生
活
の
三
つ
の
明
確
な
特
徴
を
表
し
て
い
ま
す
。

a　

第
一
に
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
が
指
し
示
す
の
は
「
教
会
の
生
活
と
宣
教
を
形
容
す
る
固
有
の
「
様
式
」

の
こ
と
で
す
。
主
イ
エ
ス
に
呼
び
集
め
ら
れ
た
神
の
民
が
と
も
に
歩
む
と
い
う
本
質
、
そ
し
て
集
会

を
開
き
参
集
す
る

―
聖
霊
の
力
に
よ
っ
て
福
音
を
の
べ
伝
え
る
よ
う
に
な
る
た
め

―
本
質
を
表

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
教
会
の
生
活
と
運
営
の
、
通
常
の
ス
タ
イ
ル
に
表
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
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そ
う
し
た
「
生
活
様
式
と
運
営
ス
タ
イ
ル
（m

odus vivendi et operandi

）」
が
確
立
さ
れ
る
の
は
、
共

同
体
と
し
て
み
こ
と
ば
を
聞
き
、
感
謝
の
祭
儀
を
さ
さ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
共
同
体
の
兄

弟
愛
を
培
う
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
そ
し
て
神
の
民
全
体
が
、
そ
の
生
活
と
使
命
に
お
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
職
と
役
割
を
分
有
し
て
共
同
責
任
と
参
加
を
果
た
す
こ
と

に
よ
っ
て
な
の
で
す
」（『
教
会
の
生
活
と
宣
教
に
お
け
る
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
』
70
a
）。

b　

第
二
に
「
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
さ
ら
に
、
よ
り
具
体
的
か
つ
神
学
的
・
教
会
法
的
に
規
定
す
る
と
、
地

方
、
地
区
、
全
世
界
な
ど
実
現
の
レ
ベ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
に
、
制
度
に
お
い
て
類
似
的
に
、
シ
ノ
ド
ス

的
本
性
が
表
れ
る
教
会
の
機
構
や
プ
ロ
セ
ス
を
指
し
ま
す
。
こ
う
し
た
機
構
や
プ
ロ
セ
ス
は
、
聖
霊

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
進
む
方
向
を
見
極
め
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
、
教
会
の
真
正
な
識
別
に
寄

与
す
る
も
の
で
す
」（『
教
会
の
生
活
と
宣
教
に
お
け
る
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
』
70
b
）。

c　

第
三
に
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
、「
し
か
る
べ
き
権
威
者
に
よ
っ
て
、
教
会
の
法
規
の
定
め
る
し
か
る
べ

き
手
続
き
に
の
っ
と
っ
て
教
会
が
召
集
さ
れ
た
シ
ノ
ド
ス
行
事
が
、
厳
密
に
成
立
し
て
い
る
時
を
意

味
し
ま
す
。
地
方
、
地
区
、
全
世
界
規
模
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
神
の
民
す
べ
て
を
巻
き
込
み
、

ロ
ー
マ
司
教
と
の
団
体
的
・
位
階
的
交
わ
り
を
も
っ
た
司
教
た
ち
の
主
宰
で
行
わ
れ
、
教
会
の
取
る

べ
き
道
や
、
特
定
の
問
題
の
識
別
の
た
め
、
ま
た
福
音
化
す
る
と
い
う
教
会
の
使
命
を
果
た
す
う
え
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で
の
決
定
や
方
針
を
採
択
す
る
た
め
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
状
態
で
す
」（『
教
会
の
生
活
と
宣
教
に
お

け
る
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
』
70
c
）。

31　

神
の
民

―
公
会
議
の
提
唱
す
る
こ
の
教
会
論
の
文
脈
で
は
、
交
わ
り
の
概
念
は
、
教
会
の
神
秘
と
宣

教
の
深
遠
な
本
質
を
表
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
感
謝
の
祭
儀
に
そ
の
源
泉
と
頂
点
を
有
す
る
も
の
、
す
な
わ

ち
三
位
の
神
と
の
交
わ
り
で
あ
り
、
聖
霊
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
実
現
す
る
人
間
相
互
の
一
致
で
す
。

こ
う
し
た
背
景
に
照
ら
せ
ば
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
「
神
の
民
で
あ
る
教
会
の
、
固
有
の
生
活
様
式
と
運
営
ス

タ
イ
ル
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
交
わ
り
は
「
と
も
に
歩
む
こ
と
」、
集
会
を
開
き
参
集
す
る
こ
と
、
福
音

化
と
い
う
自
ら
の
使
命
に
全
成
員
が
積
極
的
に
参
与
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
具
体
的
に
明
示
さ
れ
、
実
現
さ

れ
ま
す
」（『
教
会
の
生
活
と
宣
教
に
お
け
る
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
』
6
）。

32　

シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
が
聖
霊
の
う
ち
に
教
会
に
託
し
た
使
命

へ
と
向
か
う
も
の
で
す
。
福
音
化
は
「
教
会
自
身
の
本
性
に
深
く
根
ざ
し
た
も
っ
と
も
特
有
の
恵
み
で
あ
り
、

召
命
で
す
」（『
福
音
宣
教
』
14
）。
分
け
隔
て
な
く
す
べ
て
の
人
に
寄
り
添
い
、
説
い
て
教
え
、
洗
礼
を
授
け
、

感
謝
の
祭
儀
と
ゆ
る
し
の
秘
跡
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
例
外
な
し
に
個
々
の
地
方
教
会
で
、
教
会
全
体
で
、
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す
べ
て
の
民
に
福
音
を
の
べ
伝
え
な
さ
い
と
い
う
主
の
命
令
（
マ
タ
イ
28
・
19
―
20
、
マ
ル
コ
16
・
15
―
16
参
照
）

に
、
具
体
的
に
こ
た
え
る
の
で
す
。
す
べ
て
の
カ
リ
ス
マ
と
奉
仕
職
を
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
シ
ノ
ダ
リ
テ

ィ
は
、
神
の
民
が
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
人
々
に
福
音
の
告
知
と
あ
か
し
を
も
た
ら
し
、
神

の
望
ま
れ
る
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
兄
弟
愛
と
一
致
の
「
目
に
見
え
る
秘
跡
」（『
教
会
憲
章
』
9
）
に
な
れ
る
よ

う
に
し
ま
す
。
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
と
宣
教
は
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
宣
教
は
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
を
照
ら
し
、

シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
宣
教
を
推
進
す
る
の
で
す
。

33　

司
教
の
権
威
は
、「
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
を
一
つ
に
築
き
上
げ
る
た
め
に
、
そ
の
頭か

し
らで
あ
る
キ
リ
ス
ト

が
く
だ
さ
る
聖
霊
の
特
別
な
た
ま
も
の
で
す
」（『
教
会
の
生
活
と
宣
教
に
お
け
る
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
』
67
）。
こ
の
た

ま
も
の
は
、
受
け
た
者
を
頭か

し
らで
あ
り
牧
者
で
あ
り
し
も
べ
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
に
似
せ
て
造
り
変
え
、
神
の
聖

な
る
民
に
仕
え
る
者
と
す
る
、
叙
階
の
秘
跡
に
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
秘
跡
を
受
け
た
者
は
、
福
音
の
告

知
の
使
徒
性
の
保
護
と
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
教
会
的
交
わ
り
を
促
進
し
ま
す
。
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
、

「
位
階
的
奉
仕
職
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
、
も
っ
と
も
適
切
な
解
釈
の
枠
組
み
」（
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
「
世シ界

代ノ表
司ド教
会ス議
設
立
五
十
周
年
記
念
式
典
で
の
あ
い
さ
つ
（
二
〇
一
五
年
十
月
十
七
日
）」）
を
提
供
し
、
聖
霊
に
お
い
て

キ
リ
ス
ト
が
司
教
た
ち
に
託
し
た
使
命
を
し
か
る
べ
き
視
点
で
位
置
づ
け
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
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は
、
権
能
を
行
使
す
る
者
を
含
め
、
教
会
全
体
を
回
心
と
改
革
に
招
い
て
い
る
の
で
す
。

調
和
と
し
て
の
一
致

34　
「
霊
的
な
存
在
と
し
て
、
人
間
は
人
間
関
係
を
通
し
て
自
ら
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。
人
間
が
こ
の
関

係
を
真
正
に
生
き
れ
ば
生
き
る
ほ
ど
、
自
ら
の
個
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

人
間
が
自
分
の
尊
厳
を
確
立
す
る
の
は
、
孤
立
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
他
者
お
よ
び
神
と
の
関
係
に
自
分
を

置
く
こ
と
に
よ
っ
て
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
関
係
は
根
本
的
な
重
要
性
を
帯
び
て
き
ま
す
」（『
真

理
に
根
ざ
し
た
愛
』
53
）。
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
は
、
イ
エ
ス
が
弟
子
た
ち
に
与
え
た
新
し
い
お
き
て
、
互
い

に
愛
し
合
い
な
さ
い
（
ヨ
ハ
ネ
13
・
34
―
35
参
照
）
に
よ
っ
て
、
か
か
わ
り
の
開
花
す
る
場
と
い
う
特
徴
を
も

ち
ま
す
。
個
人
主
義
が
い
っ
そ
う
濃
く
な
る
文
化
や
社
会
の
中
で
、「
父
と
子
と
聖
霊
の
一
致
に
基
づ
い
て

一
つ
に
集
め
ら
れ
た
民
」（『
教
会
憲
章
』
4
）
で
あ
る
教
会
は
、
三
位
一
体
の
神
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
人
間
関

係
の
強
さ
を
あ
か
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
召
命
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
境
遇
、
社
会
的
帰
属
の
違
い

は
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
に
も
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
違
い
が
、
一
人
ひ
と
り
に
対
し
、
他
な
る
も

の
と
の
出
会
い
と
い
う
個
人
の
成
熟
に
不
可
欠
な
も
の
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
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35　

性
格
も
性
別
も
年
齢
も
役
割
も
異
な
る
中
で
結
ば
れ
る
人
々
の
か
か
わ
り
の
豊
か
さ
が
体
験
さ
れ
る
の

は
、
第
一
に
家
庭
に
お
い
て
で
す
。
公
会
議
に
よ
っ
て
、「
家
庭
の
教
会
」（『
教
会
憲
章
』
11
）
と
呼
ば
れ
た

場
で
す
。
で
す
か
ら
家
庭
は
、
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
の
欠
か
せ
な
い
実
践
を
学
び
経
験
す
る
の
に
特
権
的
な

場
な
の
で
す
。
そ
こ
に
不
和
や
苦
し
み
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
家
庭
は
、
愛
、
信
頼
、
ゆ
る
し
、
和

解
、
理
解
と
い
っ
た
た
ま
も
の
の
交
換
を
学
ぶ
場
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
は
等

し
い
尊
厳
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
互
い
の
た
め
に
造
ら
れ
た
存
在
だ
と
い
う
こ
と
、
耳
を
傾
け
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
わ
た
し
た
ち
に
は
、
耳
を
傾
け
る
力
、
識
別
し
て
共
同
で
決
断
す
る
力
、

愛
に
駆
ら
れ
た
権
威
を
受
け
入
れ
行
使
す
る
力
、
共
同
責
任
を
担
う
力
、
己
の
行
動
に
つ
い
て
説
明
す
る
力

が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ら
は
家
庭
で
こ
そ
学
ば
れ
る
も
の
で
す
。「
家
庭
は
、「
わ
た
し
た
ち
」
と
い
う

関
係
を
通
し
て
人
を
人
間
ら
し
く
育
て
る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
の
当
然
の
相
違
を
促
し
ま
す
」（
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
「
教
皇
庁
社
会
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
総
会
参
加
者
へ
の
あ
い
さ
つ
（
二
〇
二
二
年
四
月
二
十
九
日
）」）。

36　

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
聖
霊
が
神
の
民
に
お
い
て
、
多
種
多
様
な
カ
リ
ス
マ
と

奉
仕
職
が
奮
起
す
る
よ
う
終
始
励
ま
し
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
の
建
設
に
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お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
部
分
と
職
務
が
あ
る
。
霊
は
一
つ
で
あ
っ
て
、
こ
の
霊
が
そ
の
富
か
ら
、
豊

か
に
、
ま
た
役
務
の
必
要
に
応
じ
て
、
教
会
の
益
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
た
ま
も
の
を
分
け
与
え
る
（
一

コ
リ
ン
ト
12
・
１
―
11
参
照
）」（『
教
会
憲
章
』
7
）。
そ
し
て
ま
た
、
男
女
を
問
わ
ず
洗
礼
を
受
け
た
す
べ
て
の

人
に
よ
る
参
画
と
共
同
責
任
の
分
担
行
使
の
、
可
能
性
を
広
げ
た
い
と
い
う
願
望
も
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

で
す
が
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
神
の
民
の
大
部
分
が
今
回
の
教
会
的
刷
新
の
道
へ
の
参
加
が
か
な
わ
な
い
こ

と
、
さ
ら
に
、
男
女
間
、
世
代
間
、
異
な
る
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
社
会
状
況
を
も
つ
人
々
や
集
団
、

な
か
で
も
貧
し
い
人
や
排
除
さ
れ
た
人
の
間
で
、
健
全
な
関
係
を
十
全
に
生
き
る
こ
と
が
広
く
困
難
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
、
悲
し
み
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

37　

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
は
さ
ら
に
、
諸
地
方
教
会
の
霊
的
遺
産
も
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
地
方
教
会
の
中
に
、

そ
し
て
地
方
教
会
に
よ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
地
方
教
会
の
経
験
を
そ
れ

ぞ
れ
明
確
に
表
現
す
る
必
要
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
普
遍
性
の
ゆ
え
に
、「
個
々
の
部
分
は
、
自
分
に
固
有

な
た
ま
も
の
を
他
の
部
分
と
全
教
会
に
提
供
し
、
こ
う
し
て
全
体
と
個
々
の
部
分
と
は
、
相
互
に
交
換
し
合

う
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
一
致
に
お
け
る
完
成
を
目
指
し
て
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
し
て
い
く
」（『
教

会
憲
章
』
13
）。
ペ
ト
ロ
の
後
継
者
の
役
務
は
、「
合
法
的
な
多
様
性
を
保
護
し
、
ま
た
同
時
に
部
分
的
な
も
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の
が
統
一
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
に
役
立
つ
よ
う
に
配
慮
す
る
」（
同
。『
教
会
の
宣
教
活
動
に

関
す
る
教
令
』
22
参
照
）。

38　

教
会
全
体
は
つ
ね
に
、
多
様
な
民
族
と
言
語
か
ら
、
ま
た
独
自
の
典
礼
、
規
律
、
神
学
的
・
霊
的
遺
産

を
も
っ
た
諸
教
会
か
ら
、
そ
し
て
共
通
善
に
奉
仕
す
る
多
様
な
召
命
、
カ
リ
ス
マ
、
奉
仕
職
か
ら
成
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
多
様
性
の
一
致
は
、
隅
の
親
石
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
と
、
調
和
の
匠た

く
みで

あ
る
聖
霊
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
様
性
の
中
で
の
こ
の
一
致
は
、
ま
さ
に
教
会
の
普
遍
性
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
も
の
で

す
。
そ
れ
を
示
し
て
い
る
の
が
自
治
権
を
有
す
る
（sui iuris

）
諸
教
会
の
多
様
性
で
あ
り
、
そ
の
豊
か
さ
を

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
は
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。
本
総
会
が
求
め
る
の
は
、
出
会
い
の
道
、
相
互
理
解
の
道
、

た
ま
も
の
の
交
換
の
道
を
歩
み
続
け
る
こ
と
で
す
。
そ
の
道
が
、
諸
教
会
で
成
る
一
つ
の
教
会
の
交
わ
り
を

は
ぐ
く
む
の
で
す
。

39　

シ
ノ
ド
ス
流
の
刷
新
は
、
神
の
民
に
加
わ
る
よ
う
に
と
い
う
、
す
べ
て
の
人
に
対
す
る
神
の
呼
び
か
け

が
現
れ
実
現
す
る
場
と
し
て
、
種
々
の
文
脈
を
尊
ぶ
よ
う
促
し
ま
す
。
そ
の
民
が
、「
聖
霊
に
よ
っ
て
与
え

ら
れ
る
義
と
平
和
と
喜
び
」（
ロ
ー
マ
14
・
17
）
で
あ
る
神
の
国
を
作
る
の
で
す
。
こ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
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化
は
、
そ
の
多
様
性
を
支
え
る
一
致
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
た
ま
も
の
の
交
換
と
い
う
展
望
へ
と
開
か

れ
る
の
で
す
。「
教
会
の
一
致
は
、
画
一
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
当
な
差
異
を
有
機
的
に
補
完
し
合
う
一

致
で
す
」（『
新
千
年
期
の
初
め
に
』
46
）。
救
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
表
現
の
多
様
性
に
よ
っ
て
、
教
会
生
活
や
、

そ
の
中
で
表
現
さ
れ
る
神
学
的
、
典
礼
的
、
司
牧
的
、
規
律
的
な
形
態
に
つ
い
て
、
単
一
の
理
解
に
還
元
さ

れ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
ま
す
。

40　

文
脈
、
文
化
、
多
様
性
と
、
そ
れ
ら
の
関
係
と
を
尊
ぶ
こ
と
は
、
宣
教
す
る
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
と
し

て
成
長
し
、
聖
霊
に
背
を
押
さ
れ
て
の
、
キ
リ
ス
ト
者
の
目
に
見
え
る
一
致
に
向
か
う
旅
を
歩
む
た
め
の
鍵

と
な
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
他
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
と
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
旅

―
共
通
の
洗
礼
の

効
力
に
よ
る
も
の
で
、
キ
リ
ス
ト
が
最
後
の
晩
餐
で
祈
っ
た
弟
子
た
ち
の
間
の
交
わ
り
と
一
致
（
ヨ
ハ
ネ
17
・

20
―
26
参
照
）
を
と
も
に
生
き
な
さ
い
と
い
う
求
め
に
こ
た
え
る
旅

―
を
続
け
、
そ
れ
を
充
実
さ
せ
る
と

い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
責
務
を
再
確
認
し
ま
す
。
本
総
会
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
か
か
わ
り
の
過
去
六

十
年
に
わ
た
る
進
展
、
対
話
の
文
書
や
宣
言
に
よ
る
共
通
の
信
仰
の
表
明
に
、
喜
び
と
感
謝
の
う
ち
に
喝
采

を
送
り
ま
す
。
友
好
使
節
の
参
加
の
お
か
げ
で
、
本
総
会
の
広
が
り
は
豊
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち

は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
旅
の
成
果
を
教
会
の
実
践
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
、
完
全
な
交
わ
り
を
目
指
す
道
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の
次
な
る
一
歩
と
な
る
こ
と
に
、
希
望
を
も
っ
て
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

41　

世
界
各
地
で
キ
リ
ス
ト
者
は
、
受
洗
せ
ず
に
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
を
信
じ
て
神
に
仕
え
る
人
々
と
、

隣
り
合
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
聖
金
曜
日
の
典
礼
の
盛
式
共
同
祈
願
で
そ
の
人
々
の
た
め
に

祈
っ
て
お
り
、
よ
り
よ
い
世
界
を
築
く
た
め
に
彼
ら
と
協
力
、
奮
闘
し
、
世
を
苦
し
め
る
悪
か
ら
解
放
し
て

く
れ
る
よ
う
、
彼
ら
と
一
緒
に
唯
一
の
神
に
せ
つ
に
願
っ
て
い
ま
す
。
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
に
典
型
的
な
、

対
話
、
出
会
い
、
た
ま
も
の
の
交
換
は
、
他
の
宗
教
の
伝
統
と
の
関
係
に
開
か
れ
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
目
的
は
、「
真
摯
な
愛
の
心
で
、
友
愛
、
平
和
、
和
合
を
築
き
、
倫
理
的
、
霊
的
な
価
値
観
や
経

験
を
分
か
ち
合
う
こ
と
な
の
で
す
」（
イ
ン
ド
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
「
今
日
の
課
題
に
対
す
る
イ
ン
ド
に
お
け
る
教

会
の
対
応
（
二
〇
一
六
年
三
月
九
日
）」、『
兄
弟
の
皆
さ
ん
』
271
に
引
用
）。
一
部
地
域
で
は
、
他
の
宗
教
の
人
々
と
の

友
好
関
係
の
構
築
に
努
め
る
キ
リ
ス
ト
者
が
、
迫
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
希
望
を
も
っ
て
そ
の
責
務
を
忍
耐

強
く
続
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
本
総
会
は
彼
ら
に
励
ま
し
を
送
り
ま
す
。

42　

多
様
な
宗
教
と
文
化
、
種
々
の
霊
的
・
神
学
的
伝
統
、
多
彩
な
聖
霊
の
た
ま
も
の
や
共
同
体
に
お
け
る

役
割
、
さ
ら
に
、
教
会
内
に
あ
る
年
齢
、
性
別
、
社
会
的
帰
属
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
偏
り
を
認
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識
し
て
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
よ
う
招
い
て
い
ま
す
。
自
分
を
中
心
に
す
る
主
張
を
捨
て
て
、
ほ
か
の
視
点
を

受
け
入
れ
る
姿
勢
を
求
め
る
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
の
人
に
し
か
で
き
な
い
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
貢
献
を
し
て
、
共
同
の
働
き
を
補
完
し
て
い
ま
す
。
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
イ
メ
ー

ジ
で
表
現
で
き
ま
す
。
音
楽
の
美
し
さ
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
生
み
出
す
に
は
多
様
な
楽
器
が
必
要
で
、
そ
の
調

べ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
色
は
独
自
の
特
徴
を
も
っ
た
ま
ま
、
共
通
の
使
命
に
奉
仕
し
て
い
ま
す
。
聖
霊

の
教
会
で
の
働
き
に
よ
る
調
和
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
現
れ
出
ま
す
。
聖
霊
は
、
調
和
そ
の
も
の
で
あ
ら
れ

る
の
で
す
（
聖
バ
ジ
リ
オ
『
詩
編
に
つ
い
て
』
29
・
1
、『
聖
霊
に
つ
い
て
』
XVI
・
38
参
照
）。

シ
ノ
ド
ス
的
霊
性

43　

シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
と
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
霊
的
な
心
構
え
で
す
。
洗
礼
を
受
け
て
い
る
人
の
日
常
生
活
と
、

教
会
の
宣
教
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
浸
透
し
て
い
る
も
の
で
す
。
シ
ノ
ド
ス
の
霊
性
と
い
う
も
の
は
聖
霊
の
働

き
か
ら
生
ま
れ
、
神
の
こ
と
ば
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
、
観
想
、
沈
黙
、
心
の
回
心
を
求
め
ま
す
。
教
皇
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
が
、
こ
の
第
二
会
期
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
聖
霊
は
確
か
な
導
き
手
で
あ
り
、

わ
た
し
た
ち
の
第
一
の
務
め
は
、
そ
の
聖
霊
の
声
を
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
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聖
霊
は
あ
ら
ゆ
る
人
を
通
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
通
し
て
、
語
っ
て
お
ら
れ
る
」（「
第
十
六
回
世シ界
代ノ表
司ド教

会ス議
・
第
二
会
期
第
一
回
全
体
会
議
開
会
あ
い
さ
つ
（
二
〇
二
四
年
十
月
二
日
）」）
の
で
す
。
さ
ら
に
シ
ノ
ド
ス
の
霊

性
は
、
禁
欲
、
謙
遜
、
忍
耐
、
ゆ
る
す
意
欲
、
ゆ
る
さ
れ
よ
う
と
す
る
心
も
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
霊
性
は
、

唯
一
の
主
に
仕
え
る
た
め
に
と
聖
霊
が
分
け
与
え
る
多
様
な
た
ま
も
の
と
務
め
を
（
一
コ
リ
ン
ト
12
・
4
―
5

参
照
）、
感
謝
を
も
っ
て
謙
虚
に
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
野
心
や
ね
た
み
、
支
配
欲
や
管
理
欲
と
は
無
縁
の
、

「
自
分
を
無
に
し
て
、
し
も
べ
の
身
分
に
な
っ
た
」（
フ
ィ
リ
ピ
2
・
7
）
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
と
同
じ
心
情
を

培
う
の
で
す
。
そ
の
実
り
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
教
会
の
日
常
生
活
に
、
多
様
性
に
お
け
る
一

致
と
調
和
の
し
る
し
が
つ
け
ら
れ
た
と
き
で
す
。
ま
こ
と
の
霊
性
の
道
を
、
単
独
で
歩
け
る
人
な
ど
一
人
も

い
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
に
は
、
個
人
と
し
て
も
共
同
体
と
し
て
も
、
霊
的
養
成
や
霊
的
指
導
も
含
め
た
支

え
が
必
要
で
す
。

44　

キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
刷
新
は
、
恵
み
が
先
立
つ
こ
と
を
認
識
し
て
初
め
て
か
な
う
も
の
で
す
。
個
人

も
共
同
体
も
霊
性
に
深
さ
を
欠
い
て
い
れ
ば
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
組
織
に
と
っ
て
の
方
便
に
矮わ

い
し
ょ
う
か

小
化
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
共
同
体
の
プ
ロ
セ
ス
に
個
人
の
霊
的
経
験
の
実
り

を
反
映
さ
せ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
互
い
に
愛
し
合
い
な
さ
い
と
い
う
新
し
い
お
き
て
の
実
践
が
、
い
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か
に
神
と
の
出
会
い
の
場
で
あ
り
形
態
で
あ
る
の
か
を
経
験
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の

意
味
で
シ
ノ
ド
ス
流
の
視
点
は
、
聖
伝
の
豊
か
な
霊
的
遺
産
か
ら
く
み
上
げ
つ
つ
も
、
そ
の
形
式
の
刷
新
に

寄
与
す
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
参
加
に
開
か
れ
た
祈
り
、
一
緒
に
行
う
識
別
、
分
か
ち
合
い
か
ら
生
ま
れ

奉
仕
と
な
っ
て
放
た
れ
る
宣
教
の
力
、
と
い
っ
た
形
式
で
す
。

45　

霊
に
お
け
る
会
話
は
一
つ
の
手
段
で
あ
り
、
限
界
は
あ
る
に
せ
よ
、「
霊
が
諸
教
会
に
告
げ
る
こ
と
」

（
黙
示
録
2
・
7
）
の
聞
き
取
り
と
識
別
を
か
な
え
、
多
く
の
実
り
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
の
実
践
は
喜
び
、

驚
き
、
感
謝
を
生
み
出
し
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
教
会
を
変
容
さ
せ
る
刷
新
の
歩
み
と
し
て
経
験
さ

れ
ま
し
た
。「
会
話
」
と
い
う
語
は
、
単
な
る
対
話
以
上
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
考
え
と
思
い
が
調

和
的
に
織
り
成
さ
れ
、
響
き
合
う
生
き
生
き
と
し
た
世
界
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
会
話
は
、

回
心
次
第
だ
と
い
え
ま
す（
訳
注
：conversazione
（
会
話
）
は
ラ
テ
ン
語
のconversatio

に
由
来
す
る
。con

（
と
も
に
、
完
全
に
）
と
い
う
接
頭
辞
とversare

（
回
す
、
展
開
す
る
）
と
い
う
動
詞
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
元
来
は
「
異
な
る
者
ど
う
し
が
向
き
合
う
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

含
ん
で
い
る
。「
完
全
に
向
き
を
変
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
「
回

心
」（conversione

）
も
、
同
じ
くconversare

か
ら
派
生
し
た
語
で
あ
る
）。
そ
れ
は
、
共
同
体
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
を
論
じ
決
定
す

る
た
め
、
連
帯
し
た
集
い
を
も
つ
実
践
で
結
ば
れ
る
、
諸
民
族
、
諸
文
化
に
見
ら
れ
る
人
類
学
的
事
実
で
す
。

人
間
の
こ
う
し
た
経
験
は
、
恵
み
に
よ
っ
て
完
成
へ
と
導
か
れ
ま
す
。「
霊
に
お
い
て
」
会
話
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
信
仰
の
光
に
照
ら
さ
れ
、
神
の
み
旨
を
探
し
求
め
な
が
ら
、
聖
霊
が
ま
ぎ
れ
も
な
い
ご
自
身
の
声
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を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
る
福
音
的
雰
囲
気
の
中
で
、
分
か
ち
合
う
体
験
に
身
を
浸
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

46　

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
の
各
段
階
で
、
教
会
内
に
お
い
て
、
い
や
し
、
和
解
、
信
頼
回
復
の
必
要
性
を
訴
え

る
声
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
た
ぐ
い
の
虐
待
に
関
連

す
る
、
社
会
的
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
つ
い
て
で
す
。
教
会
が
、
自
身
の
生
き
方
と
行
動
の
中
心
に
据
え
る
よ
う

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
洗
礼
を
通
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
互
い
に
託
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
深
遠
な
現
実
認
識
は
、
わ
た
し
た
ち
が
過
ち
を
認
め
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
の
、

聖
な
る
義
務
と
な
り
ま
す
。
こ
の
道
を
進
む
こ
と
は
正
義
の
行
為
で
あ
り
、
こ
の
世
界
に
お
け
る
神
の
民
の

宣
教
の
務
め
で
あ
り
、
天
に
願
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
恵
み
な
の
で
す
。
こ
の
道
を
進
み
続
け
た
い
と
い
う

願
い
は
、
シ
ノ
ド
ス
的
刷
新
の
成
果
な
の
で
す
。

社
会
へ
の
預
言
と
な
る
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ

47　

謙
虚
さ
を
も
っ
て
実
践
さ
れ
る
な
ら
ば
、
シ
ノ
ド
ス
の
流
儀
は
、
教
会
を
現
代
世
界
に
お
け
る
預
言
の

声
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
は
、
国
々
の
間
に
立
つ
旗
印
の
よ
う
で
す
（
イ
ザ
ヤ
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11
・
12
参
照
）」（
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
「
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
設
立
五
十
周
年
記
念
式
典
で
の
あ
い
さ
つ
（
二
〇
一
五
年
十

月
十
七
日
）」）。
わ
た
し
た
ち
の
生
き
る
時
代
に
は
、
格
差
拡
大
、
伝
統
的
政
治
モ
デ
ル
へ
の
失
望
の
高
ま
り
、

民
主
主
義
制
度
へ
の
幻
滅
、
専
制
や
独
裁
的
傾
向
の
増
大
、
弱
者
や
被
造
物
へ
の
配
慮
を
欠
い
た
市
場
至
上

主
義
、
対
話
で
は
な
く
力
で
紛
争
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
誘
惑
が
あ
り
ま
す
。
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
真
の
実
践

に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
者
は
、
支
配
的
な
考
え
へ
の
批
判
的
預
言
と
な
り
う
る
文
化
を
は
ぐ
く
み
、
そ
う
し
て
、

現
代
社
会
が
直
面
す
る
多
く
の
課
題
の
解
決
の
追
求
と
、
共
通
善
の
構
築
の
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
者
な
ら
で

は
の
貢
献
を
か
な
え
る
の
で
す
。

48　

シ
ノ
ド
ス
流
で
か
か
わ
る
生
き
方
は
、
社
会
に
対
す
る
あ
か
し
の
一
つ
の
か
た
ち
で
す
。
実
際
に
共
同

体
の
中
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
認
識
さ
れ
た
い
と
い
う
、
人
間
の
要
求
に
こ
た
え
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
教
会
が
少
な
か
ら
ず
同
調
し
て
い
た
、
孤
立
化
と
個
人
主
義
文
化
の
傾
向
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
り
、

共
通
善
の
た
め
に
相
互
配
慮
、
相
互
依
存
、
共
同
責
任
を
要
請
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
こ
の
生
き
方
は
、
個

人
を
押
さ
え
つ
け
、
個
人
が
自
身
の
発
展
の
主
体
と
な
る
の
を
よ
し
と
し
な
い
、
行
き
過
ぎ
た
社
会
の
共
同

体
至
上
主
義
に
も
挑
ん
で
い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
、
と
り
わ
け
貧
し
い
人
の
声
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
す
る
姿

勢
は
、
貧
し
い
人
、
疎
外
さ
れ
た
人
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
共
通
の
家
で
あ
る
地
球
を
、
権
力
の
集
中
に
よ
っ
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て
切
り
捨
て
る
世
界
に
対
し
、
真
っ
向
か
ら
の
勝
負
を
挑
ん
で
い
ま
す
。
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
と
総イ

ン
テ
グ
ラ
ル

合
的
な
エ
コ

ロ
ジ
ー
は
、
ど
ち
ら
も
関
係
性
と
い
う
視
点
を
も
ち
、
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
必
要
を
訴
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
代
世
界
に
お
け
る
教
会
の
使
命
を
生
き
る
こ
と
に
お
い
て
、
両
者
は
互
い
に
照
応
し
、
溶
け

合
っ
て
い
る
の
で
す
。
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第
二
部　

舟
で
一
緒
に

か
か
わ
り
の
回
心

シ
モ
ン
・
ペ
ト
ロ
、
デ
ィ
デ
ィ
モ
と
呼
ば
れ
る
ト
マ
ス
、
ガ
リ
ラ
ヤ
の
カ
ナ
出
身

の
ナ
タ
ナ
エ
ル
、
ゼ
ベ
ダ
イ
の
子
た
ち
、
そ
れ
に
、
ほ
か
の
二
人
の
弟
子
が
一
緒

に
い
た
。
シ
モ
ン
・
ペ
ト
ロ
が
、「
わ
た
し
は
漁
に
行
く
」
と
い
う
と
、
彼
ら
は
、

「
わ
た
し
た
ち
も
一
緒
に
行
こ
う
」
と
い
っ
た
（
ヨ
ハ
ネ
21
・
2
―
3
）。

49　

テ
ィ
ベ
リ
ア
ス
湖
は
、
す
べ
て
が
始
ま
っ
た
場
所
で
す
。
ペ
ト
ロ
、
ア
ン
デ
レ
、
ヤ
コ
ブ
と
ヨ
ハ
ネ
は
、

舟
と
網
を
捨
て
て
イ
エ
ス
に
従
い
ま
し
た
。
主
の
復
活
の
後
、
彼
ら
は
再
び
そ
の
湖
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

夜
、
湖
畔
に
話
し
声
が
響
き
ま
す
。「
わ
た
し
は
漁
に
行
く
」「
わ
た
し
た
ち
も
一
緒
に
行
こ
う
」。
シ
ノ
ド

ス
の
歩
み
も
、
こ
う
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
ペ
ト
ロ
の
後
継
者
の
招
き
を
聞
い
て
、
そ
れ
に
こ
た
え
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ま
し
た
。
彼
と
と
も
に
出
立
し
、
彼
を
先
頭
に
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
一
緒
に
、
祈
り
、

振
り
返
り
、
苦
労
し
、
対
話
を
重
ね
ま
し
た
。
で
す
が
何
に
も
増
し
て
わ
た
し
た
ち
が
経
験
し
た
の
は
、
教

会
に
活
力
を
注
ぎ
、
そ
の
構
造
を
生
き
生
き
と
さ
せ
る
の
は
、
か
か
わ
り
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
宣
教

す
る
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
は
、
両
者
の
刷
新
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
関
係
性

50　

こ
の
シ
ノ
ド
ス
の
全
行
程
を
通
じ
て
、
ま
た
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
、
か
か
わ
り
を
は
ぐ
く
む
こ
と

の
で
き
る
教
会
を
求
め
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
か
か
わ
り
と
は
、
主
と
の
関
係
、
人
と
の
関
係
、
家
庭
で

の
関
係
、
共
同
体
で
の
関
係
、
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者
ど
う
し
の
関
係
、
社
会
集
団
間
の
関
係
、
諸
宗
教
間

の
関
係
、
被
造
物
と
の
関
係
で
す
。
自
分
た
ち
に
意
見
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
へ
の
驚
き
、
自
分
た
ち
の
声
を

共
同
体
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
を
、
多
く
の
人
が
表
明
し
ま
し
た
。
自
身
の
婚
姻
状
態
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
理
由
に
、
排
除
さ
れ
て
い
る
、
断
罪
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
の
苦

悩
を
分
か
ち
合
っ
た
人
た
ち
も
、
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ
と
本
物
の
意
義
深
い
か
か
わ
り
を
求
め

る
願
い
は
、
き
ず
な
を
も
つ
集
団
に
加
わ
り
た
い
と
い
う
願
望
の
表
れ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
信
仰
の
深
い
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自
覚
か
ら
く
る
も
の
で
す
。
共
同
体
で
の
か
か
わ
り
が
も
っ
て
い
る
福
音
的
特
質
は
、
神
の
民
が
歴
史
の
中

で
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
あ
か
し
に
と
っ
て
決
定
的
で
す
。「
互
い
に
愛
し
合
う
な
ら
ば
、
そ
れ

に
よ
っ
て
あ
な
た
が
た
が
わ
た
し
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
、
皆
が
知
る
よ
う
に
な
る
」（
ヨ
ハ
ネ
13
・
35
）。
恵

み
に
よ
っ
て
新
た
に
さ
れ
た
か
か
わ
り
と
、
イ
エ
ス
の
教
え
に
従
っ
て
も
っ
と
も
虐
げ
ら
れ
た
人
々
に
示
す

厚
遇
は
、
弟
子
た
ち
の
共
同
体
に
聖
霊
が
働
い
て
い
る
も
っ
と
も
雄
弁
な
し
る
し
で
す
。
で
す
か
ら
シ
ノ
ド

ス
流
の
教
会
で
あ
る
た
め
に
は
、
真
の
意
味
で
か
か
わ
り
の
回
心
が
必
要
な
の
で
す
。
か
か
わ
り
を
大
切
に

す
る
こ
と
は
、
組
織
の
有
効
性
を
高
め
る
戦
略
や
手
段
で
は
な
く
、
父
な
る
神
が
ご
自
分
を
イ
エ
ス
に
お
い

て
、
聖
霊
に
お
い
て
、
明
か
さ
れ
た
し
か
た
で
あ
る
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
は
福
音
か
ら
あ
ら
た
め
て
学
ば

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
の
関
係
性
は
、
も
ろ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
キ
リ
ス
ト
の
恵

み
、
御
父
の
愛
、
聖
霊
の
交
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
三
位
一
体
の
神
へ
の
信
仰
を
、
生
き
方

を
も
っ
て
告
白
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

51　

わ
た
し
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
回
心
の
見
取
り
図
を
考
え
、
イ
エ
ス
の
姿
勢
を
体
得
す
る
に
は
、
福

音
書
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
福
音
書
は
イ
エ
ス
の
、「
聖
地
の
道
々
で
出
会
う
人
々
に
、
耳

を
傾
け
続
け
る
姿
を
示
し
ま
す
」（「
大
陸
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
の
作
業
文
書
」
11
）。
そ
れ
が
男
性
で
あ
ろ
う
と
女
性
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で
あ
ろ
う
と
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
ろ
う
と
異
教
徒
で
あ
ろ
う
と
、
律
法
学
者
で
あ
ろ
う
と
徴
税
人
で
あ
ろ
う
と
、

正
し
い
人
で
あ
ろ
う
と
罪
人
で
あ
ろ
う
と
、
物
乞
い
で
あ
ろ
う
と
、
盲
人
で
あ
ろ
う
と
、
重
い
皮
膚
病
の
人

で
あ
ろ
う
と
病
者
で
あ
ろ
う
と
、
イ
エ
ス
が
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
る
た
め
に
立
ち
止
ま
る
こ
と
を
せ
ず
、
対

話
を
始
め
ず
に
追
い
払
っ
て
し
ま
う
人
な
ど
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
エ
ス
は
、
そ
の
人
の
人
生
と
自

由
と
が
見
い
だ
さ
れ
る
場
所
へ
と
赴
き
、
一
人
ひ
と
り
と
出
会
う
こ
と
で
、
御
父
の
み
顔
を
明
か
さ
れ
た
の

で
す
。
出
会
っ
た
相
手
の
必
要
と
信
仰
に
耳
を
傾
け
る
と
、
イ
エ
ス
か
ら
こ
と
ば
と
わ
ざ
と
が
あ
ふ
れ
出
て
、

彼
ら
の
人
生
は
新
た
に
さ
れ
、
関
係
性
を
修
復
す
る
道
が
開
か
れ
る
の
で
す
。
イ
エ
ス
は
メ
シ
ア
（
救
い

主
）
で
、「
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
を
聞
こ
え
る
よ
う
に
し
、
口
の
利
け
な
い
人
を
話
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
る
」（
マ
ル
コ
7
・
37
）
か
た
で
す
。
イ
エ
ス
は
、
弟
子
で
あ
る
わ
た
し
た
ち
に
も
同
じ
よ
う
に
振
る
舞
う

よ
う
求
め
、
聖
霊
の
恵
み
に
よ
っ
て
そ
れ
が
可
能
と
な
る
力
を
授
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
主
の
心
を
か
た
ど

る
よ
う
求
め
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。「
心
に
よ
っ
て
こ
そ
本
当
の
意
味
で
の
つ
な
が
り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

心
に
よ
っ
て
築
か
れ
な
い
関
係
は
、
個
人
主
義
に
よ
る
分
断
を
乗
り
越
え
る
力
を
も
た
な
い
か
ら
で
す
」

（『
主
は
わ
た
し
た
ち
を
愛
さ
れ
た
』
17
）。
わ
た
し
た
ち
は
兄
弟
姉
妹
に
耳
を
傾
け
る
と
き
、
神
が
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
に
お
い
て
一
人
ひ
と
り
に
会
い
に
来
て
く
だ
さ
る
姿
に
参
与
し
て
い
る
の
で
す
。
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52　

か
か
わ
り
に
お
け
る
回
心
の
必
要
性
は
、
間
違
い
な
く
男
女
間
の
関
係
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
か
か
わ

り
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
被
造
物
と
し
て
の
わ
た
し
た
ち
の
条
件
に
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
性
差
は
、

人
間
の
か
か
わ
り
の
基
礎
を
な
し
て
い
ま
す
。「
神
は
ご
自
分
に
か
た
ど
っ
て
人
を
創
造
さ
れ
た
。
神
に
か

た
ど
っ
て
創
造
さ
れ
た
。
男
と
女
に
創
造
さ
れ
た
」（
創
世
記
1
・
27
）。
神
の
計
画
で
は
、
こ
の
元
来
の
違
い

が
男
女
間
に
不
平
等
を
来
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
創
造
に
お
い
て
は
、
こ
の
違
い
は
洗
礼
の
尊
厳

に
照
ら
し
て
読
み
直
さ
れ
ま
す
。「
洗
礼
を
受
け
て
キ
リ
ス
ト
に
結
ば
れ
た
あ
な
た
が
た
は
皆
、
キ
リ
ス
ト

を
着
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
は
も
は
や
、
ユ
ダ
ヤ
人
も
ギ
リ
シ
ア
人
も
な
く
、
奴
隷
も
自
由
な
身
分
の

者
も
な
く
、
男
も
女
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
た
は
皆
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
お
い
て
一
つ
だ
か
ら
で

す
」（
ガ
ラ
テ
ヤ
3
・
27
―
28
）。
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
わ
た
し
た
ち
は
、
神
の
た
ま
も
の
で
あ
り
生
命
の
始
ま

り
と
な
る
こ
の
性
差
を
、
そ
れ
が
表
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
し
か
た
や
文
脈
に
お
い
て
、
受
け
入
れ
尊
重
す
る

よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
男
女
の
等
し
い
尊
厳
と
補
完
性
を
尊
重
し
た
関
係
を
生
き
よ
う
と
す
る
な
ら
、

わ
た
し
た
ち
は
福
音
を
あ
か
し
し
て
い
る
の
で
す
。
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
の
間
、
信
徒
も
奉
献
生
活
者
も
含
め
、

全
地
域
、
全
大
陸
か
ら
の
女
性
た
ち
が
繰
り
返
し
表
明
し
た
痛
み
と
苦
し
み
の
訴
え
は
、
わ
た
し
た
ち
が
ど

れ
ほ
ど
そ
れ
を
な
し
え
て
い
な
か
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。



64

さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
で

53　

主
イ
エ
ス
に
お
い
て
関
係
性
を
刷
新
す
る
よ
う
に
と
い
う
呼
び
か
け
は
、
そ
の
弟
子
た
ち
が
生
き
、
教

会
の
使
命
を
果
た
し
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
の
中
に
響
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
文
脈
は
そ
れ
ぞ
れ
、

文
化
の
多
様
性
と
結
び
つ
い
た
固
有
の
豊
か
さ
を
有
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
文
脈
は
ど
れ
も
が
、
様
相
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
も
の
の
、
ゆ
が
ん
だ

関
係
性
の
痕
跡
を
残
し
て
い
た
り
、
時
に
は
福
音
と
相
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
歴
史
を
経
て
、

関
係
性
の
行
き
詰
ま
り
は
構
造
的
罪
と
な
っ
て
定
着
し
（『
真
の
開
発
と
は
』
36
参
照
）、
人
々
の
考
え
方
や
行

動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
そ
れ
は
遮
断
や
恐
れ
を
生
み
出
し
ま
す
が
、
わ
た
し
た
ち

は
か
か
わ
り
の
回
心
へ
の
道
を
歩
み
出
す
た
め
に
、
そ
れ
ら
と
向
き
合
い
、
克
服
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

54　

戦
争
や
武
力
紛
争
に
始
ま
り
、
武
力
に
よ
っ
て
平
和
が
実
現
で
き
る
と
い
う
幻
想
に
至
る
ま
で
、
わ
た

し
た
ち
の
世
界
を
苦
し
め
る
悪
の
根
源
は
こ
う
し
た
力
学
に
あ
り
ま
す
。
同
様
に
致
命
的
な
の
は
、
被
造
物

す
べ
て
か
ら
、
人
間
か
ら
さ
え
も
、
利
益
の
た
め
に
ほ
し
い
ま
ま
搾
取
で
き
る
と
い
う
思
い
込
み
で
す
。
そ
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の
結
果
、
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
に
お
い
て
す
ら
人
々
を
分
断
し
、
一
部
の
人
の
可
能
性
を
他
の
人
々
の
享
受

す
る
も
の
と
比
べ
て
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。
男
女
間
の
不
平
等
、

人
種
差
別
、
階
級
化
、
障
害
者
差
別
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
権
利
侵
害
、
移
民
を
歓

迎
し
よ
う
と
し
な
い
姿
勢
な
ど
で
す
。
わ
た
し
た
ち
の
姉
妹
で
あ
る
母
な
る
地
球
と
の
関
係
（『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・

シ
』
1
参
照
）
に
さ
え
も
亀
裂
の
形
跡
が
あ
り
、
そ
れ
が
諸
国
民
全
体
、
あ
る
い
は
全
人
類
に
及
ぶ
わ
け
で

は
な
い
と
し
て
も
、
無
数
の
共
同
体
の
生
活
を
、
と
く
に
厳
し
い
貧
困
地
区
を
、
危
険
に
さ
ら
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
根
本
的
で
悲
劇
的
な
行
き
詰
ま
り
は
、
人
間
の
い
の
ち
そ
の
も
の
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
母
胎

か
ら
の
胎
児
の
排
除
や
高
齢
者
の
切
り
捨
て
に
至
る
の
で
す
。

55　

こ
の
世
界
を
苦
し
め
て
い
る
多
く
の
悪
は
、
教
会
に
も
現
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
、
悲

劇
的
に
表
れ
た
虐
待
の
難
局
は
、
被
害
者
や
サ
バ
イ
バ
ー
に
、
そ
し
て
彼
ら
の
共
同
体
に
、
こ
と
ば
に
な
ら

な
い
ほ
ど
の
、
そ
し
て
大
抵
は
長
く
続
く
苦
し
み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
教
会
は
、
聖
職
者
や
教
会
の
委

嘱
を
受
け
た
者
に
よ
る
性
的
虐
待
、
精
神
的
虐
待
、
経
済
的
虐
待
、
構
造
的
虐
待
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
モ
ラ
ハ
ラ

の
被
害
者
や
サ
バ
イ
バ
ー
の
声
に
、
特
別
に
注
意
し
、
心
を
砕
い
て
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
耳

を
傾
け
る
こ
と
は
、
い
や
し
、
悔
い
改
め
、
正
義
、
和
解
へ
と
向
か
う
旅
の
基
本
要
素
で
す
。
世
界
規
模
で
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信
頼
が
危
機
に
瀕
し
、
不
信
と
猜
疑
心
の
う
ち
に
生
き
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
教
会

は
自
ら
の
過
ち
を
認
め
、
謙
虚
に
ゆ
る
し
を
請
い
、
被
害
者
を
ケ
ア
し
、
予
防
措
置
を
整
え
、
主
に
お
い
て

互
い
の
信
頼
回
復
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

56　

排
除
と
疎
外
に
苦
し
む
人
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
、
自
覚
が
強
ま
り
ま
す
。
生
け
る
か
た
、
主
が

傷
を
負
っ
た
か
か
わ
り
を
い
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
重
荷
を
引
き
受
け
る
こ
と
は
教
会
の
使
命
の

一
部
な
の
だ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
、
教
会
は
「
い
わ
ば
秘
跡
、
す
な
わ
ち
神
と
の
親
密
な
交
わ
り
と
全

人
類
一
致
の
し
る
し
、
道
具
」（『
教
会
憲
章
』
1
）
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
世
界
に
開
か

れ
た
姿
勢
で
あ
れ
ば
、
地
球
の
隅
々
に
、
ど
の
文
化
に
も
、
ど
の
人
間
集
団
に
も
、
聖
霊
は
福
音
の
種
を
蒔ま

い
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ
け
ま
す
。
そ
の
種
は
、
健
全
な
か
か
わ
り
を
生
き
る
力
、
相
互
の
信
頼
と
ゆ
る

し
合
う
心
を
は
ぐ
く
む
力
、
違
い
に
対
す
る
恐
れ
を
克
服
し
て
受
け
入
れ
合
う
共
同
体
を
生
み
出
す
力
、
人

と
地
球
に
配
慮
す
る
経
済
を
推
進
す
る
力
、
紛
争
の
後
に
和
解
す
る
力
と
な
っ
て
実
を
結
ぶ
の
で
す
。
歴
史

に
は
、
宗
教
へ
の
帰
依
す
ら
名
目
に
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
紛
争
の
遺
産
が
あ
り
、
宗
教
そ
の
も
の
へ
の
信

頼
が
損
な
わ
れ
ま
し
た
。
苦
し
み
の
源
は
、
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
間
の
不
和
と
い
う
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ

り
、
同
じ
洗
礼
を
受
け
た
兄
弟
姉
妹
の
間
の
敵
対
で
す
。
シ
ノ
ド
ス
の
旅
に
伴
っ
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
勢
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い
の
新
た
な
経
験
は
、
か
か
わ
り
の
回
心
の
し
る
し
の
一
つ
で
あ
り
、
希
望
へ
と
開
か
れ
て
い
ま
す
。

宣
教
の
た
め
の
カ
リ
ス
マ
、
召
命
、
奉
仕
職

57　

キ
リ
ス
ト
者
は
、
個
人
で
、
ま
た
仲
間
で
、
福
音
の
あ
か
し
と
告
知
の
た
め
に
、
聖
霊
が
与
え
る
た
ま

も
の
を
用
い
て
実
り
を
結
ぶ
よ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。「
た
ま
も
の
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を

お
与
え
に
な
る
の
は
同
じ
霊
で
す
。
務
め
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
お
与
え
に
な
る
の
は
同
じ

主
で
す
。
働
き
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
場
合
に
す
べ
て
の
こ
と
を
な
さ
る
の
は
同
じ
神
で

す
。
一
人
ひ
と
り
に
〝
霊
〟
の
働
き
が
現
れ
る
の
は
、
全
体
の
益
と
な
る
た
め
で
す
」（
一
コ
リ
ン
ト
12
・
4

―
7
）。
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
で
は
、
洗
礼
を
受
け
た
す
べ
て
の
人
は
、
お
の
お
の
に
固
有
の
召
命
と
置
か

れ
て
い
る
生
活
状
況
に
応
じ
て
、
分
か
ち
合
う
べ
き
た
ま
も
の
に
よ
っ
て
豊
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
会
に

か
か
わ
る
召
命
は
ま
さ
に
多
様
で
す
が
、
聖
性
と
宣
教
に
呼
ば
れ
る
洗
礼
の
唯
一
の
召
し
出
し
と
し
て
は
っ

き
り
表
さ
れ
る
も
の
で
す
。
聖
霊
の
自
由
意
志
で
生
み
出
さ
れ
る
多
様
な
カ
リ
ス
マ
は
、
教
会
と
い
う
キ
リ

ス
ト
の
か
ら
だ
の
一
致
（『
教
会
憲
章
』
32
参
照
）
を
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
と
文
化
に
お
け
る
宣
教
（『
教

会
憲
章
』
12
参
照
）
を
目
指
す
も
の
で
す
。
た
ま
も
の
は
、
そ
れ
を
授
か
っ
て
生
か
す
人
の
専
有
物
で
は
あ
り
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ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
自
分
や
何
か
の
集
団
の
主
張
の
根
拠
に
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
た
ま
も
の
は
、
さ

ら
に
召
命
に
対
す
る
適
切
な
司
牧
的
配
慮
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
生
活
と
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な

次
元
の
発
展
の
双
方
に
貢
献
す
る
よ
う
招
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

58　

洗
礼
を
受
け
た
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
生
活
し
働
く
場
に
お
い
て
、
自
分
の
素
質
や
能
力
に
基
づ
い

て
宣
教
の
要
請
に
こ
た
え
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
固
有
の
た
ま
も
の
を
授
け
る
聖
霊
の
自
由
さ
を
明
ら
か

に
し
ま
す
。
こ
う
し
た
聖
霊
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
お
か
げ
で
、
神
の
民
は
、
自
ら
の
生
き
る
現
実
に
耳
を
傾

け
つ
つ
、
自
ら
の
使
命
を
果
た
す
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
の
場
や
新
た
な
形
態
を
発
見
で
き
る
の
で
す
。

キ
リ
ス
ト
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割

―
家
庭
や
そ
の
他
の
生
活
形
態
、
職
場
や
職
業
、
市
民
活
動
や
政
治

活
動
、
社
会
的
・
環
境
的
取
り
組
み
、
デ
ジ
タ
ル
環
境
文
化
の
福
音
化
と
い
っ
た
、
福
音
に
霊
感
を
受
け
た

文
化
の
創
生
な
ど

―
を
も
っ
て
、
世
の
道
を
歩
み
つ
つ
、
自
分
の
生
活
環
境
の
中
で
福
音
を
告
げ
知
ら
せ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
聖
霊
の
た
ま
も
の
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

59　

彼
ら
が
教
会
に
対
し
て
望
む
の
は
、
自
分
た
ち
を
独
り
捨
て
置
く
こ
と
な
く
、
遣
わ
さ
れ
た
者
、
支
え

ら
れ
て
い
る
者
だ
と
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
み
こ
と
ば
と
エ
ウ
カ
リ
ス
チ
ア
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の
パ
ン
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
共
同
体
の
兄
弟
愛
の
き
ず
な
に
よ
っ
て
、
養
わ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
取
り
組
み
が
、
個
人
的
な
選
択
で
は
な
く
、
福
音
の
力
に
よ
る
教
会
の
わ
ざ
と
し
て
認
め
ら
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
、
自
分
た
ち
の
あ
か
し
に
よ
っ
て
福
音
に
魅
了
さ
れ
た
人
た
ち

に
、
共
同
体
が
同
伴
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
宣
教
す
る
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
で
は
、
司
教
の
指
導
の

も
と
に
種
々
の
共
同
体
は
、
人
々
を
派
遣
し
、
派
遣
し
た
人
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
う

し
て
共
同
体
は
、
内
輪
の
活
動
や
組
織
の
必
要
に
ば
か
り
専
心
す
る
の
で
は
な
く
、
信
者
が
家
庭
や
職
場
と

い
っ
た
社
会
に
お
い
て
果
た
す
宣
教
へ
の
奉
仕
を
第
一
義
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

60　

洗
礼
に
よ
っ
て
、
男
も
女
も
、
神
の
民
に
お
い
て
等
し
い
尊
厳
を
享
受
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

女
性
た
ち
は
依
然
と
し
て
、
そ
の
カ
リ
ス
マ
、
召
命
、
教
会
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
自
分
た
ち

の
地
位
が
、
十
分
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
疎
外
さ
れ
て
お
り
、
共
通
の
使
命
へ
の
奉
仕
に
と
っ
て
不
利
益

と
な
っ
て
い
ま
す
。
聖
書
は
、
救
い
の
歴
史
に
お
け
る
、
多
く
の
女
性
の
秀
で
た
役
割
を
証
言
し
て
い
ま
す
。

主
の
復
活
を
最
初
に
告
げ
知
ら
せ
る
役
割
を
託
さ
れ
た
の
は
一
人
の
女
性
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
で
し
た
。

聖
霊
降
臨
の
日
に
二
階
の
広
間
に
い
た
の
は
神
の
母
マ
リ
ア
で
、
主
に
従
っ
た
他
の
多
く
の
女
性
と
一
緒
で

し
た
。
典
礼
の
朗
読
配
分
の
中
に
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
聖
書
箇
所
が
適
切
に
置
か
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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教
会
史
に
お
け
る
重
要
な
い
く
つ
か
の
節
目
は
、
聖
霊
に
動
か
さ
れ
た
女
性
に
よ
る
欠
か
せ
な
い
貢
献
が
あ

っ
た
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
ま
す
。
女
性
は
教
会
に
通
う
人
の
多
数
を
占
め
、
家
庭
に
お
い
て
信
仰
の
最
初
の

あ
か
し
人
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
女
性
た
ち
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
小
規
模
共
同
体
」
や
小

教
区
で
活
動
し
、
学
校
や
病
院
、
保
護
施
設
を
運
営
し
、
和
解
の
た
め
の
取
り
組
み
や
、
人
間
の
尊
厳
と
社

会
正
義
の
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
を
主
導
し
て
い
ま
す
。
女
性
た
ち
は
神
学
研
究
に
貢
献
し
、
教
会
関
連

の
機
関
、
教
区
本
部
事
務
局
、
教
皇
庁
で
、
責
任
あ
る
地
位
に
就
い
て
い
ま
す
。
権
威
あ
る
立
場
に
あ
る
女

性
、
共
同
体
の
指
導
者
と
な
っ
て
い
る
女
性
も
い
ま
す
。
本
総
会
が
求
め
る
の
は
、
女
性
の
役
割
に
関
し
て
、

す
で
に
現
行
法
に
規
定
の
あ
る
す
べ
て
の
機
会
を
、
と
く
に
い
ま
だ
果
た
さ
れ
て
い
な
い
場
に
お
い
て
完
全

に
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
女
性
が
教
会
の
中
で
指
導
的
役
割
を
担
う
こ
と
を
妨
げ
る
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。

聖
霊
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
を
、
阻
止
し
て
よ
い
は
ず
は
な
い
の
で
す
。
助
祭
職
が
女
性
に
開
か
れ

る
か
と
い
う
問
題
も
今
の
と
こ
ろ
未
決
着
の
ま
ま
で
で
あ
り
、
こ
の
件
に
関
し
て
の
識
別
を
続
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
本
総
会
は
、
説
教
、
教
え
、
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
、
教
会
公
文
書
の
起
草
で
用
い
ら
れ
る

こ
と
ば
や
イ
メ
ー
ジ
に
い
っ
そ
う
気
を
配
り
、
聖
女
、
女
性
の
神
学
者
、
女
性
の
神
秘
家
の
貢
献
を
、
も
っ

と
し
っ
か
り
取
り
上
げ
る
よ
う
求
め
ま
す
。
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61　

キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
中
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
特
別
な
注
意
が
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

成
長
と
い
う
冒
険
に
同
伴
さ
れ
る
必
要
が
子
ど
も
に
は
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
信
者
の
共
同
体
に
た
く

さ
ん
の
も
の
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
存
在
な
の
で
す
。
使
徒
た
ち
が
、
だ
れ
が
い
ち
ば
ん
偉
い
か
と
議
論
し

て
い
る
と
、
イ
エ
ス
は
子
ど
も
を
真
ん
中
に
立
た
せ
、
そ
の
子
ど
も
を
み
国
に
入
る
基
準
と
し
て
示
さ
れ
ま

し
た
（
マ
ル
コ
9
・
33
―
37
参
照
）。
教
会
は
、
子
ど
も
た
ち
の
貢
献
な
し
に
は
シ
ノ
ド
ス
流
を
貫
け
ま
せ
ん
。

子
ど
も
は
、
存
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
は
ず
の
、
宣
教
の
担
い
手
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
声
は
共
同
体
に
と

っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
は
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
社

会
の
す
べ
て
の
人
が
、
な
か
で
も
政
治
や
教
育
の
責
任
を
担
う
人
た
ち
が
、
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
努

力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
守
る
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
は
、
病
ん
だ
社
会
で

す
。
戦
争
、
貧
困
、
育
児
放
棄
、
虐
待
、
人
身
取
引
な
ど
で
多
く
の
子
ど
も
が
味
わ
っ
て
い
る
苦
し
み
は
、

告
発
す
る
勇
気
と
連
帯
の
熱
意
を
要
求
す
る
恥
ず
べ
き
こ
と
で
す
。

62　

若
者
も
ま
た
、
教
会
の
シ
ノ
ド
ス
流
の
刷
新
に
貢
献
で
き
る
存
在
で
す
。
彼
ら
は
兄
弟
愛
や
分
か
ち
合

い
と
い
う
価
値
観
に
と
く
に
敏
感
で
、
そ
の
一
方
、
父
権
主
義
的
、
権
威
主
義
的
な
態
度
に
は
顔
を
背
け
ま

す
。
時
に
、
教
会
に
対
す
る
彼
ら
の
態
度
は
批
判
的
に
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
多
く
の
場
合
、
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社
会
的
不
正
義
に
立
ち
向
か
い
、
と
も
に
暮
ら
す
家
を
守
る
た
め
に
奮
起
す
る
、
受
け
入
れ
合
い
献
身
す
る

共
同
体
を
求
め
る
、
前
向
き
な
個
人
的
取
り
組
み
な
の
で
す
。
二
〇
一
八
年
の
若
者
の
た
め
の
シ
ノ
ド
ス
で

若
者
た
ち
が
提
唱
し
た
「
日
常
を
と
も
に
歩
む
」
と
い
う
要
望
は
、
ま
さ
に
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
呼
応
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
若
者
に
は
、
思
い
や
り
あ
る
粘
り
強
い
寄
り
添
い
が
約
束
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
具
体
的
に
は
、
彼
ら
の
貢
献
か
ら
生
ま
れ
た
提
案
、「
識
別
の
た
め
の
同
伴
の
体
験
」

は
再
度
取
り
上
げ
る
に
値
し
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
大
人
の
教
育
者
ら
と
交
わ
る
兄
弟
的
生
活
、
困
窮
者
へ
の

奉
仕
に
と
も
に
生
き
る
使
徒
的
取
り
組
み
、
祈
り
と
秘
跡
的
生
活
に
根
ざ
し
た
霊
性
の
提
示
が
含
ま
れ
ま
す

（『
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
第
十
五
回
通
常
総
会
「
若
者
、
信
仰
、
そ
し
て
召
命
の
識
別
」
最
終
文
書
』
161
参
照
）。

63　

洗
礼
を
受
け
た
す
べ
て
の
人
で
担
う
、
宣
教
の
た
め
の
共
同
責
任
を
遂
行
す
る
中
で
、
福
音
宣
教
の
精

力
的
な
主
体
と
し
て
呼
ば
れ
派
遣
さ
れ
て
い
る
と
自
覚
す
る
障
害
者
の
使
徒
的
能
力
を
、
わ
た
し
た
ち
は
認

識
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
と
て
も
豊
か
な
人
間
性
か
ら
の
貢
献
を
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

は
、
彼
ら
の
苦
悩
、
疎
外
、
差
別
の
経
験
を
知
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
中
で
さ
え
、

パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
（
訳
注
：paternalism

は
、
家
父
長
主
義
、
父
権
主
義
、
温
情
主
義
、
介
入
主
義
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
に
訳
さ
れ
る
が
、
権
力
や
能

力
を
有
し
た
強
者
が
弱
者
に
対
し
て
、「
あ
な
た
の
益
に
な
る
の
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
を
も
っ
て
、
そ
の
自
律
性
を
制
限
し
た

り
干
渉
し
た
り
す

る
こ
と
を
い
う
）
憐
憫
の
態
度
に
よ
っ
て
そ
れ
を
味
わ
わ
さ
れ
た
の
で
す
。
彼
ら
の
教
会
生
活
と
宣
教
へ
の
参
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加
を
後
押
し
す
る
た
め
に
、
教
会
に
障
害
者
の
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
設
立
す
る
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。

64　

教
会
を
豊
か
に
す
る
召
命
の
中
で
、
夫
婦
の
召
命
は
際
立
っ
て
い
ま
す
。
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
は
、

「
結
婚
生
活
と
い
う
身
分
と
序
列
に
お
い
て
、
神
の
民
の
中
で
自
分
た
ち
固
有
の
た
ま
も
の
を
も
っ
て
い

る
」（『
教
会
憲
章
』
11
）
と
教
え
て
い
ま
す
。
結
婚
の
秘
跡
は
、
家
庭
生
活
、
教
会
構
築
、
社
会
参
画
に
同
時

に
携
わ
る
、
特
別
な
使
命
を
与
え
ま
す
。
と
り
わ
け
近
年
は
、
家
庭
は
単
な
る
家
庭
司
牧
の
対
象
で
は
な
く
、

そ
の
主
体
だ
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
家
庭
は
、
子
ど
も
や
若
者
の
教
育
に
取
り
組
む

教
会
関
連
機
関
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
集
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
総
会
は
、

結
婚
や
性
倫
理
に
つ
い
て
の
聖
伝
と
教
会
の
教
え
に
対
す
る
忠
実
さ
と
し
て
独
身
を
選
ん
だ
人
に
、
寄
り
添

い
と
支
援
を
あ
ら
た
め
て
表
明
し
ま
す
。
彼
ら
は
結
婚
や
性
を
、
い
の
ち
を
生
み
出
す
場
と
理
解
し
て
い
ま

す
。

65　

何
世
紀
も
の
間
、
霊
的
た
ま
も
の
は
奉
献
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
ご
く

初
期
の
時
代
か
ら
、
教
会
は
、
キ
リ
ス
ト
に
従
っ
て
福
音
的
勧
告
の
道
を
歩
む
こ
と
を
選
び
、
観
想
生
活
に
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せ
よ
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
従
事
す
る
に
せ
よ
、
神
へ
の
奉
仕
の
た
め
に
自
己
を
奉
献
し
た
人
々
の
生
活
に
、

聖
霊
の
働
き
を
認
め
て
き
ま
し
た
。
奉
献
生
活
に
は
、
そ
の
預
言
的
な
声
を
も
っ
て
、
教
会
と
社
会
に
問
い

か
け
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。
何
世
紀
に
も
わ
た
る
経
験
の
中
で
、
修
道
家
族
は
、
シ
ノ
ド
ス
流
の
生
き
方
と

共
同
識
別
の
実
践
経
験
を
重
ね
て
、
個
々
の
た
ま
も
の
と
共
同
体
の
使
命
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
学
ん
で
き

ま
し
た
。
修
道
会
、
使
徒
的
生
活
の
会
、
在
俗
会
、
さ
ら
に
諸
会
（
訳
注
：
第
三
会

や
信
心
会
な
ど
）、
運
動
体
、
新
し
く
創
立

さ
れ
た
共
同
体
は
、
教
会
に
お
け
る
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
成
長
に
特
別
な
貢
献
を
な
し
て
い
ま
す
。
今
日
、
奉

献
生
活
の
会
の
多
く
の
共
同
体
は
、
教
会
と
世
界
に
と
っ
て
の
預
言
と
な
る
、
異
文
化
交
流
の
工
房
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
地
方
教
会
の
司
教
、
奉
献
生
活
の
会
や
教
会
関
連
団
体
の
責
任
者

に
対
し
、
共
通
の
使
命
の
た
め
の
た
ま
も
の
の
交
換
を
盛
り
立
て
る
べ
く
関
係
を
強
化
す
る
よ
う
促
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

66　

宣
教
は
、
洗
礼
を
受
け
た
す
べ
て
の
人
を
巻
き
込
み
ま
す
。
信
徒
の
第
一
の
任
務
は
、
福
音
の
精
神
を

世
俗
の
現
実
に
浸
透
さ
せ
、
そ
れ
を
変
革
さ
せ
る
こ
と
で
す
（『
教
会
憲
章
』
31
、
33
、『
信
徒
使
徒
職
に
関
す
る
教

令
』
5
―
7
参
照
）。
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
激
励
に
支
え
ら
れ
た
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
（
自
発
教
令
の
形
式
に
よ
る

使
徒
的
書
簡
『
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
ド
ミ
ニ
（
二
〇
二
一
年
一
月
十
日
）』
参
照
）
は
、
地
方
教
会
が
、
宣
教
の
ニ
ー
ズ
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に
対
し
、
創
意
と
勇
気
を
も
っ
て
こ
た
え
る
よ
う
促
し
ま
し
た
。
数
あ
る
カ
リ
ス
マ
の
中
か
ら
職
務
と
し
て

奉
仕
職
に
立
て
る
に
適
し
た
も
の
を
識
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
適
切
な
基
準
、
手
段
、

手
続
き
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
カ
リ
ス
マ
が
役
務
と
し
て
確
立
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、

洗
礼
を
受
け
た
全
員
が
役
務
者
と
な
る
必
要
も
な
く
、
ま
た
す
べ
て
の
奉
仕
職
が
制
度
化
さ
れ
る
必
要
も
あ

り
ま
せ
ん
。
一
つ
の
カ
リ
ス
マ
が
奉
仕
職
と
し
て
確
立
さ
れ
る
に
は
、
共
同
体
が
司
牧
上
の
真
の
ニ
ー
ズ
を

見
極
め
、
そ
の
う
え
で
司
教
が
、
新
し
い
奉
仕
職
を
制
定
す
る
妥
当
性
に
つ
い
て
、
共
同
体
と
と
も
に
行
う

識
別
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
と
し
て
、
し
か
る
べ
き
権
威
者
が
決
定
を
下
す
こ
と
と
な

り
ま
す
。
宣
教
す
る
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
で
は
、
信
徒
の
奉
仕
職
の
形
態
の
さ
ら
な
る
増
設
を
推
進
す
る
よ

う
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
典
礼
の
領
域
以
外
に
、
叙
階
の
秘
跡
を
必
要
と
し
な
い
奉
仕
職
を
設
け

る
こ
と
で
す
。
制
度
化
さ
れ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
が
ま

す
ま
す
便
利
に
ほ
う
ぼ
う
に
移
動
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
い
か
に
信
徒
に
奉
仕
職
を
託
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
も
、
活
動
の
期
間
や
範
囲
の
明
確
化
も
含
め
、
検
討
を
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

67　

本
総
会
は
、
あ
ま
た
あ
る
教
会
奉
仕
の
中
で
、
神
学
の
多
様
な
表
現
が
信
仰
理
解
と
識
別
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
神
学
者
は
、
啓
示
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
た
現
実
の
理
解
を
神
の
民
が
深
め
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る
の
を
支
え
、
宣
教
に
適
し
た
返
答
や
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
練
り
上
げ
る
こ
と
を
助
け
ま
す
。
シ
ノ
ド
ス
流

で
あ
り
宣
教
す
る
教
会
で
は
、「
神
学
の
カ
リ
ス
マ
に
は
、
特
別
な
奉
仕
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
…
…
神
学
者
は
、
信
仰
の
経
験
と
、
神
の
忠
実
な
民
に
よ
る
真
理
の
観
想
と
、
そ
し
て
司
教
ら
の
説

教
と
を
ま
と
め
て
、
福
音
の
よ
り
深
い
浸
透
に
貢
献
し
ま
す
。
し
か
も
「
他
の
キ
リ
ス
ト
者
の
あ
ら
ゆ
る
召

命
と
同
様
に
、
神
学
者
の
務
め
は
、
個
人
と
し
て
で
あ
る
と
同
時
に
、
共
同
体
的
で
あ
り
、
か
つ
団
体
的
な

も
の
で
す
」」（『
教
会
の
生
活
と
宣
教
に
お
け
る
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
』
75
）。
教
会
の
学
術
機
関
に
お
い
て
、
法
的
任
務

と
し
て
委
託
さ
れ
た
教
職
と
い
う
か
た
ち
で
遂
行
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
と
り
わ
け
顕
著
で
す
。「
し

た
が
っ
て
教
会
の
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
神
学
者
に
対
し
、
シ
ノ
ド
ス
流
の
方
法
で
神
学
を
行
い
、
神
学
者
ど

う
し
互
い
に
聞
く
力
、
対
話
す
る
力
、
識
別
す
る
力
、
多
種
多
様
な
要
求
や
貢
献
を
統
合
す
る
力
を
高
め
る

義
務
を
課
し
て
い
ま
す
」（
同
）。
こ
れ
に
鑑
み
、
適
切
な
制
度
を
設
け
、
司
教
た
ち
と
神
学
研
究
従
事
者
と

の
対
話
を
促
進
す
る
こ
と
が
急
務
で
す
。
本
総
会
は
、
神
学
機
関
に
対
し
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
意
味
の
解
明

と
考
究
の
作
業
を
継
続
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
方
教
会
に
お
け
る
養
成
に
同
伴
す
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

調
和
に
奉
仕
す
る
叙
階
さ
れ
た
奉
仕
職
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68　

教
会
の
す
べ
て
の
奉
仕
職
と
同
様
に
、
司
教
職
、
司
祭
職
、
助
祭
職
は
、
福
音
を
の
べ
伝
え
、
教
会
共

同
体
を
築
く
奉
仕
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
は
、
神
の
制
定
に
よ
る
叙
階
さ
れ
た
奉
仕

職
は
、「
種
々
の
聖
職
位
階
に
お
い
て
、
古
代
か
ら
、
司
教
、
司
祭
、
助
祭
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
よ
っ
て
行

使
さ
れ
て
い
る
」（『
教
会
憲
章
』
28
）
こ
と
に
言
及
し
ま
し
た
。
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会

議
は
、
司
教
職
の
秘
跡
性
を
確
認
し
（『
教
会
憲
章
』
21
参
照
）、
司
祭
の
交
わ
り
の
現
実
を
回
復
さ
せ
（『
教
会

憲
章
』
28
参
照
）、
ラ
テ
ン
教
会
に
お
け
る
助
祭
職
の
永
続
的
行
使
に
再
興
の
道
を
開
き
ま
し
た
（『
教
会
憲
章
』

29
参
照
）。

司
教
の
役
務

―
霊
の
た
ま
も
の
を
一
致
の
う
ち
に
ま
と
め
上
げ
る
こ
と

69　

司
教
の
役
割
は
、
地
方
教
会
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
で
す
。
司
教
は
、
地
方
教
会
の
内
側
に
あ
る
一
致
の

目
に
見
え
る
原
理
で
あ
り
、
ま
た
す
べ
て
の
教
会
と
の
交
わ
り
の
き
ず
な
で
あ
り
ま
す
。「
叙
階
の
秘
跡
の

充
満
は
司
教
聖
別
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
る
」（『
教
会
憲
章
』
21
）
と
い
う
公
会
議
の
主
張
に
よ
り
、
司
教
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
キ
リ
ス
ト
と
の
、
そ
し
て
「
神
の
民
の
部
分
」（『
教
会
に
お
け
る
司
教
の
司
牧
任
務
に
関

す
る
教
令
』
11
）

―
こ
の
者
た
ち
は
司
教
自
ら
に
託
さ
れ
た
民
で
あ
り
、
こ
の
者
た
ち
に
よ
い
羊
飼
い
キ
リ
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ス
ト
の
名
を
も
っ
て
仕
え
る
よ
う
召
し
出
さ
れ
た
の
で
す

―
と
の
、
秘
跡
的
つ
な
が
り
の
中
に
あ
る
も
の

と
し
て
理
解
で
き
ま
す
。
司
教
に
叙
階
さ
れ
る
人
は
、
特
権
や
、
自
分
一
人
で
果
た
す
べ
き
任
務
を
背
負
わ

さ
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
司
教
は
、
聖
霊
が
個
々
人
や
共
同
体
に
注
ぐ
た
ま
も
の
を
認
め
、
識

別
し
、
一
致
の
う
ち
に
ま
と
め
上
げ
る
と
い
う
、
恵
み
と
役
割
を
授
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
、
地

方
教
会
で
の
奉
仕
職
の
務
め
に
共
同
の
責
任
を
負
う
、
司
祭
と
助
祭
と
の
秘
跡
的
き
ず
な
の
う
ち
に
行
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
果
た
す
こ
と
で
、
司
教
は
、
教
会
の
交
わ
り
に
対
す
る
配
慮
と
い
う
点
で
、
き
わ
め
て
固

有
で
あ
り
特
別
な
、
そ
の
使
命
を
実
現
す
る
の
で
す
。

70　

司
教
の
務
め
は
、
共
同
体
の
中
で
、
共
同
体
と
と
も
に
、
共
同
体
の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
で
す
（『
教

会
憲
章
』
20
参
照
）。
そ
れ
は
み
こ
と
ば
の
宣
教
と
、
感
謝
の
祭
儀
や
そ
の
他
の
諸
秘
跡
の
執
行
を
通
し
て
果

た
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
本
シ
ノ
ド
ス
総
会
が
強
く
望
む
の
は
、
司
教
の
選
出
に
お
い
て
神
の
民
が
よ
り
大

き
な
発
言
力
を
も
つ
こ
と
で
す
。
ま
た
、
司
教
の
叙
階
式
は
、
事
例
が
多
々
あ
る
よ
う
に
出
身
教
区
で
行
う

の
で
は
な
く
、
司
教
と
し
て
司
牧
が
割
り
当
て
ら
れ
た
教
区
内
で
執
り
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
主
司
式
者

は
、
属
す
る
教
会
管
区
の
司
教
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
よ
う
に
し
、
可
能
な
か
ぎ
り
、
首
都
大
司
教
を
加
え
る

べ
き
で
あ
る
と
勧
告
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
司
教
に
な
る
者
が
自
分
に
委
託
さ
れ
る
教
会
と
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き
ず
な
を
結
ぶ
こ
と
が
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
、
そ
の
教
会
の
前
で
、
自
ら
の
役
務
へ
の
責
任
を
公
に
引
き
受

け
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
や
は
り
司
教
は
、
と
く
に
司
牧
訪
問
の
際
に
、
信
者
た
ち
と
と
も
に
過

ご
す
時
間
を
も
つ
よ
う
に
し
、
彼
ら
の
話
に
耳
を
傾
け
、
自
身
の
識
別
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
教
会
が
神
の
家
族
で
あ
る
こ
と
を
体
験
で
き
る
で
し
ょ
う
。
教
皇
大
使
や
教
皇
庁
勤
務
者

な
ど
名
義
司
教
（
訳
注
：
自
教
区
を
も
た
ず
名

目
上
の
司
教
座
に
あ
る
司
教
）
の
場
合
、
司
教
と
地
方
教
会
と
の
制
度
上
の
関
係
は
、
今
の
と
こ
ろ

十
分
に
明
確
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
考
察
を
続
け
る
こ
と
が
適
当
で
し
ょ

う
。

71　

司
教
も
ま
た
、
そ
の
奉
仕
職
に
お
い
て
同
伴
と
支
援
を
受
け
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
首
都
大

司
教
は
、
近
隣
教
区
の
司
教
た
ち
の
間
で
兄
弟
的
関
係
を
促
進
す
る
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
す
。
シ
ノ
ド
ス

の
歩
み
を
通
し
て
、
司
教
に
対
し
、
地
方
の
文
脈
も
含
ん
だ
生
涯
養
成
の
講
座
を
提
供
す
る
必
要
性
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
補
佐
司
教
の
役
割
の
明
確
化
と
、
司
教
が
委
任
で
き
る
職
務
の
拡
大
の
必
要
性
も
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
名
誉
司
教
（
訳
注
：
引
退

司
教
の
称
号
）
の
、
神
の
民
へ
の
奉
仕
に
お
け
る
引
退
後
の
新
た
な
あ
り
方
の

経
験
も
ま
た
生
か
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
司
教
も
ま
た
誘
惑
に
さ
ら
さ
れ
、
ほ
か
の
す
べ
て
の
人
と
同
じ
よ
う

に
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
脆も

ろ

い
兄
弟
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
信
徒
が
司
教
に
対
し
、
過
度
な
、
ま
た
非
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現
実
的
な
期
待
を
膨
ら
ま
せ
な
い
よ
う
助
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
司
教
を
理
想
化
す
る
見
方
は
、
そ
の
繊

細
な
職
務
の
助
け
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
真
に
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
と
な
っ
て
神
の
民
全
員
で
宣
教

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
司
教
の
務
め
は
支
え
ら
れ
る
の
で
す
。

司
教
と
と
も
に

―
司
祭
と
助
祭

72　

シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
で
は
、
司
祭
は
人
々
に
寄
り
添
い
、
す
べ
て
の
人
を
受
け
入
れ
て
耳
を
傾
け
、
シ

ノ
ド
ス
の
流
儀
に
自
ら
を
開
く
、
と
い
う
姿
勢
で
奉
仕
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
司
祭
は
「
自
分
た

ち
の
司
教
と
と
も
に
…
…
一
つ
の
司
祭
団
を
構
成
」（『
教
会
憲
章
』
28
）
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

カ
リ
ス
マ
の
識
別
と
、
地
方
教
会
に
対
す
る
同
伴
と
導
き
の
任
に
あ
る
司
教
に
、
一
致
の
奉
仕
に
と
く
に
留

意
し
な
が
ら
協
力
し
ま
す
。
司
祭
は
司
祭
の
兄
弟
的
関
係
を
生
き
、
司
牧
の
奉
仕
を
も
っ
て
と
も
に
歩
む
よ

う
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
司
祭
団
に
は
、
奉
献
生
活
の
会
や
使
徒
的
生
活
の
会
の
会
員
司
祭
も
属
し
て

お
り
、
そ
の
カ
リ
ス
マ
の
独
自
性
で
司
祭
団
を
豊
か
に
し
ま
す
。
彼
ら
は
、
自
治
権
を
有
す
る
（sui iuris

）

東
方
諸
教
会
の
独
身
司
祭
・
既
婚
司
祭
、
フ
ィ
デ
イ
・
ド
ー
ヌ
ム
司
祭
（
訳
注
：
教
皇
ピ
オ
十
二
世
の
同
名
の
回
勅
に
基
づ
き
、

教
会
へ
の
一
定
期
間
の
奉
仕
の
た
め
に
、
所
属
教
区
に

籍
を
置
い
た
ま
ま
海
外
宣
教

に
派
遣
さ
れ
る
教
区
司
祭
）、
外
国
出
身
の
司
祭
と
と
も
に
、
地
方
の
聖
職
者
が
、
教
会
全
体
の
視
野
に
自
ら
を
開
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く
よ
う
助
け
て
い
ま
す
。
一
方
で
教
区
司
祭
も
、
そ
う
し
た
ほ
か
か
ら
来
て
い
る
兄
弟
司
祭
が
、
独
自
の
伝

統
と
霊
的
な
豊
か
さ
を
備
え
た
実
際
の
教
区
の
歴
史
に
加
わ
っ
て
い
く
の
を
助
け
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
司

祭
団
の
中
に
お
い
て
も
、
宣
教
に
つ
な
が
る
真
の
た
ま
も
の
の
交
換
が
行
わ
れ
る
の
で
す
。
司
祭
も
ま
た
、

と
り
わ
け
司
祭
職
の
初
期
段
階
や
、
弱
っ
て
脆も

ろ

く
な
っ
て
い
る
時
期
に
は
、
同
伴
を
受
け
、
支
え
ら
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

73　

キ
リ
ス
ト
と
教
会
の
神
秘
に
奉
仕
す
る
助
祭
（『
教
会
憲
章
』
41
参
照
）
は
、「
祭
司
職
の
た
め
で
は
な
く
、

役
務
の
た
め
に
」（『
教
会
憲
章
』
29
）
叙
階
さ
れ
ま
す
。
彼
ら
は
、
愛
の
奉
仕
、
み
こ
と
ば
の
告
知
、
典
礼
に

お
い
て
、
そ
の
役
務
に
従
事
し
ま
す
。
自
ら
が
置
か
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
と
教
会
の
場
で
、
告
げ
ら

れ
た
福
音
と
、
愛
を
も
っ
て
の
生
き
方
と
の
つ
な
が
り
を
示
し
つ
つ
、
奉
仕
は
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
の
、

と
り
わ
け
も
っ
と
も
貧
し
い
人
に
対
し
て
の
も
の
だ
と
い
う
意
識
と
あ
り
方
を
、
教
会
全
体
に
広
め
る
の
で

す
。
助
祭
の
役
割
は
、
聖
伝
、
典
礼
の
祈
り
、
司
牧
実
践
が
示
す
よ
う
に
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
う
し

た
役
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
教
会
の
必
要
に
応
じ
て
具
体
化
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
と
く
に
、
宣
教
す
る
い

つ
く
し
み
深
い
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
と
い
う
展
望
で
、
す
べ
て
の
人
に
対
し
、
も
っ
と
も
貧
し
い
人
へ
の
関

心
を
呼
び
起
こ
し
、
存
続
さ
せ
る
た
め
で
す
。
助
祭
職
は
、
今
な
お
多
く
の
キ
リ
ス
ト
者
に
認
知
さ
れ
て
お
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ら
ず
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
よ
っ
て
、
ラ
テ
ン
教
会
で
の
固
有
の
永
続
的
地
位
と
し
て
再
興
さ
れ
た
と

は
い
え
（『
教
会
憲
章
』
29
参
照
）、
い
ま
だ
、
す
べ
て
の
地
域
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

公
会
議
の
教
え
は
、
実
施
中
の
多
く
の
経
験
を
検
証
す
る
う
え
で
も
、
い
っ
そ
う
の
考
究
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

で
す
が
、
地
方
教
会
に
対
し
、
よ
り
寛
容
に
終
身
助
祭
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
遅
滞
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
と
す
る
こ
と
の
確
た
る
根
拠
は
、
こ
の
教
え
を
も
っ
て
す
で
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
奉
仕
職
に
は
、

す
べ
て
の
人
の
し
も
べ
と
な
っ
た
主
イ
エ
ス
に
従
う
、
仕
え
る
教
会
と
し
て
成
熟
す
る
う
え
で
大
事
な
要
素

が
あ
る
と
認
め
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
考
究
は
、
司
祭
に
な
る
人
の
助
祭
叙
階
の
意
義
も
、
よ
り
よ
く

理
解
す
る
助
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。

シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
に
お
け
る
、
叙
階
さ
れ
た
奉
仕
者
の
協
力
関
係

74　

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
を
通
じ
て
、
司
教
、
司
祭
、
助
祭
が
、
そ
の
奉
仕
を
喜
び
と
責
任
感
と
献
身
を
も
っ

て
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
た
び
た
び
謝
意
が
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
司
教
が
そ
の
職
務
に
あ
た
る

中
で
遭
遇
す
る
困
難
に
つ
い
て
も
、
耳
を
傾
け
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
と
く
に
孤
立
感
、
孤
独
感
、
そ
し

て
あ
ら
ゆ
る
必
要
を
満
た
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
求
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
に
関
連
す
る
も
の
で
す
。
本
シ
ノ
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ド
ス
総
会
で
の
経
験
は
、
司
教
、
司
祭
、
助
祭
が
、
職
務
遂
行
に
お
い
て
共
同
責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
職
務
に
は
神
の
民
の
他
の
成
員
と
の
協
力
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
助
け
と
な
る
は
ず

で
す
。
任
務
と
責
任
の
よ
り
適
切
な
分
配
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
叙
階
に
よ
る
役
務
に
固
有
の
も
の
と
、
他
に

委
任
で
き
る
も
の
や
そ
う
す
べ
き
も
の
と
を
よ
り
大
胆
に
識
別
す
る
こ
と
で
、
位
階
的
職
務
そ
れ
ぞ
れ
が
、

霊
的
に
い
っ
そ
う
健
全
に
、
司
牧
的
に
い
っ
そ
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、
任
務
を
遂
行
す
る
の
を
後
押
し
す
る

で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
視
点
は
、
シ
ノ
ド
ス
流
が
よ
り
際
立
つ
意
思
決
定
の
あ
り
方
に
も
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
聖
職
者
主
義
を
克
服
す
る
助
け
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
聖
職
者
主
義
は
、
己

の
利
益
の
た
め
に
権
力
を
用
い
た
り
、
神
の
民
に
奉
仕
す
る
は
ず
の
教
会
の
権
威
を
ゆ
が
め
た
り
す
る
も
の

と
し
て
解
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
と
く
に
、
教
会
の
役
務
者
に
よ
る
性
虐
待
、
経
済
的
虐
待
、
モ
ラ
ハ
ラ
、
パ

ワ
ハ
ラ
と
し
て
表
出
し
て
い
ま
す
。「
聖
職
者
主
義
は
、
司
祭
自
身
に
も
信
徒
か
ら
も
好
ま
れ
る
と
し
て
も
、

教
会
の
か
ら
だ
を
引
き
裂
き
、
今
日
糾
弾
し
て
い
る
悪
事
の
多
く
を
生
み
、
そ
の
持
続
を
助
長
し
ま
す
」

（
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
『
神
の
民
に
あ
て
た
手
紙
（
二
〇
一
八
年
八
月
二
十
日
）』）。
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と
も
に
宣
教
の
た
め
に

75　

共
同
体
と
宣
教
の
必
要
に
こ
た
え
、
教
会
は
そ
の
歴
史
の
中
で
、
叙
階
に
基
づ
く
役
務
者
と
は
別
の
、

い
く
つ
か
の
奉
仕
職
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
奉
仕
職
は
、
カ
リ
ス
マ
が
共
同
体
と
そ
れ
を
導

く
責
任
を
担
う
人
と
に
よ
っ
て
公
に
認
め
ら
れ
、
宣
教
の
奉
仕
に
恒
常
的
に
従
事
す
る
際
に
形
づ
く
ら
れ
ま

す
。
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
へ
の
奉
仕
に
限
定
さ
れ
た
目
的
を
も
つ
も
の
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

と
く
に
重
要
な
の
は
、
制
度
化
さ
れ
て
い
る
奉
仕
職
で
す
。
候
補
者
の
適
性
の
識
別
と
十
分
な
養
成
を
経
て
、

司
教
に
よ
っ
て
、
生
涯
に
一
度
、
固
有
の
儀
式
を
も
っ
て
授
与
さ
れ
る
職
務
で
す
。
単
な
る
辞
令
や
業
務
分

担
の
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
奉
仕
職
の
授
与
は
、
そ
の
人
を
形
成
し
、
そ
の
人
の
教
会
生
活
と
宣

教
へ
の
参
加
の
し
か
た
を
規
定
す
る
、
一
種
の
秘
跡
的
な
も
の
で
す
。
ラ
テ
ン
教
会
で
は
、
朗
読
奉
仕
者
と

祭
壇
奉
仕
者
（
自
発
教
令
の
形
式
に
よ
る
使
徒
的
書
簡
『
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
ド
ミ
ニ
（
二
〇
二
一
年
一
月
十
日
）』
参
照
）、

カ
テ
キ
ス
タ
の
奉
仕
職
（
自
発
教
令
の
形
式
に
よ
る
使
徒
的
書
簡
『
ア
ン
テ
ィ
ク
ム
・
ミ
ニ
ス
テ
リ
ウ
ム
（
二
〇
二
一
年

五
月
十
日
）』
参
照
）
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
そ
う
し
た
奉
仕
職
の
遂
行
の
た
め
の
諸
条
件
は
、
正
当
な
権

威
者
の
指
示
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
候
補
者
が
満
た
し
て
い
る
べ
き
人
材
要
件
を
定
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め
、
こ
れ
ら
の
奉
仕
職
に
就
く
た
め
の
養
成
課
程
を
組
む
こ
と
は
、
各
国
司
教
協
議
会
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

76　

こ
う
し
た
奉
仕
職
の
ほ
か
に
も
、
儀
式
に
よ
ら
ず
に
立
て
ら
れ
て
も
、
し
か
る
べ
き
権
威
者
か
ら
の
委

任
を
も
っ
て
恒
常
的
に
遂
行
さ
れ
る
奉
仕
職
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
教
会
の
小
規
模
共
同
体
」
の
ま

と
め
役
と
な
る
奉
仕
職
、
共
同
体
の
祈
り
の
司
会
（
先
唱
／
先
読
み
）
を
務
め
る
奉
仕
職
、
慈
善
活
動
の
運

営
に
責
任
を
も
つ
奉
仕
職
な
ど
が
あ
り
、
地
方
共
同
体
の
特
性
に
応
じ
て
実
に
多
様
な
形
態
が
取
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
例
が
、
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
地
域
で
当
初
か
ら
、
司
祭
不
在
の
共
同
体
の
責
任
を
担
っ
て
き
た
カ
テ

キ
ス
タ
で
す
。
規
定
さ
れ
た
儀
式
は
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
共
同
体
の
前
で
の
委
任
を
も
っ
て
任
命
を
公

に
す
る
こ
と
は
、
効
果
的
に
周
知
を
図
る
う
え
で
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
恒
常
的
で
は
な
い
臨
時
の

奉
仕
職
も
あ
り
ま
す
。
聖
体
授
与
の
臨
時
の
奉
仕
者
、
司
祭
不
在
の
と
き
の
主
日
の
集
会
祭
儀
の
司
会
者
、

一
部
の
準
秘
跡
の
授
与
者
な
ど
で
す
。
ラ
テ
ン
教
会
も
東
方
諸
教
会
も
教
会
法
で
は
、
特
定
の
場
合
に
お
い

て
、
信
徒

―
男
性
も
女
性
も

―
も
洗
礼
を
授
け
る
臨
時
の
奉
仕
者
と
な
り
う
る
こ
と
を
、
す
で
に
認
め

て
い
ま
す
。
ラ
テ
ン
教
会
の
教
会
法
で
は
、
司
教
が
（
聖
座
の
認
可
を
得
て
）、
信
徒

―
男
性
も
女
性
も

―
に
結
婚
式
に
立
ち
会
う
こ
と
（
訳
注
：
教
会
法
第
１
１
０
８
条
第
２
項
「
婚
姻
に
立
ち
会
う
者
と
は
、
挙
式
に
臨
席
し
て
婚
姻
契
約
締

結
当
事
者
の
合
意
の
表
明
を
要
求
し
、
か
つ
こ
れ
を
教
会
の
名
に
お
い
て
受
領
す
る
も
の
を
い
う
」
）
を
委

任
で
き
ま
す
。
地
方
の
文
脈
で
の
必
要
に
基
づ
き
、
こ
う
し
た
信
徒
に
よ
る
奉
仕
職
を
行
使
す
る
機
会
を
拡
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大
し
て
恒
常
的
な
も
の
と
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
す
。
最
後
に
、
さ
ら
な
る
条
件
や
明
確
な

承
認
を
必
要
と
し
な
い
、
自
発
的
に
行
わ
れ
る
奉
仕
職
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
以
上
は
皆
、
す
べ
て
の
信
者
が

自
身
の
た
ま
も
の
と
カ
リ
ス
マ
を
通
し
て
、
種
々
の
し
か
た
で
宣
教
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

77　

男
女
を
問
わ
ず
信
徒
に
対
し
て
参
画
の
機
会
を
広
げ
、
現
代
の
司
牧
要
請
に
こ
た
え
る
新
た
な
奉
仕
や

役
務
の
か
た
ち
を
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
奉
仕
職
は
、
協
働
の
精
神
と
、
さ
ま
ざ
ま
に
担
う
共
同

責
任
の
意
識
で
務
め
る
も
の
で
す
。
と
く
に
、
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
か
ら
、
い
く
つ
か
の
具
体
的
課
題
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
に
応
じ
て
適
切
な
対
処
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

a　

教
会
的
識
別
の
行
程
と
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
全
段
階
（
構
想
、
検
討
、
決
定
）
に
、
信
徒
の
身
分

の
男
女
が
さ
ら
に
幅
広
く
参
加
す
る
こ
と
。

b　

既
存
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
区
や
、
教
会
の
諸
機
関

―
神
学
校
、
学
術
教
育
機
関
、
神
学
部
を
含

む

―
に
お
い
て
、
信
徒
の
身
分
の
男
女
が
責
任
あ
る
役
職
に
就
く
機
会
を
増
や
す
こ
と
。

c　

奉
献
生
活
者
の
身
分
の
男
女
の
生
き
方
と
カ
リ
ス
マ
が
広
く
認
知
さ
れ
、
力
強
い
支
援
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
し
、
彼
ら
を
教
会
の
責
任
あ
る
立
場
に
起
用
す
る
こ
と
。
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d　

教
会
裁
判
所
で
、
信
徒
の
身
分
の
男
女
有
資
格
者
が
、
裁
判
官
を
務
め
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
。

e　

教
会
や
そ
の
関
連
機
関
の
雇
用
す
る
職
員
の
尊
厳
を
真
に
認
め
る
こ
と
、
お
よ
び
権
利
を
守
る
こ
と
。

78　

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
を
通
じ
て
、
耳
を
傾
け
る
と
い
う
こ
と
が
、
教
会
生
活
の
す
べ
て
の
側
面

―
諸
秘

跡
、
と
く
に
ゆ
る
し
の
秘
跡
の
授
与
、
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
、
養
成
、
司
牧
的
な
同
伴

―
に
お
い
て
、
本
質
的

要
素
で
あ
る
こ
と
の
認
識
が
新
た
に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
展
望
を
も
っ
て
本
総
会
は
、
傾
聴
と
同
伴
の
奉
仕

職
を
制
定
す
る
提
案
に
注
目
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
を
示
し
ま
し
た
。
一
部
の
人
は
、
そ
う
し
た
奉
仕
職
が

共
同
体
に
お
い
て
耳
を
傾
け
同
伴
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
光
を
当
て
る
預
言
的
な
方
法
を
形
成
す
る
と
し
て
、

肯
定
的
に
評
価
し
ま
し
た
。
他
方
で
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
と
寄
り
添
う
こ
と
と
は
、
洗
礼
を
受
け
た
す
べ
て

の
人
の
務
め
で
あ
り
、
特
殊
な
奉
仕
職
を
設
け
る
必
要
は
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
ほ
か
に
も
、

可
能
性
を
探
っ
て
い
る
こ
の
奉
仕
職
と
、
霊
的
同
伴
、
パ
ス
ト
ラ
ル
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ゆ
る
し
の
秘
跡

の
執
行
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
る
か
な
ど
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
研
究
が
必
要
だ
と
の
指
摘
も
あ
り
ま

す
。
加
え
て
、
傾
聴
と
同
伴
の
奉
仕
職
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
れ
を
と
く
に
、
教
会
共
同
体
の
周
縁
に
い
る

人
、
教
会
を
離
れ
た
後
に
戻
っ
た
人
、
真
理
を
探
し
求
め
て
い
る
人
、
主
と
出
会
う
た
め
に
支
え
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
る
人
を
、
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
特
化
す
べ
き
と
の
提
案
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
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件
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
識
別
を
継
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
奉
仕
職
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

て
い
る
地
方
の
現
場
か
ら
、
試
験
的
な
取
り
組
み
を
重
ね
て
、
可
能
性
の
あ
る
ひ
な
型
を
準
備
す
れ
ば
、
そ

れ
が
識
別
の
た
た
き
台
と
な
る
で
し
ょ
う
。



第三部　網を打ちなさい

89

第
三
部　

網
を
打
ち
な
さ
い

道
筋
に
つ
い
て
の
回
心

イ
エ
ス
が
、「
子
た
ち
よ
、
何
か
食
べ
る
物
が
あ
る
か
」
と
い
わ
れ
る
と
、
彼
ら

は
、「
あ
り
ま
せ
ん
」
と
こ
た
え
た
。
イ
エ
ス
は
い
わ
れ
た
。「
舟
の
右
側
に
網
を

打
ち
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
と
れ
る
は
ず
だ
」。
そ
こ
で
、
網
を
打
っ
て
み
る
と
、

魚
が
あ
ま
り
多
く
て
、
も
は
や
網
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
ヨ
ハ

ネ
21
・
5
―
6
）。

79　

漁
は
成
果
が
な
く
、
も
う
岸
へ
戻
る
時
分
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
と
き
、
権
威
あ
る
「
声
」
が
響
き
渡

り
ま
す
。
弟
子
た
ち
に
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
み
る
よ
う
呼
び
か
け
、
彼
ら
の
目
で
は
見

つ
け
ら
れ
ず
、
発
想
に
も
な
か
っ
た
チ
ャ
ン
ス
を
指
す
声
で
す
。「
舟
の
右
側
に
網
を
打
ち
な
さ
い
。
そ
う
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す
れ
ば
と
れ
る
は
ず
だ
」。
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
の
中
で
、
わ
た
し
た
ち
は
こ
の
「
声
」
に
耳
を
傾
け
、
こ
の

声
が
わ
た
し
た
ち
に
語
る
も
の
を
受
け
入
れ
よ
う
と
努
め
ま
し
た
。
祈
り
つ
つ
、
兄
弟
と
し
て
の
対
話
を
続

け
て
分
か
っ
た
の
は
、
教
会
的
識
別
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
へ
の
配
慮
、
行
動
の
説
明
責
任
お
よ
び
判
断
の

評
価
責
任
が
、
宣
教
の
数
々
の
道
を
示
す
み
こ
と
ば
に
こ
た
え
た
実
践
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

80　

こ
の
三
つ
の
実
践
は
密
接
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
は
教
会
的
識
別
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
識
別
に
は
、
透
明
性
と
説
明
責
任
で
裏
打
ち
さ
れ
た
信
頼
の
雰
囲
気
の
中
で
聞
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
信
頼
は
双
方
向
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
決
定
す
る
者
は
神
の
民
を
信
頼
し
、
そ
の
声
に
耳

を
傾
け
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
同
様
に
神
の
民
は
、
権
威
を
行
使
す
る
者
を
信
頼
で
き
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
補
完
性
の
視
座
は
、
実
践
の
そ
れ
ぞ
れ
が
他
の
実
践
に
依
存
し
、
ま
た
他
を
支
え
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
教
会
の
使
命
遂
行
能
力
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。
教
会
的

識
別
に
立
脚
し
た
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
し
、
透
明
性
、
説
明
責
任
、
評
価
の
文
化
を
導
入
す
る
に
は
、

技
術
的
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
あ
る
神
学
的
、
聖
書
学
的
、
霊
的
根
拠
を
探
求
し
う
る
適
切
な
養
成

が
必
要
で
す
。
洗
礼
を
受
け
た
す
べ
て
の
人
に
は
、
あ
か
し
、
宣
教
、
聖
性
、
奉
仕
に
つ
い
て
の
、
共
同
責

任
を
鮮
明
に
し
た
こ
う
し
た
養
成
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
責
任
あ
る
役
割
を
果
た
す
人
や
教
会
的
識
別
に
携
わ
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る
人
が
対
象
に
な
る
な
ら
、
こ
の
養
成
は
そ
れ
に
応
じ
て
特
別
な
か
た
ち
を
取
り
ま
す
。

宣
教
の
た
め
の
教
会
的
識
別

81　

教
会
の
宣
教
を
支
え
方
向
づ
け
る
力
を
も
っ
た
か
か
わ
り
を
促
進
す
る
に
は
、
福
音
の
知
恵
を
生
か
す

こ
と
が
優
先
事
項
で
す
。
エ
ル
サ
レ
ム
の
使
徒
の
共
同
体
が
、
初
の
シ
ノ
ド
ス
的
出
来
事
の
最
後
を
「
聖
霊

と
わ
た
し
た
ち
は
、
…
…
決
め
ま
し
た
」（
使
徒
言
行
録
15
・
28
）
と
い
う
こ
と
ば
で
結
べ
た
の
は
、
こ
の
知

恵
に
よ
っ
て
で
す
。
宣
教
の
視
点
で
神
の
民
が
行
う
か
ぎ
り
、
そ
の
識
別
を
「
教
会
的
」
と
形
容
し
う
る
の

で
す
。
聖
霊
は
、
御
父
が
イ
エ
ス
の
名
に
よ
っ
て
遣
わ
し
た
か
た
で
、
す
べ
て
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
り

（
ヨ
ハ
ネ
14
・
26
参
照
）、
い
か
な
る
と
き
で
も
信
者
を
導
い
て
、「
真
理
を
こ
と
ご
と
く
」（
ヨ
ハ
ネ
16
・
13
）
悟

ら
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
聖
霊
の
現
存
と
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い
そ
の
働
き
に
よ
っ
て
、「
使
徒
た
ち
に
由

来
す
る
こ
の
聖
伝
は
、
…
…
教
会
の
中
で
進
展
す
る
」（『
神
の
啓
示
に
関
す
る
教
義
憲
章
』
8
）
の
で
す
。
聖
霊

の
照
ら
し
を
願
い
つ
つ
、
神
の
民
は
キ
リ
ス
ト
が
果
た
し
た
預
言
職
に
も
参
加
し
（『
教
会
憲
章
』
12
参
照
）、

「
現
代
の
人
々
と
分
か
ち
合
っ
て
い
る
出
来
事
、
欲
求
、
願
望
の
中
に
、
神
の
現
存
あ
る
い
は
神
の
計
画
の

真
の
し
る
し
を
見
分
け
よ
う
と
努
め
る
」（『
現
代
世
界
憲
章
』
11
）
の
で
す
。
こ
う
し
た
識
別
は
、
主
が
教
会
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に
分
与
な
さ
る
知
恵
の
た
ま
も
の
を
す
べ
て
活
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
聖
霊
が
洗
礼
を
受
け
た
す
べ
て
の
人

に
授
け
た
信セ

ン
ス
ス
・
フ
ィ
デ
イ

仰
の
感
覚
に
根
ざ
す
も
の
で
す
。
こ
の
精
神
で
、
宣
教
す
る
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
の
生
活
を
あ

ら
た
め
て
理
解
し
、
今
一
度
方
向
づ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

82　

教
会
的
識
別
と
は
、
組
織
的
な
運
営
手
法
で
は
な
く
、
信
仰
を
も
っ
て
生
き
る
た
め
の
霊
的
実
践
の
一

つ
で
す
。
教
会
的
識
別
に
は
、
内
な
る
自
由
、
謙
遜
、
祈
り
、
相
互
の
信
頼
、
新
し
さ
へ
の
寛
容
、
神
の
み

旨
に
ゆ
だ
ね
る
意
欲
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
の
識
別
は
決
し
て
、
個
人
あ
る
い
は
一
集
団
の
見
解
の
是
認
で

は
な
く
、
個
別
の
意
見
の
単
純
な
集
約
で
決
着
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
各
人
が
、
良
心
に
従
っ
て
発

言
し
、
他
者
が
良
心
の
ま
ま
に
分
か
ち
合
う
こ
と
に
耳
を
傾
け
、
と
も
に
「〝
霊
〟
が
諸
教
会
に
告
げ
る
こ

と
」（
黙
示
録
2
・
7
）
を
見
極
め
よ
う
と
努
め
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
す
。
当
事
者
全
員
の
貢
献
を
前
提
と
す

る
教
会
的
識
別
は
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
な
ら
で
は
の
表
現
で
す
。
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
に
お

い
て
、
交
わ
り
、
宣
教
、
参
加
が
と
も
に
生
き
ら
れ
る
の
で
す
。
す
べ
て
の
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
な
ら

そ
れ
だ
け
、
識
別
は
い
っ
そ
う
豊
か
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
識
別
の
行
程
に
幅
広
い
参
加
を
促
す
こ
と

が
不
可
欠
で
、
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
や
社
会
の
隅
に
い
る
人
々
の
関
与
に
細
や
か
な
配
慮
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
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83　

神
の
こ
と
ば
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
は
、
ど
の
教
会
的
識
別
に
お
い
て
も
出
発
点
で
あ
り
基
準
で
す
。
ま

さ
に
聖
書
は
、
神
が
ご
自
分
の
民
に
語
ら
れ
、
イ
エ
ス
に
お
い
て
す
べ
て
の
啓
示
の
充
満
を
与
え
尽
く
し
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
明
か
し
（『
神
の
啓
示
に
関
す
る
教
義
憲
章
』
2
参
照
）、
神
の
声
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
場

を
示
し
て
い
ま
す
。
神
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
典
礼
の
場
で
わ
た
し
た
ち
と
意
思
の
や
り
取
り
を
な
さ
い
ま
す
。

「
聖
書
が
教
会
で
読
ま
れ
る
と
き
」（『
典
礼
憲
章
』
7
）、
語
っ
て
い
る
の
は
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
だ
か
ら
で
す
。

神
は
、
教
会
の
生
き
た
聖
伝
、
教
導
職
、
聖
書
の
個
人
・
共
同
体
で
の
黙
想
、
民
間
信
心
業
を
通
し
て
語
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
神
は
、
貧
し
い
人
の
叫
び
を
通
し
て
、
ま
た
人
間
の
歴
史
の
中
の
出
来
事
を
通
し
て
、
ご

自
身
を
現
し
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
神
は
、
創
造
な
さ
っ
た
も
の
を
通
し
て
も
、
ご
自
分
の
民
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ら
れ
ま
す
。
被
造
物
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
造
り
主
の
わ
ざ
を
示
し
、
い
の
ち
を
与

え
る
霊
の
現
存
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
最
後
に
、
神
は
各
人
の
良
心
に
お
い
て
も
語
り
ま
す
。

そ
こ
は
「
人
間
の
も
っ
と
も
秘
め
ら
れ
た
中
心
で
あ
り
聖
所
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
人
間
は
独
り
神
と
と
も
に

あ
り
、
神
の
声
が
人
間
の
内
奥
で
響
く
」（『
現
代
世
界
憲
章
』
16
）
場
で
す
。
教
会
的
識
別
の
た
め
に
は
、
良

心
を
た
え
ず
監
督
し
培
い
、
信セ

ン
ス
ス
・
フ
ィ
デ
イ

仰
の
感
覚
を
成
熟
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
神
が
語
っ
て
お
ら
れ
る
場
、

ご
自
分
の
民
に
会
い
に
来
て
お
ら
れ
る
場
を
、
見
落
と
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
で
す
。
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84　

教
会
的
識
別
の
手
順
は
、
地
域
や
そ
の
伝
統
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
組
ま
れ
ま
す
。
シ
ノ
ド
ス
の
経
験

を
踏
ま
え
、
い
く
つ
か
鍵
と
な
る
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

a　

識
別
の
対
象
の
明
確
な
提
示
と
、
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
の
適
切
な
情
報
と
手
段
の
提
供
。

b　

祈
り
、
神
の
み
こ
と
ば
へ
の
傾
聴
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
熟
慮

―
、
そ
れ
ら
を
も
っ
て
準
備
す
る

に
適
切
な
期
間
。

c　

個
人
や
集
団
の
利
己
心
に
と
ら
わ
れ
な
い
内
的
姿
勢
と
、
共
通
善
追
求
の
熱
意
。

d　

各
人
の
発
言
へ
の
、
真
剣
で
敬
意
あ
る
傾
聴
。

e　

対
立
に
蓋ふ

た

す
る
の
で
も
、
ぎ
り
ぎ
り
の
妥
協
点
の
模
索
で
も
な
く
、
熱
く
「
心
を
燃
え
立
た
せ
る
」

（
ル
カ
24
・
32
参
照
）
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
る
共コ

ン
セ
ン
サ
ス

通
の
感
覚
の
、
可
能
な
か
ぎ
り
広
範
な
追
求
。

f　

参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
共
感
の
可
否
を
表
明
す
る
た
め
の
、
進
行
役
に
よ
る
、
得
ら
れ
た
共コ

ン
セ
ン
サ
ス

通
の
感
覚

の
明
文
化
と
全
参
加
者
へ
の
提
示
。

　

識
別
に
基
づ
い
て
、
自
分
の
意
見
が
採
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
全
員
の
同
意
を
必
要
と
す
る

ふ
さ
わ
し
い
決
定
が
熟
す
の
で
す
。
共
同
体
の
中
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
の
期
間
も
設
け
ら
れ
、
そ
こ
か

ら
さ
ら
な
る
検
証
や
検
討
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。



第三部　網を打ちなさい

95

85　

識
別
は
つ
ね
に
具
体
的
な
文
脈
の
中
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
文
脈
の
複
雑
さ
と
独
自
性
を
で
き
る

か
ぎ
り
理
解
す
べ
き
で
す
。
識
別
が
真
に
「
教
会
的
」
で
あ
る
に
は
、
必
要
な
手
段
を
用
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
以
下
の
も
の
が
含
ま
れ
ま
す
。

―
聖
書
本
文
の
解
釈
と
理
解
を
助
け
、
偏
向
的
あ
る

い
は
原
理
主
義
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
避
け
る
こ
と
に
な
る
、
聖
書
の
適
切
な
注
解
。

―
教
父
、
聖
伝
、
教

導
職
の
教
え
に
つ
い
て
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
威
の
序
列
を
踏
ま
え
て
の
理
解
。

―
神
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
貢
献
。

―
人
文
科
学
、
歴
史
学
、
社
会
学
、
行
政
学
か
ら
の
知
見
。
こ
れ
ら
な
し
で
は
、
識
別
が
行

わ
れ
る
背
景
や
目
的
を
し
っ
か
り
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

86　

教
会
に
は
、
多
様
性
に
富
ん
だ
識
別
の
手
法
と
確
立
さ
れ
た
方
法
論
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
多
様
性
は
財

産
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
に
適
切
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
多
様
な
手
法
か
ら
多
く
の
実
り
が
も
た
ら
さ

れ
ま
す
。
共
通
の
使
命
を
見
据
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
取
り
除
く
こ
と
な
く
、
ま
た
そ
れ
に
固
執
も
せ
ず
、

真
摯
な
対
話
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
地
方
教
会
に
お
い
て
は
、「
教
会
の
小
規
模
共
同
体
」
や
小
教
区

を
足
掛
か
り
と
し
て
、
な
か
で
も
、
責
任
あ
る
立
場
に
あ
る
人
を
対
象
に
し
た
、
宣
教
の
た
め
の
教
会
的
識

別
と
い
う
文
化
の
普
及
と
興
隆
に
つ
な
が
る
養
成
の
機
会
の
提
供
が
必
須
で
す
。
同
様
に
重
要
な
の
は
、
同
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伴
者
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
養
成
で
す
。
大
抵
は
彼
ら
が
、
識
別
の
行
程
を
歩
む
う
え
で
の
き
わ
め
て
重

要
な
役
割
を
担
う
か
ら
で
す
。

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
整
備

87　

シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
で
は
、
宣
教
の
た
め
の
「
決
定
を
目
的
に
、
メ
ン
バ
ー
が
自
由
で
豊
か
な
多
様
性

を
も
つ
共
同
体
の
全
員
が
召
集
さ
れ
て
、
祈
り
、
聞
き
、
分
析
し
、
対
話
し
、
識
別
し
、
進
言
す
る
べ
く
集

う
の
で
す
」（『
教
会
の
生
活
と
宣
教
に
お
け
る
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
』
68
）。
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
へ
の
、
神
の
民
全
体

の
可
能
な
か
ぎ
り
幅
広
い
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
を
推
進
す
る
も
っ
と
も
有
効
な

道
で
す
。
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
が
、
教
会
を
教
会
た
ら
し
め
る
生
活
様
式
と
運
営
ス
タ
イ
ル
を
規
定
す
る
と
い
う

の
が
真
で
あ
る
な
ら
ば
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
ま
た
、
教
会
の
使
命
を
果
た
す
う
え
で
欠
か
せ
な
い
実
践
も
示

し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
を
備
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
枠
組
み
や
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
識

別
し
、
共コ

ン
セ
ン
サ
ス

通
の
感
覚
に
達
し
、
決
定
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

88　

主
に
よ
っ
て
呼
び
集
め
ら
れ
、
派
遣
さ
れ
た
弟
子
た
ち
の
共
同
体
は
、
画
一
的
で
没
個
性
な
主
体
で
は
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あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
多
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
で
成
る
主
の
か
ら
だ
で
あ
り
、
歴
史
に
根
ざ
し
た
、
交
わ

り
で
あ
る
主
体
で
あ
り
、
そ
こ
に
神
の
国
が
「
芽
生
え
と
な
り
、
始
ま
り
と
な
っ
て
」
生
じ
、
人
類
家
族
す

べ
て
に
そ
の
到
来
が
及
ぶ
よ
う
尽
く
す
も
の
で
す
（『
教
会
憲
章
』
5
参
照
）。
す
で
に
教
父
た
ち
は
、
神
の
民

の
宣
教
に
あ
る
交
わ
り
の
本
質
を
三
つ
の
「
○
○
抜
き
に
は
何
ら
な
し
え
ず
（nihil sine

）」
で
も
っ
て
考
察

し
て
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
監
督
［
司
教
］
抜
き
で
は
、
何
事
も
す
べ
き
で
は
な
い
」（
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア

の
聖
イ
グ
ナ
ツ
ィ
オ
「
ト
ラ
レ
ス
の
キ
リ
ス
ト
者
へ
の
手
紙
」
2
・
2
［
八
木
誠
一
訳
、『
使
徒
教
父
文
書
』
講
談
社
、
一
九

七
四
年
、
一
二
一
頁
参
照
］）、
そ
し
て
「
あ
な
た
が
た
［
司
祭
と
助
祭
］
抜
き
に
は
、
民
の
同
意
抜
き
に
は
、

何
ら
な
し
え
ず
」（
カ
ル
タ
ゴ
の
聖
チ
プ
リ
ア
ノ
「
司
祭
・
助
祭
へ
の
手
紙
」：Epistola 14, 4

）
で
す
。
こ
の
「
〇
〇

抜
き
に
は
何
ら
な
し
え
ず
」
の
道
理
が
崩
れ
る
と
、
そ
こ
で
教
会
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
あ
い
ま
い
に
な

り
、
そ
の
使
命
は
妨
げ
ら
れ
る
の
で
す
。

89　

こ
の
よ
う
な
教
会
観
の
枠
組
み
に
、
さ
ま
ざ
ま
に
担
う
共
同
責
任
を
土
台
と
し
た
参
加
を
促
進
す
る
取

り
組
み
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
共
同
体
の
全
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
能
力
と
た
ま
も
の
を
生
か
し
た
、
皆
が
か
か
わ
る
意
思
決
定
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
共
同

体
の
規
模
に
よ
っ
て
そ
の
整
い
方
に
差
は
あ
り
ま
す
が
、
制
度
的
な
仲
介
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
現
行
の
教
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会
法
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
参
与
機
関
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
し
ま
す
。

90　

そ
れ
ら
の
機
能
を
促
す
に
は
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
整
備
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
適
切
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
は
通
常
、「
識
別
、
意
見
聴
取
、
連
携
か
ら
成
る
共
同
作
業
を
通
じ
た
」（『
教

会
の
生
活
と
宣
教
に
お
け
る
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
』
69
）、
入
念
な
起
草
か
ら
根
拠
の
検
証
に
至
る
ま
で
の
一
つ
の
段
階

を
備
え
て
お
り
、
こ
れ
が
次
の
段
階
の
、
し
か
る
べ
き
権
威
者
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
意
思
決
定
へ
の
情
報

提
供
と
な
り
後
押
し
と
な
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
段
階
の
間
に
は
競
合
や
対
立
は
な
く
、
む
し
ろ
両
者
は
そ

の
連
携
に
よ
っ
て
、
下
さ
れ
た
決
定
が
、
神
の
ご
自
分
の
教
会
へ
の
望
み
に
全
メ
ン
バ
ー
が
服
す
る
実
り
と

な
る
こ
と
に
役
立
つ
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
霊
に
開
か
れ
た
雰
囲
気
と
相
互
信
頼
の
も
と
で
、

で
き
る
か
ぎ
り
全
会
一
致
し
た
共コ

ン
セ
ン
サ
ス

通
の
感
覚
を
目
指
し
、
会
議
の
参
加
者
と
議
長
団
と
の
互
恵
関
係
を
有
効

に
す
る
進
め
方
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
決
定
の
実
践
段
階
と
評
価
段
階
も
備
え
ら

れ
る
べ
き
で
、
そ
こ
で
は
関
係
者
の
役
割
が
新
た
な
あ
り
方
で
調
整
さ
れ
ま
す
。

91　

現
行
の
教
会
法
で
は
、
決
定
を
下
す
前
に
当
該
権
威
者
が
意
見
聴
取
す
る
義
務
を
負
う
と
規
定
さ
れ
て

い
る
事
案
が
あ
り
ま
す
。
司
牧
の
権
威
者
は
、
意
見
聴
取
に
応
じ
た
人
た
ち
に
耳
を
傾
け
る
義
務
が
あ
り
、
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し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
聞
い
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
聴
取

の
結
果
に
齟そ

齬ご

が
な
い
場
合
、
正
当
な
理
由
も
な
く
、
そ
の
根
拠
を
適
切
に
表
明
す
る
こ
と
も
な
し
に
、
権

威
者
は
そ
の
結
果
か
ら
逸
脱
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
（
教
会
法
第
127
条
第
2
項
第
2
号
、
東
方
教
会
法
第
934
条
第
2
項

第
3
号
参
照
）。
正
義
に
従
い
生
き
る
共
同
体
は
ど
こ
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
教
会
に
お
け
る
権
威
の
行
使

に
、
恣
意
的
な
意
志
の
強
要
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
行
使
の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
権
威
は
つ
ね
に

交
わ
り
に
奉
仕
し
、
キ
リ
ス
ト
の
真
理
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
益
す
る
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
の
真
理
の

う
ち
に
、
ま
た
そ
こ
に
向
か
っ
て
、
聖
霊
は
時
代
や
状
況
に
応
じ
て
わ
た
し
た
ち
を
導
い
て
く
だ
さ
る
の
で

す
（
ヨ
ハ
ネ
14
・
16
参
照
）。

92　

シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
で
、
司
教
、
司
教
団
、
ロ
ー
マ
の
司
教
が
有
す
る
意
思
決
定
の
権
限
は
、
譲
渡
し

え
な
い
も
の
で
す
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
が
立
て
た
教
会
の
位
階
的
構
造
に
根
ざ
し
、
教
会
の
一
致
と
、
そ
の

正
当
な
多
様
性
を
重
ん
じ
る
こ
と
と
に
奉
仕
す
る
も
の
だ
か
ら
で
す
（『
教
会
憲
章
』
13
参
照
）。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
権
限
は
無
条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
意
見
聴
取
の
プ
ロ
セ
ス
で
正
当
な
識
別
の
成
果
と
し
て
生
じ

た
方
向
性
は
、
し
か
も
そ
れ
が
参
与
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
は
と
り
わ
け
無
視
で
き
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
意
見
聴
取
と
裁
定
と
を
対
立
さ
せ
る
こ
と
は
不
適
切
で
す
。
教
会
で
は
、
裁
定
は
全
員
の
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助
け
を
借
り
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
職
責
に
基
づ
い
て
決
定
を
下
す
司
牧
の
権
威
者
抜
き
で
な

さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
理
由
か
ら
、
教
会
法
に
繰
り
返
し
登
場
す
る
「
参
考
投
票
権
の

み
を
有
す
る
（tantum

 consultivum

）」
と
い
う
定
型
句
を
、
あ
い
ま
い
さ
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
を
取
り
除

く
た
め
に
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
シ
ノ
ド
ス
的
観
点
で
の
教
会
法
の
改
定
が
望
ま
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
意
見
聴
取
す
る
こ
と
と
裁
定
を
下
す
こ
と
と
の
相
違
と
つ
な
が
り
が
明
確
に
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
で
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
加
わ
る
者
の
責
任
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

93　

円
滑
な
進
行
を
図
る
こ
と
、
そ
し
て
参
加
者
が
確
実
に
責
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
は
、
本
書
の
提
示
す

る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
実
り
多
い
も
の
に
す
る
た
め
の
、
き
わ
め
て
重
要
な
条
件
で
す
。

a　

と
く
に
権
威
者
は
、
以
下
に
つ
い
て
の
責
を
負
い
ま
す
。
意
見
聴
取
と
裁
定
の
対
象
、
さ
ら
に
決
定

を
下
す
責
任
者
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
。
専
門
の
知
識
を
も
つ
人
や
、
問
題
の
当
事
者
で
あ
る
人
も

含
め
、
意
見
聴
取
す
べ
き
対
象
を
確
定
す
る
こ
と
。
参
加
者
全
員
が
関
係
す
る
デ
ー
タ
に
正
規
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
、
事
情
を
十
分
に
検
討
し
た
う
え
で
自
己
の
見
解
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。



第三部　網を打ちなさい

101

b　

意
見
聴
取
を
受
け
る
者
は
、
個
人
と
し
て
、
ま
た
組
織
の
一
員
と
し
て
、
以
下
に
つ
い
て
の
責
を
負

い
ま
す
。
学
識
と
良
心
に
基
づ
い
て
、
真
摯
で
率
直
な
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
。
提
供
さ
れ
た
情
報

の
守
秘
義
務
を
遵
守
す
る
こ
と
。
己
の
意
見
を
明
確
に
述
べ
、
要
点
を
示
す
こ
と
。
受
け
取
っ
た
意

見
と
異
な
る
決
定
を
権
威
者
が
下
す
場
合
に
、
ど
の
よ
う
に
意
見
を
考
慮
し
た
の
か
を
説
明
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

c　

し
か
る
べ
き
権
威
者
が
、
意
見
聴
取
の
プ
ロ
セ
ス
を
尊
重
し
、
根
拠
を
は
っ
き
り
示
し
た
う
え
で
裁

定
を
下
し
た
か
ら
に
は
、
洗
礼
を
受
け
た
者
た
ち
を
一
つ
に
す
る
交
わ
り
の
き
ず
な
で
結
ば
れ
て
い

る
の
で
す
か
ら
、
だ
れ
も
が
そ
の
決
定
に
従
い
実
現
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
決
定
が
自
身

の
意
見
と
一
致
し
な
く
と
も
そ
う
で
あ
り
、
評
価
段
階
に
誠
実
に
参
加
す
る
義
務
を
免
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
法
の
定
め
る
方
法
に
の
っ
と
り
、
上
位
の
権
威
者
に
訴
え
る
こ
と
は
つ
ね
に

可
能
で
す
。

94　

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
シ
ノ
ド
ス
流
で
の
正
し
く
決
然
と
し
た
実
行
は
、
参
加
と
い
う
観
点
か
ら
、
神

の
民
の
前
進
に
貢
献
す
る
で
し
ょ
う
。
と
り
わ
け
そ
れ
を
か
な
え
る
の
は
、
教
会
法
に
規
定
さ
れ
た
制
度
的

な
仲
介
、
な
か
で
も
参
与
機
関
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
そ
れ
で
す
。
短
期
間
で
具
体
的
変
化
が
な
け
れ
ば
、
シ
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ノ
ド
ス
流
の
教
会
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
は
信
頼
を
失
い
、
こ
の
シ
ノ
ド
ス
の
旅
か
ら
力
と
希
望
を
得
た
神
の
民

の
メ
ン
バ
ー
を
遠
ざ
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
変
革
を
実
現
す
る
適
切
な
方
法
を
見
い
だ

す
こ
と
は
、
各
地
方
教
会
の
責
務
で
す
。

透
明
性
、
説
明
責
任
、
評
価

95　

意
思
決
定
を
も
っ
て
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
が
完
結
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
福
音
に
基
づ
い
て

導
か
れ
る
透
明
性
を
支
柱
に
、
説
明
責
任
と
評
価
の
実
践
が
伴
う
と
と
も
に
、
そ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
自
ら
の
職
務
に
つ
い
て
共
同
体
に
説
明
す
る
こ
と
は
、
使
徒
時
代
の
教
会
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
、

も
っ
と
も
古
い
伝
統
の
一
部
で
す
。
そ
の
一
例
が
、
使
徒
言
行
録
11
章
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ト
ロ
が
、

異
邦
人
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
に
洗
礼
を
授
け
た
後
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
戻
る
と
、「
割
礼
を
受
け
て
い
る
者
た
ち
は

彼
を
非
難
し
て
、「
あ
な
た
は
割
礼
を
受
け
て
い
な
い
者
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
一
緒
に
食
事
を
し
た
」

と
い
っ
た
」（
使
徒
言
行
録
11
・
2
―
3
）。
ペ
ト
ロ
は
こ
れ
に
、
自
身
の
行
動
の
理
由
を
説
明
す
る
話
を
も
っ

て
こ
た
え
て
い
ま
す
。
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96　

と
く
に
透
明
性
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
真
実
、
忠
実
、
明
瞭
性
、
正
直
、
誠
実
、
一
貫
性
、
不
透
明
性

や
偽
善
や
あ
い
ま
い
さ
の
否
定
、
下
心
の
な
さ
、
と
い
っ
た
一
連
の
表
現
と
関
連
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
意

味
を
明
確
に
す
る
必
要
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、「
心
の
清
い
人
」（
マ
タ
イ
5
・
8
参
照
）
と

い
う
福
音
の
真
福
八
端
、「
鳩
の
よ
う
に
素
直
に
な
り
な
さ
い
」（
マ
タ
イ
10
・
16
）
と
い
う
命
令
、
使
徒
パ
ウ

ロ
の
こ
と
ば
「
卑
劣
な
隠
れ
た
行
い
を
捨
て
、
悪
賢
く
歩
ま
ず
、
神
の
こ
と
ば
を
曲
げ
ず
、
真
理
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
神
の
み
前
で
自
分
自
身
を
す
べ
て
の
人
の
良
心
に
ゆ
だ
ね
ま
す
」（
二
コ
リ
ン
ト
4
・

2
）
に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
透
明
性
と
は
、
管
理
運
営
上
の
一
連
の
手
続
き
や
要
件

を
い
う
の
で
は
な
く
、
聖
書
に
根
ざ
し
た
基
本
姿
勢
な
の
で
す
。
福
音
的
に
適
正
な
意
味
で
の
透
明
性
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
守
秘
義
務
の
尊
重
、
個
人
の
保
護
お
よ
び
そ
の
尊
厳
と
人
権
の
保
護
を
損
な
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
当
局
に
よ
る
不
当
な
要
求
を
受
け
よ
う
と
も
そ
う
な
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
秘

密
保
持
の
姿
勢
が
、
福
音
に
反
す
る
行
為
を
正
当
化
し
た
り
、
不
正
を
隠
蔽
す
る
口
実
に
な
っ
た
り
、
悪
に

立
ち
向
か
う
行
動
を
回
避
す
る
手
段
と
な
る
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
告
解
で
の

秘
密
に
関
し
て
は
、「
秘
跡
的
封
印
は
必
須
で
あ
り
、
い
か
な
る
人
間
の
権
力
も
こ
れ
に
対
し
て
司
法
権
は

な
く
、
そ
れ
を
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
」（
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
「
教
皇
庁
内
赦
院
主
催
内
的
法
廷
［foro 

interno

］
第
三
十
回
講
座
の
参
加
者
へ
の
あ
い
さ
つ
（
二
〇
一
九
年
三
月
二
十
九
日
）」）。
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97　

先
に
述
べ
た
意
味
で
の
透
明
性
の
あ
る
姿
勢
は
、
か
か
わ
り
を
重
視
す
る
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
に
は
欠

か
せ
な
い
信
頼
と
信
用
に
と
っ
て
の
と
り
で
と
な
り
ま
す
。
信
頼
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
も
っ
と
も
苦
し
め
ら

れ
る
の
は
、
も
っ
と
も
弱
い
立
場
の
人
、
保
護
を
必
要
と
す
る
人
で
す
。
教
会
が
信
頼
を
得
て
い
れ
ば
、
透

明
性
、
説
明
責
任
、
評
価
の
実
践
は
そ
の
信
頼
の
強
固
さ
に
寄
与
し
ま
す
し
、
教
会
の
信
用
を
回
復
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
実
践
は
さ
ら
に
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
未
成
年
者

や
社
会
的
弱
者
の
保
護
（
セ
ー
フ
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
に
お
い
て
と
り
わ
け
重
要
で
す
。

98　

こ
れ
ら
の
実
践
は
、
教
会
が
自
ら
の
使
命
に
忠
実
で
あ
り
続
け
る
こ
と
に
寄
与
し
ま
す
。
そ
の
実
践
の

欠
如
は
聖
職
者
主
義
の
結
果
の
一
端
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
助
長
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
教

会
の
権
威
者
は
、
あ
た
か
も
神
の
民
の
他
の
成
員
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
、
そ
の
上
に
君
臨
す
る
存
在
で
あ
る

か
の
よ
う
に
、
自
ら
の
行
動
や
決
定
に
つ
い
て
は
説
明
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
暗
黙
の
仮
定
に
基
づ
く
も

の
で
す
。
透
明
性
や
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
性
虐
待
、
財
務
上
の
不
正
行
為
、
そ
の
他
の
背
任
行

為
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
司
牧
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
司
牧
計
画
、
宣
教
方
法
、
さ

ら
に
は
教
会
が
人
間
の
尊
厳
を
ど
う
尊
重
す
る
か
、
た
と
え
ば
教
会
関
連
機
関
内
で
の
労
働
条
件
と
い
っ
た
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こ
と
に
も
及
び
ま
す
。

99　

シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
が
居
心
地
の
よ
い
教
会
で
あ
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
説
明
責
任
が
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ

ル
に
お
い
て
当
然
の
慣
行
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
権
威
あ
る
立
場
の
者
の
こ
れ

に
つ
い
て
の
責
任
は
よ
り
重
く
、
神
と
そ
の
民
に
対
し
て
そ
れ
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
上
長
に

対
す
る
説
明
責
任
の
習
慣
が
何
世
紀
も
の
間
守
ら
れ
て
き
た
の
な
ら
ば
、
権
威
者
が
共
同
体
に
対
し
て
果
た

す
べ
き
説
明
責
任
の
次
元
を
回
復
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
奉
献
生
活
の
経
験
の
中
で
確
立
さ
れ
て
き
た
制

度
や
進
め
方
（
総
会
や
巡
察
な
ど
）
は
、
こ
の
点
で
一
つ
の
参
考
と
な
り
え
ま
す
。

100　

同
じ
く
必
要
な
の
は
、
ど
の
奉
仕
職
も
、
そ
の
責
務
が
ど
の
よ
う
に
果
た
さ
れ
て
い
る
か
を
定
期
的
に

評
価
す
る
仕
組
み
や
体
制
で
す
。
評
価
と
は
、
個
人
を
裁
く
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
役
務
上
の

責
任
を
担
う
者
の
行
動
に
お
け
る
よ
い
点
と
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、

決
定
し
た
こ
と
が
宣
教
に
照
ら
し
て
ど
ん
な
結
果
と
な
っ
た
か
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
教
会
が
経
験
か

ら
学
び
、
行
動
計
画
を
見
直
し
、
聖
霊
の
声
に
注
意
を
払
い
続
け
る
こ
と
を
助
け
ま
す
。
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す
で
に
定
め
ら
れ
て
い
る
基
準
や
管
理
機
構
に
つ
い
て
の
教
会
法
上
の
規
定
の
遵
守
に
加
え
て
、
各
地

方
教
会
、
と
り
わ
け
そ
の
連
合
体
に
は
、
シ
ノ
ド
ス
流
の
方
法
で
、
説
明
責
任
と
評
価
の
た
め
の
効
果
的
な

制
度
と
進
め
方
を
構
築
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
民
法
上
の
枠
組
み
、
社
会
か
ら
の
当
然
の
期
待
、
課
題
に

つ
い
て
の
専
門
家
の
協
力
可
能
性
を
踏
ま
え
、
各
地
域
の
多
様
な
文
脈
に
適
し
た
か
た
ち
で
整
え
ら
れ
る
べ

き
で
す
。
こ
の
作
業
で
は
参
加
型
評
価
の
手
法
を
優
先
し
、
と
く
に
信
徒
の
中
で
、
説
明
と
評
価
の
プ
ロ
セ

ス
に
精
通
し
た
人
の
専
門
性
を
生
か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
地
に
お
い
て
民
間
に
す
で
に
あ

る
優
れ
た
実
践
を
見
定
め
、
そ
れ
を
教
会
の
文
脈
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
説
明
と
評
価
の
プ
ロ

セ
ス
が
地
方
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
に
実
践
さ
れ
る
か
は
、
使ア

ド

・

リ

ミ

ナ

徒
座
定
期
公
式
訪
問
の
際
に
提
出
さ
れ
る
報
告

書
に
も
加
え
る
べ
き
事
項
で
す
。

102　

わ
け
て
も
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
適
し
た
か
た
ち
で
、
最
低
限
、
以
下
の
点
を
確
実
に
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

a　

経
済
問
題
評
議
会
の
機
能
の
有
効
化
。

b　

神
の
民
の
、
な
か
で
も
専
門
性
の
高
い
メ
ン
バ
ー
の
、
司
牧
計
画
や
財
務
計
画
へ
の
実
質
的
な
関
与
。

c　

教
会
と
そ
の
諸
機
関
の
資
産
と
財
源
の
管
理
を
透
明
に
す
る
た
め
の
、
可
能
な
か
ぎ
り
外
部
監
査
人
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に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
た
年
次
会
計
報
告
書
の
作
成
と
公
表
（
地
域
の
枠
組
み
に
即
し
た
、
ま
た
実
際

に
閲
覧
が
可
能
な
か
た
ち
で
）。

d　

宣
教
実
績
に
関
す
る
年
次
報
告
書
の
作
成
と
公
表
。
こ
れ
に
は
、
セ
ー
フ
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
未
成
年

者
と
弱
い
立
場
の
人
の
保
護
）
に
関
し
て
や
、
男
女
比
を
明
示
し
た
う
え
で
の
、
信
徒
の
、
権
限
あ

る
役
職
へ
の
登
用
や
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
へ
の
参
加
の
促
進
に
関
す
る
、
実
施
中
の
取
り
組
み
の
説

明
も
含
め
る
。

e　

教
会
内
の
す
べ
て
の
職
務
や
任
務
の
遂
行
状
況
を
定
期
的
に
評
価
す
る
た
め
の
手
順
の
整
備
。

　

こ
れ
ら
は
、
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
る
官
僚
的
な
決
め
事
で
は
な
く
、
文
化
的
な
変
革
に
つ
な
が
る
教
育

的
な
力
を
も
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
べ
き
で
す
。
そ
れ

に
加
え
て
、
教
会
や
そ
の
諸
機
関
の
行
う
、
こ
れ
ま
で
滅
多
に
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
多
く
の
尊
い

取
り
組
み
が
、
広
く
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
と
参
与
機
関

103　

洗
礼
を
受
け
た
人
に
よ
る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
へ
の
参
加
お
よ
び
説
明
責
任
と
評
価
の
実
践
は
、
制
度
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的
な
仲
介
を
通
じ
て
、
何
よ
り
ま
ず
、
教
会
法
に
規
定
さ
れ
る
地
方
教
会
レ
ベ
ル
の
参
与
機
関
に
よ
っ
て
行

わ
れ
ま
す
。
ラ
テ
ン
教
会
で
は
以
下
が
該
当
し
ま
す
。
教
区
代
表
者
会
議
（
教
区
シ
ノ
ド
ス
）（
教
会
法
第
466

条
参
照
）、
司
祭
評
議
会
（
同
第
500
条
第
2
項
参
照
）、
教
区
司
牧
評
議
会
（
同
第
514
条
第
1
項
参
照
）、
小
教
区
司
牧

評
議
会
（
同
第
536
条
参
照
）、
教
区
・
小
教
区
経
済
問
題
評
議
会
（
同
第
493
条
、
第
537
条
参
照
）。
東
方
諸
教
会
で

は
以
下
が
該
当
し
ま
す
。
エ
パ
ル
キ
ア
（
訳
注
：
ラ
テ
ン
教
会
の
「
教

区
」
に
相
当
す
る
も
の
）
会
議
（
東
方
教
会
法
第
235
条
以
下
参
照
）、
エ
パ

ル
キ
ア
経
済
問
題
評
議
会
（
同
第
262
条
以
下
参
照
）、
司
祭
評
議
会
（
同
第
264
条
参
照
）、
エ
パ
ル
キ
ア
司
牧
評
議

会
（
同
第
272
条
以
下
参
照
）、
小
教
区
評
議
会
（
同
第
295
条
参
照
）。
こ
れ
ら
機
関
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
職
ご
と
に
異
な
る
責
務
に
応
じ
て
、
教
会
で
の
固
有
の
役
割
（
カ
リ
ス
マ
、
奉
仕
職
、
経
験
、
専
門
性
な

ど
）
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
機
関
は
、
文イ

ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

化
内
開
花
に
基
礎
を
置
い
て
福
音
を
告
げ
る
こ
と
、

置
か
れ
た
環
境
の
中
で
共
同
体
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
、
そ
の
共
同
体
の
成
員
で
あ
る
洗
礼
を
受
け
た
人
が

あ
か
し
を
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
を
目
的
と
し
た
必
要
な
識
別
に
参
加
し
ま
す
。
ま
た
、
規
定
さ
れ
た
か
た
ち

で
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
寄
与
し
、
説
明
責
任
と
評
価
の
場
に
も
な
り
、
各
機
関
自
身
の
活
動
に
つ
い
て

の
評
価
と
説
明
責
任
の
義
務
も
負
う
の
で
す
。
参
与
機
関
は
、
シ
ノ
ド
ス
の
方
針
を
迅
速
に
実
行
に
移
し
、

短
時
間
で
目
に
見
え
る
変
化
を
も
た
ら
す
た
め
の
、
有
望
な
取
り
組
み
の
場
の
一
つ
で
す
。
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104　

シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
が
基
盤
と
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
参
与
機
関
が
存
在
し
、
効
果
的
に
機
能
し
、

名
目
上
の
も
の
で
は
な
く
実
質
的
に
活
発
で
あ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
そ
れ
ら
が
教
会
法
の
規
定
や
正
当
な
慣

行
に
の
っ
と
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
機
関
の
規
約
や
規
則
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
参
与
機
関
は
、
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
の
す
べ
て
の
段
階
で
求
め
ら
れ
て
き
た

よ
う
に
、
設
置
が
義
務
化
さ
れ
る
べ
き
で
す
し
、
単
に
形
式
的
に
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
に

適
し
た
か
た
ち
で
、
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

105　

同
様
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
参
与
機
関
の
運
営
に
関
し
、
シ
ノ
ド
ス
流
の
作
業
法
の
採
用
を
手
始
め
に

し
て
対
処
す
る
の
は
適
切
な
こ
と
で
す
。「
霊
に
お
け
る
会
話
」
は
、
ふ
さ
わ
し
い
適
応
を
施
す
こ
と
で
、

一
つ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
え
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
選
出
法
に
は
、
と
く
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
す
。
選
挙

が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
共
同
体
や
地
方
教
会
の
現
実
を
で
き
る
だ
け
反
映
す
る
シ
ノ
ド
ス
流
の
意
見

聴
取
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
権
威
者
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
そ
の
際
、
上
述
の
意

見
聴
取
か
ら
裁
定
ま
で
の
つ
な
が
り
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
教
区
や
小
教
区
の
司
牧
評

議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
司
祭
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
同
様
に
、
議
案
を
提
出
す
る
権
限
を
も
つ
仕
組
み
を
設

け
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
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同
じ
く
注
意
が
必
要
な
の
は
、
参
与
機
関
の
人
員
構
成
で
す
。
女
性
、
若
者
、
貧
困
や
社
会
的
疎
外
の

状
況
に
あ
る
人
た
ち
の
、
よ
り
積
極
的
な
参
画
を
促
す
た
め
で
す
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
機
関
に
は
、
共
同
体

内
部
の
活
動
や
業
務
の
運
営
に
携
わ
る
人
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
現
場
や
社
会
の
荒
波
の
中
で
信
仰
の

あ
か
し
に
献
身
す
る
、
使
徒
的
・
宣
教
的
な
志
の
認
め
ら
れ
る
洗
礼
を
受
け
た
人
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

基
本
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
構
成
に
よ
っ
て
教
会
的
識
別
は
、
よ
り
広
い
視
野
、
現
実
分
析
の
能
力
、

多
様
な
視
点
と
い
う
恩
恵
を
得
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
の
必
要
性
に
応
じ
て
、
本
シ
ノ
ド
ス
総
会

で
の
実
践
に
倣
い
、
他
の
諸
教
会
や
他
の
キ
リ
ス
ト
教
団
教
派
か
ら
の
代
表
者
、
あ
る
い
は
そ
の
地
域
に
存

在
す
る
他
宗
教
の
代
表
者
の
参
加
の
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
も
有
益
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
教
区
と
そ
の
連
合

体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
適
し
た
参
与
機
関
の
構
成
基
準
を
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
く
示
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

107　

本
総
会
は
、
基
礎
共
同
体
、
小
教
区
や
地
域
、
そ
し
て
教
区
司
牧
評
議
会
に
至
る
ま
で
の
各
レ
ベ
ル
で
、

司
牧
評
議
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
と
い
っ
た
、
す
で
に
実
行
さ
れ
て
い
る
改
革
の
経
験
や
優
れ
た
実
践
に

と
く
に
注
目
し
ま
し
た
。
ま
た
、
協
議
と
聴
取
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
定
期
的
に
教
会
会

議
を
開
催
す
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
意
見
聴
取
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
内
に
限
定
せ
ず
、
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他
の
諸
教
会
や
他
の
キ
リ
ス
ト
教
団
教
派
が
寄
与
す
る
も
の
に
も
耳
を
傾
け
、
地
域
に
存
在
す
る
他
宗
教
に

も
配
慮
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

108　

本
総
会
は
、
教
区
代
表
者
会
議
（
教
区
シ
ノ
ド
ス
）
お
よ
び
東
方
教
会
の
当
該
会
議
（
エ
パ
ル
キ
ア
会

議
）
を
、
司
教
が
自
ら
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
神
の
民
の
一
部
か
ら
定
期
的
に
意
見
聴
取
す
る
機
関
と
し
て
、
い

っ
そ
う
重
視
す
る
よ
う
提
案
し
ま
す
。
と
く
に
こ
の
会
議
は
、
地
方
教
会
の
生
活
と
宣
教
に
か
か
わ
る
重
要

な
決
定
を
行
う
際
に
、
耳
を
傾
け
、
祈
り
、
識
別
す
る
場
と
な
り
ま
す
。
ま
た
教
区
代
表
者
会
議
（
教
区
シ

ノ
ド
ス
）
は
、
説
明
責
任
と
評
価
を
果
た
す
場
と
も
な
り
え
ま
す
。
司
教
は
こ
の
会
議
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
け
る
司
牧
活
動
の
報
告
の
ほ
か
、
司
牧
計
画
の
実
施
状
況
、
教
会
全
体
で
の
シ
ノ
ド
ス
流
の
歩
み
の

浸
透
状
況
、
保
護
措
置
（
セ
ー
フ
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
へ
の
取
り
組
み
、
財
務
お
よ
び
教
会
財
産
の
管
理
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
各
地
方
教
会
の
宣
教
的
で
シ
ノ
ド
ス
的
な
性
格
を
よ
り
適
切
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
、
こ
の
件
に
関
す
る
教
会
法
の
規
定
を
よ
り
厳
密
に
し
、
教
区
代
表
者
会
議
（
教
区
シ
ノ
ド

ス
）
お
よ
び
東
方
教
会
の
当
該
会
議
（
エ
パ
ル
キ
ア
会
議
）
が
あ
ま
り
期
間
を
空
け
る
こ
と
な
く
、
定
期
的

に
開
か
れ
る
よ
う
な
規
定
を
盛
り
込
む
こ
と
を
求
め
ま
す
。
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第
四
部　

豊　

漁
き
ず
な
に
つ
い
て
の
回
心

ほ
か
の
弟
子
た
ち
は
魚
の
か
か
っ
た
網
を
引
い
て
、
舟
で
戻
っ
て
き
た
。
…
…
シ

モ
ン
・
ペ
ト
ロ
が
舟
に
乗
り
込
ん
で
網
を
陸
に
引
き
上
げ
る
と
、
百
五
十
三
匹
も

の
大
き
な
魚
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
多
く
捕
れ
た
の
に
、
網
は
破
れ

て
い
な
か
っ
た
（
ヨ
ハ
ネ
21
・
8
、
11
）。

109　

復
活
し
た
主
の
こ
と
ば
ど
お
り
に
打
っ
た
網
が
、
豊
漁
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
全
員
が
協
力
し
て
網
を

引
い
て
い
ま
す
が
、
ペ
ト
ロ
に
は
特
別
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
福
音
書
で
は
漁
は
共
同
で
行
う
行
為
で
、
一

人
ひ
と
り
に
任
務
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
皆
異
な
る
も
の
の
、
他
の
人
の
任
務
と
息
を
合
わ
せ
て
務
め
ま
す
。

シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
も
同
じ
で
、
交
わ
り
に
結
ば
れ
る
き
ず
な
と
、
個
々
の
民
族
と
各
文
化
の
多
様
性
の
た
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め
の
空
間
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
教
会
が
根
を
下
ろ
し
、
そ
し
て
旅
す
る
場
が
、
実
際
に
変
化
す
る
時

代
に
あ
っ
て
は
、
た
ま
も
の
を
交
換
し
、
わ
た
し
た
ち
を
一
つ
に
結
ぶ
き
ず
な
を
編
む
た
め
、
新
た
な
方
法

を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
互
い
に
交
わ
り
を
も
ち
、
ロ
ー
マ
の
司
教
と
の
交
わ
り

の
う
ち
に
あ
る
、
司
教
職
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
ま
す
。

根
を
下
ろ
し
、
そ
し
て
旅
す
る
人
た
ち

110　

福
音
の
告
知
は
、
人
々
の
心
に
信
仰
を
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
で
、
特
定
の
場
所
で
の
教
会
設
立
に
至
り

ま
す
。
教
会
は
、
救
い
を
も
た
ら
す
神
と
の
出
会
い
の
共
有
体
験
が
形
成
さ
れ
る
、
具
体
的
な
地
域
、
空
間
、

時
代
に
根
ざ
し
て
い
な
け
れ
ば
、
理
解
さ
れ
は
し
ま
せ
ん
。
教
会
の
地
方
性
に
は
、
特
定
の
文
化
的
・
歴
史

的
背
景
に
根
を
下
ろ
し
た
多
様
な
信
仰
表
現
の
豊
か
さ
が
保
た
れ
て
い
て
、
諸
教
会
の
交
わ
り
は
、
唯
一
の

教
会
に
お
け
る
信
者
た
ち
の
交
わ
り
の
表
現
と
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ノ
ド
ス
の
回
心
は
、
こ
の
よ
う
に
一
人

ひ
と
り
に
対
し
、
自
分
の
心
の
空
間
を
拡
張
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。
心
こ
そ
が
、
す
べ
て
の
か
か
わ
り

―

各
人
と
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
と
の
関
係
、
そ
し
て
そ
の
教
会
と
の
関
係
に
根
を
下
ろ
す
も
の

―
が
共
鳴
す

る
第
一
の
「
場
」
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
帰
属
に
よ
る
き
ず
な
と
教
会
の
場
を
、
シ
ノ
ド
ス
的
観
点
で
刷



114

新
す
る
出
発
点
で
あ
り
、
前
提
条
件
な
の
で
す
。
司
牧
活
動
は
、
す
で
に
通
じ
合
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

人
ど
う
し
の
か
か
わ
り
を
大
事
に
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
の
間
で
出
会
い
を
促
進
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

111　

根
を
下
ろ
す
と
い
う
経
験
に
つ
い
て
は
、
場
と
い
う
も
の
の
捉
え
方
を
変
え
つ
つ
あ
る
社
会
文
化
的
な

根
底
か
ら
の
変
化
を
踏
ま
え
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
場
の
概
念
は
、
も
は
や
純
粋
に
地
理
的
・
空

間
的
な
用
語
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
て
、
今
の
時
代
は
、
か
か
わ
り
の
網

ネ
ッ
ト
ワ
ー
クや
、

こ
れ
ま
で
に
な
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
柔
軟
な
地
理
的
ル
ー
ツ
を
も
つ
文
化
へ
の
帰
属
を
想
起
さ
せ
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
都
市
化
は
、
こ
う
し
た
変
化
の
主
要
な
一
要
因
で
す
。
今
日
、
人
類
の
歴
史
上
で
初
め
て
、

世
界
の
人
口
の
大
半
が
都
市
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
大
都
市
は
多
く
の
場
合
、
歴
史
も
個
性
も
な
い
人
間
の

集
合
体
と
な
り
、
人
は
絶
海
の
孤
島
の
よ
う
に
そ
こ
で
生
き
て
い
ま
す
。
従
来
の
地
域
的
な
き
ず
な
の
重
み

が
変
わ
り
、
小
教
区
や
教
区
の
境
界
は
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
教
会
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
共
同
体
の
生
活
を
再
構
築
し
、
匿
名
的
な
現
実
を
顔
の
見
え
る
も
の
に
し
、
兄
弟
姉
妹
と
し

て
の
か
か
わ
り
を
築
き
な
が
ら
、
生
き
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
だ
有
効
な
枠
組
み
を
十
分
に
生

か
す
だ
け
で
な
く
、
宣
教
的
な
創
造
力
を
も
っ
て
、
新
た
な
司
牧
の
か
た
ち
を
探
り
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
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を
見
い
だ
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
の
現
実
を
、
な
か
で
も
文
字
ど
お
り
周
縁
の
地
域

と
な
っ
て
い
る
場
所
を
な
お
ざ
り
に
す
べ
き
で
は
な
く
、
特
別
な
司
牧
的
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
社

会
的
疎
外
や
排
斥
の
あ
る
場
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

112　

こ
の
時
代
は
、
人
の
移
動
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
、
そ
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
難
民
や

移
民
は
活
発
な
共
同
体
を
形
成
す
る
こ
と
が
多
く
、
宗
教
的
習
慣
に
つ
い
て
も
そ
う
で
、
定
住
し
た
場
所
を

多
文
化
的
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
中
に
は
、
と
り
わ
け
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
母
国
と
の

強
い
結
び
つ
き
を
維
持
し
、
新
し
い
国
で
人
間
関
係
を
築
く
の
に
困
難
を
抱
え
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
根

無
し
草
と
な
る
人
も
い
ま
す
。
移
民
を
受
け
入
れ
る
土
地
の
住
民
も
ま
た
、
新
来
者
の
受
け
入
れ
に
苦
労
し

て
い
ま
す
。
だ
れ
も
が
、
地
理
的
・
文
化
的
・
言
語
的
出
自
の
多
様
性
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

て
お
り
、
多
文
化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
く
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
移
住
現
象
が
教
会
生
活
に

与
え
る
影
響
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
点
で
象
徴
的
な
の
は
、
信
者
が
離

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

散
し
続
け
て
い
る
一
部
の
東
方
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
状
況
で
す
。
出
身
教
会
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
的
・
文
化
的
ル

ー
ツ
を
尊
重
し
つ
つ
新
た
な
き
ず
な
を
築
く
た
め
の
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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デ
ジ
タ
ル
文
化
の
拡
大
、
と
く
に
若
者
の
間
で
顕
著
な
こ
の
現
象
が
、
空
間
と
時
間
の
認
識
を
も
根
底

か
ら
変
え
、
日
常
の
営
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
人
間
関
係
、
さ
ら
に
は
信
仰
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
も
た
ら
す
可
能
性
は
、
か
か
わ
り
、
き
ず
な
、
境
界
線
を
再
構
築
し
ま
す
。

今
日
で
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
つ
な
が
り
を
得
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
孤
独
や
疎
外
感
を
味
わ
う
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
S
N
S
は
経
済
的
・
政
治
的
な
利
害
関
係
の
あ
る
者
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人
を
誘
導
す
る
こ
と
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
拡
散
し
、
攻
撃
的
な
分
極
化
を
生
み
出
す
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
現
実
に
対
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
ま
だ
十
分
に
準
備
が
で
き
て
お
ら
ず
、
デ
ジ
タ
ル
環

境
が
宣
教
や
福
音
の
告
知
の
た
め
の
預
言
的
な
場
と
な
る
よ
う
、
資
源
を
投
入
す
る
決
断
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
方
教
会
は
、
デ
ジ
タ
ル
環
境
で
の
宣
教
に
従
事
す
る
人
を
励
ま
し
、
支
え
、
同
伴
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
グ
ル
ー
プ
、
と
り
わ
け
若
者
た
ち
の
そ
う
し
た
場

も
、
帰
属
の
き
ず
な
を
生
み
出
す
こ
と
、
出
会
い
と
対
話
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
、
仲
間
ど
う
し
で
の
学
び
合

い
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
、
教
会
の
あ
り
方
を
シ
ノ
ド
ス
流
に
展
開
さ
せ
つ
つ
、
そ
の
方
法
を
考
察
す

る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
な
が
り
で
形
成
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
教
会
の
シ
ノ
ド
ス
的
次
元
を

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
新
た
な
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
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こ
の
よ
う
な
社
会
的
・
文
化
的
発
展
か
ら
、
教
会
に
は
、
そ
の
使
命
を
よ
り
よ
く
果
た
す
た
め
、
自
身

が
用
い
る
「
地
方
」
の
次
元
の
意
味
を
再
考
し
、
自
ら
の
組
織
体
制
を
問
い
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
地
理
的
・
文
化
的
背
景
に
根
ざ
す
こ
と
の
価
値
を
認
め
つ
つ
も
、「
場
」
を
、
人
間
の
経
験

が
か
た
ち
を
成
し
て
い
く
歴
史
的
な
現
実
そ
の
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
し
て
そ
の

場
所
で
、
そ
こ
で
織
り
な
さ
れ
る
か
か
わ
り
の
網
の
中
で
、
教
会
は
、
自
ら
の
秘
跡
性
（『
教
会
憲
章
』
1
参

照
）
を
表
し
、
そ
の
使
命
を
果
た
す
よ
う
招
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

115　

場
所
と
空
間
の
関
係
は
、
教
会
を
「
家
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
示
唆
し
ま
す
。
締
め
切
ら
れ
た
、
立

ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
固
い
守
り
の
要
塞
の
よ
う
な
空
間
と
考
え
る
の
で
な
け
れ
ば
、
家
の
イ
メ
ー
ジ

か
ら
は
、
歓
迎
し
て
く
れ
そ
う
、
居
心
地
が
よ
さ
そ
う
、
包
み
込
ん
で
く
れ
そ
う
、
と
い
っ
た
も
の
が
わ
い

て
き
ま
す
。
被
造
界
は
ま
さ
し
く
、
わ
た
し
た
ち
が
と
も
に
暮
ら
す
家
で
す
。
そ
の
家
で
、
唯
一
の
人
類
家

族
に
属
す
る
わ
た
し
た
ち
は
、
他
の
す
べ
て
の
被
造
物
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で
す
。
聖
霊
に
支
え
ら

れ
た
わ
た
し
た
ち
の
責
務
は
、
教
会
が
、
神
の
子
で
あ
る
皆
に
と
っ
て
の
歓
待
の
家
に
、
出
会
い
と
救
い
の

秘
跡
に
、
交
わ
り
の
学
び
や
に
な
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
教
会
は
、
キ
リ
ス
ト
と
と
も

に
旅
す
る
神
の
民
で
も
あ
り
、
そ
の
中
で
は
す
べ
て
の
人
が
希
望
の
巡
礼
者
と
な
る
よ
う
招
か
れ
て
い
ま
す
。
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巡
礼
と
い
う
古
く
か
ら
の
慣
習
は
、
そ
の
し
る
し
で
す
。
民
間
の
信
心
は
、
宣
教
す
る
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会

の
、
数
々
の
場
の
一
つ
で
す
。

116　

教
区
と
し
て
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
地
方
教
会
あ
る
い
は
エ
パ
ル
キ
ア
は
、
基
礎
と
な
る
領
域
で
、
洗

礼
を
受
け
た
人
た
ち
の
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
交
わ
り
が
も
っ
と
も
十
全
に
表
さ
れ
る
場
で
す
。
そ
こ
に
お
い

て
共
同
体
は
、
司
教
の
司
式
す
る
感
謝
の
祭
儀
に
集
め
ら
れ
ま
す
。
各
地
方
教
会
は
、
そ
の
内
部
で
つ
な
が

り
つ
つ
、
同
時
に
他
の
地
方
教
会
と
も
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

117　

地
方
教
会
の
主
要
な
組
織
単
位
と
し
て
歴
史
が
伝
え
る
の
が
、
小
教
区
で
す
。
感
謝
の
祭
儀
を
も
っ
て

集
う
小
教
区
共
同
体
は
、
か
か
わ
り
、
迎
え
入
れ
、
識
別
、
宣
教
の
た
め
の
、
最
前
線
の
場
で
す
。
地
域
と

関
係
を
も
つ
こ
と
に
つ
い
て
の
捉
え
方
や
あ
り
方
が
変
化
し
て
い
る
の
で
、
小
教
区
の
形
状
を
捉
え
直
す
よ

う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
教
区
の
特
徴
は
、
意
図
し
て
選
ぶ
の
で
は
な
い
点
を
基
礎
と
し
た
共
同
体
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
は
、
世
代
、
職
業
、
出
身
地
、
社
会
階
層
、
生
活
環
境
の
違
う
人
々
が
集
ま
る
の

で
す
。
宣
教
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
に
は
、
人
々
の
移
動
と
、
実
際
に
そ
こ
で
生
活
を
送
っ
て
い
る

と
い
え
る
「
実
存
の
地
域
」
と
を
考
慮
し
た
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
司
牧
活
動
の
か
た
ち
を
始
め
る
よ
う
求
め
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ら
れ
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
入
信
の
手
ほ
ど
き
に
と
く
に
力
を
注
ぎ
、
同
伴
と
養
成
に
よ
っ
て
、
小
教
区

共
同
体
は
、
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
あ
る
人
を
、
ま
た
世
界
に
お
い
て
己
の
使
命
を
果
た
そ
う
と
す
る

人
を
、
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
自
分
を
中
心
に
据
え
ず
に
宣
教
へ
と
方
向
づ

け
ら
れ
、
職
業
や
、
社
会
・
文
化
・
政
治
の
活
動
に
よ
っ
て
、
信
仰
を
さ
ま
ざ
ま
な
し
か
た
で
生
き
て
あ
か

し
す
る
多
く
の
人
の
責
務
を
支
え
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
小
教
区
の
姿
が
、
い
っ
そ
う
明
確
に
な
る
で
し

ょ
う
。
世
界
の
多
く
の
地
域
で
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
小
規
模
共
同
体
」
や
「
教
会
基
礎
共
同
体
」
が
、
近

し
さ
と
互
恵
の
あ
る
強
い
つ
な
が
り
が
花
開
く
場
と
な
り
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
を
具
体
的
に
生
き
る
機
会
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
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わ
た
し
た
ち
は
、
奉
献
生
活
の
会
、
使
徒
的
生
活
の
会
、
ま
た
諸
会
、
運
動
体
、
新
し
く
創
立
さ
れ
た

共
同
体
に
は
、
地
域
に
根
を
下
ろ
す
力
が
あ
る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
領
域
を
結
ぶ
力

も
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
ば
し
ば
、
こ
う
し
た
会
の
活
動
が
、
多
く
の
個
人
や
私
的
グ
ル
ー
プ
の
活

動
を
伴
っ
て
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
へ
福
音
を
届
け
る
も
の
に
な
る
の
で
す
。
た
と
え
ば
病
院
、
刑
務
所
、

高
齢
者
施
設
、
移
民
収
容
施
設
、
未
成
年
者
保
護
施
設
、
社
会
的
疎
外
者
の
支
援
セ
ン
タ
ー
、
暴
力
被
害
者

の
シ
ェ
ル
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
教
育
や
養
成
の
場
、
学
校
、
大
学
と
い
っ
た
、
若
者
や
家
族
が
集
う
場
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が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
文
化
的
な
場
、
政
治
の
場
、
総
合
的
な
人
間
形
成
の
場
な
ど
、
共
生
の
新
た
な
あ

り
方
が
思
い
描
か
れ
、
立
案
さ
れ
る
場
も
あ
り
ま
す
。
感
謝
を
込
め
て
観
想
修
道
会
の
修
道
院
に
目
を
向
け

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
修
道
院
は
、
交
わ
り
と
識
別
の
場
で
あ
り
、
教
会
全
体
に
及
び
、
そ
の
歩
み
を
導
く
、

「
現
在
を
超
え
る
も
の
」
を
預
言
的
に
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
多
様
性
を
奨
励
し
、
一
致
の
き
ず
な

を
は
ぐ
く
む
こ
と
は
、
教
区
司
教
の
特
別
な
責
務
で
す
。
各
会
や
団
体
は
、
地
方
教
会
と
連
携
し
て
活
動
し
、

シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

119　

地
方
教
会
と
普
遍
教
会
の
間
の
「
中
間
的
」
な
場

―
教
会
管
区
や
、
国
や
大
陸
レ
ベ
ル
の
教
区
の
連

合
体
な
ど

―
を
生
か
す
こ
と
も
、
現
代
と
い
う
場
に
お
い
て
教
会
の
存
在
の
意
義
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。

移
動
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
と
今
日
的
な
相
互
連
関
性
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
教
会
間
の
境
界
線
は
流
動
的
に

な
り
、
多
く
の
場
合
に
「
広
範
な
社
会
的
・
文
化
的
地
域
」
の
中
で
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
は
、「
偽
り
の
特
異
主
義
」
の
た
ぐ
い
は
い
っ
さ
い
排
除
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
者
の
生
活
は
「
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
の
本
性
と
特
徴
に
適
合
し
た
も
の
と
な
る
」（『
教
会
の
宣
教
活
動
に
関
す
る
教
令
』
22
）
の
で
す
。



第四部　豊　漁

121

た
ま
も
の
の
交
換

120　

そ
れ
ぞ
れ
の
カ
リ
ス
マ
と
奉
仕
職
を
も
っ
た
多
様
な
イ
エ
ス
の
弟
子
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
と

も
に
歩
む
こ
と
は
、
そ
し
て
教
会
の
中
で
た
ま
も
の
を
交
換
し
つ
つ
歩
む
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
示

さ
れ
る
神
の
愛
と
い
つ
く
し
み
の
現
存
の
雄
弁
な
し
る
し
で
す
。
キ
リ
ス
ト
は
、
神
の
国
へ
と
向
か
う
人
類

の
旅
路
に
、
聖
霊
の
息
吹
を
通
し
て
同
伴
し
、
そ
れ
を
支
え
、
導
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
た
ま
も
の
の
交
換
は
、

教
会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
次
元
に
か
か
わ
り
ま
す
。
地
上
の
あ
ら
ゆ
る
民
か
ら
成
る
神
の
民
と
し
て
、
キ
リ
ス

ト
に
お
い
て
立
て
ら
れ
た
唯
一
の
普カ

ト
リ
ッ
ク

遍
の
教
会
は
、
そ
の
内
部
に
あ
る
、
各
地
方
教
会
、
そ
れ
ら
の
連
合
体
、

「
自
治
権
を
有
す
る
（sui iuris

）」
教
会
の
交
わ
り
の
中
で
、
躍
動
的
に
働
い
て
い
ま
す
。
そ
の
教
会
は
、「
諸

国
民
の
能
力
や
資
質
や
習
慣
を
、
そ
れ
が
よ
い
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
受
け
入
れ
、
し
か
も
受
け
入
れ
つ
つ

そ
れ
ら
を
清
め
、
強
め
、
高
め
る
」（『
教
会
憲
章
』
13
）
こ
と
で
、
自
ら
の
使
命
を
生
き
て
い
る
の
で
す
。

「
あ
な
た
が
た
は
そ
れ
ぞ
れ
、
た
ま
も
の
を
授
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
神
の
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
の
よ
い

管
理
者
と
し
て
、
そ
の
た
ま
も
の
を
生
か
し
て
互
い
に
仕
え
な
さ
い
」（
一
ペ
ト
ロ
4
・
10
）
と
い
う
使
徒
ペ

ト
ロ
の
勧
め
は
当
然
、
地
方
教
会
そ
れ
ぞ
れ
に
例
外
な
く
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
ま
も
の
の
交
換
の
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理
想
的
で
啓
発
的
な
模
範
は
、
ラ
テ
ン
の
伝
統
を
も
つ
教
会
と
東
方
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
間
で
の
も
の
で
、

変
化
と
緊
急
性
に
さ
ら
さ
れ
た
歴
史
的
状
況
の
た
め
に
、
今
日
と
く
に
丁
寧
に
実
践
し
、
再
評
価
す
る
よ
う

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
ま
も
の
の
交
換
、
共
通
善
の
追
求
、
地
球
規
模
で
重
要
な
社
会
問
題
へ
の
連
携
し

た
取
り
組
み

―
、
こ
れ
ら
が
実
現
し
そ
う
な
斬
新
で
希
望
あ
る
意
義
深
い
景
色
が
、
た
と
え
ば
ア
マ
ゾ
ン
、

コ
ン
ゴ
川
流
域
、
地
中
海
と
い
っ
た
、
国
境
や
文
化
を
越
え
た
広
大
な
地
域
に
お
い
て
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

121　

教
会
は
、
地
方
レ
ベ
ル
で
も
、
ま
た
そ
の
普
遍
的
唯
一
性
を
も
っ
て
も
、
自
ら
を
か
か
わ
り
の
網

ネ
ッ
ト
ワ
ー
クと

す
る
こ
と
を
志
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
出
会
い
の
文
化
、
社
会
正
義
、
社
会
か
ら

見
捨
て
ら
れ
た
人
た
ち
の
包
摂
、
諸
国
民
の
間
の
兄
弟
愛
、
と
も
に
暮
ら
す
家
を
大
事
に
す
る
こ
と

―
、

こ
れ
ら
を
訴
え
る
預
言
が
行
き
渡
り
、
促
進
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。
こ
の
預
言
を
実
現
さ
せ
る
に
は
、
連
帯

の
精
神
で
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
過
剰
な
温
情
主
義
を
排
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
尊
重
し
、

健
全
な
互
恵
関
係
を
促
進
し
、
必
要
な
と
き
に
は
記
憶
の
傷
を
い
や
し
て
和
解
の
道
を
歩
む
決
意
を
も
っ
て
、

各
教
会
の
富
の
分
か
ち
合
い
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
異
な
る
地
方
教
会
の
間
で
、
た

ま
も
の
を
交
換
し
、
資
源
を
分
か
ち
合
う
こ
と
は
、
関
係
す
る
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
ど
う
し
の
き
ず
な
を
生

み
出
す
こ
と
と
な
り
、
教
会
の
一
致
を
促
進
し
ま
す
。
司
祭
不
足
の
教
会
を
支
援
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
る
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司
祭
は
、
単
な
る
機
能
上
の
救
済
策
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
派
遣
し
た
教
会
と
支
援
を
受
け
る
教
会
の
双
方

の
成
長
の
た
め
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
の
条
件
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
様
に

経
済
的
援
助
も
、
た
だ
の
施
し
に
な
っ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
、
福
音
的
連
帯
を
促
進
し
、
さ
ら
に
透
明
性
の
あ

る
信
頼
で
き
る
方
法
で
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

122　

た
ま
も
の
の
交
換
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
全
教
会
と
す
べ
て
の
共
同
体
の
間
の
、
完
全
で
目
に
見
え
る
一

致
に
向
け
た
歩
み
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
キ
リ
ス
ト
へ
の
信

仰
と
愛
に
お
け
る
一
致
の
有
効
な
し
る
し
と
な
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
者
の
宣
教
の
信
頼
性
と
影
響
力
を
高
め
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
（
ヨ
ハ
ネ
17
・
21
参
照
）。
聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
対
話
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
表
現
し
ま
し
た
。「
対
話
は
、
た
だ
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
交
換
し
合
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
話
は
つ
ね
に
、「
た
ま
も
の
を
交
換
し
合
う
こ
と
」
な
の
で
す
」（『
キ
リ
ス
ト
者
の
一
致
』

28
）。
唯
一
の
福
音
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
文
脈
、
歴
史
的
状
況
、
社
会
的
挑
戦
の
中
に
受
肉
さ
せ
る
べ
く
、

神
の
こ
と
ば
と
聖
霊
の
声
に
聞
き
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
多
様
な
伝
統
が
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
こ
そ
が
、

何
世
紀
に
も
わ
た
り
社
会
的
・
文
化
的
レ
ベ
ル
で
、
聖
性
、
慈
善
、
霊
性
、
神
学
、
連
帯
と
い
う
豊
か
な
実

り
を
生
み
出
し
て
き
た
の
で
す
。
今
こ
そ
、
こ
れ
ら
貴
重
な
富
を
大
事
に
す
る
と
き
で
す
。
寛
大
に
、
誠
実
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に
、
偏
見
を
捨
て
、
主
に
感
謝
し
、
互
い
に
心
を
開
い
て
、
独
占
的
所
有
物
と
は
せ
ず
に
互
い
に
贈
り
合
う

の
で
す
。
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
他
教
会
や
他
共
同
体
の
聖
人
や
証
聖
者
の
模
範
も
ま
た
、
わ
た
し
た
ち

が
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
た
ま
も
の
で
す
。
彼
ら
の
記
念
日
、
と
り
わ
け
殉
教
者
の
も
の
を
わ
た
し
た
ち

の
典
礼
暦
に
加
え
る
こ
と
で
そ
れ
が
か
な
い
ま
す
。

123　

二
〇
一
九
年
二
月
四
日
、
ア
ブ
ダ
ビ
で
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
ア
ル
＝
ア
ズ
ハ
ル
の
グ
ラ
ン
ド
・
イ

マ
ー
ム
、
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
・
タ
イ
ー
ブ
が
署
名
し
た
共
同
文
書
「
世
界
平
和
と
共
生
の
た
め
の
人
類
の
兄

弟
愛
」
で
は
、「
歩
む
道
と
し
て
は
対
話
の
文
化
を
、
行
動
と
し
て
は
協
働
を
、
方
法
・
基
準
と
し
て
は
相

互
認
識
を
採
択
す
る
」
と
い
う
決
意
が
宣
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
神
の
民
が
今
と
い
う
歴
史
の
中
を

旅
す
る
う
え
で
、
非
現
実
的
な
願
望
で
も
な
け
れ
ば
、
任
意
の
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
旅
路
で
、
シ

ノ
ド
ス
流
の
教
会
は
、
己
の
生
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、
他
宗
教
の
信
者
や
、
異
な
る
信
条
を
も
つ
人
々

と
と
も
に
歩
み
、
福
音
の
喜
び
を
惜
し
み
な
く
分
か
ち
合
い
、
彼
ら
の
も
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
た
ま
も
の

を
感
謝
し
て
受
け
取
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。
全
員
が
兄
弟
姉
妹
と
し
て
、
相
互
の
交
換
と
援
助
を
も
っ
て

（『
現
代
世
界
憲
章
』
40
参
照
）、
正
義
、
兄
弟
愛
、
平
和
、
諸
宗
教
対
話
を
築
く
の
で
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、

人
々
が
所
属
宗
教
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
集
う
地
域
の
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
生
活
、
活
動
、
祈
り
と
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い
う
、
三
つ
の
対
話
の
層
に
適
し
た
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
致
の
た
め
の
き
ず
な

―
司
教
協
議
会
と
教
会
会
議

124　

た
ま
も
の
の
交
換
を
も
っ
た
交
わ
り
の
光
景
が
、
教
会
間
の
か
か
わ
り
の
着
想
を
生
み
出
す
指
標
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
全
教
会
の
一
致
を
形
づ
く
る
き
ず
な
へ
の
配
慮
と
、
各
地
方
教
会
が
お
の
お
の
の
歴
史

と
伝
統
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
文
脈
に
ひ
も
づ
く
特
性
へ
の
認
識
と
敬
意
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。
シ
ノ
ド

ス
流
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
各
教
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
前
進
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ペ
ー
ス
の

違
い
は
、
正
当
な
多
様
性
の
表
現
で
あ
り
、
た
ま
も
の
の
交
換
や
相
互
の
豊
か
さ
の
促
進
の
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
生
か
さ
れ
ま
す
。
と
も
に
展
望
す
る
こ
の
光
景
は
、
宣
教
す
る
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
と
な
る
た
め
の
具
体

的
な
組
織
と
実
践
を
、
識
別
し
、
見
定
め
、
促
進
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

125　

司
教
協
議
会
は
、
司
教
の
団
体
性
を
表
し
実
現
す
る
こ
と
で
教
会
間
の
交
わ
り
を
促
進
し
、
司
牧
生
活

の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
効
果
的
に
こ
た
え
て
い
ま
す
。
司
教
協
議
会
は
、
教
会
間
の
き
ず
な
を
生
み
出
し
、
経
験

や
成
功
事
例
を
共
有
し
、
キ
リ
ス
ト
教
生
活
と
信
仰
表
現
を
多
様
な
文
化
に
適
応
さ
せ
る
た
め
の
基
礎
的
手
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段
で
す
。
ま
た
、
神
の
民
全
体
を
巻
き
込
ん
で
の
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
発
展
に
お
い
て
も
、
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
以
下
を
提
案
し
ま
す
。

a　

司
教
協
議
会
の
神
学
的
・
法
的
規
約
に
関
す
る
、
討
議
の
成
果
を
集
約
す
る
こ
と
。

b　

教
理
お
よ
び
規
律
に
関
す
る
司
教
協
議
会
の
権
能
の
範
囲
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
司
教
の
自
ら
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
た
教
会
内
で
の
権
威
を
損
ね
ず
、
教
会
の
一
致
と
カ
ト
リ
ッ
ク
（
普
遍
）
性
を
危
う
く
せ

ず
に
、
団
体
性
を
も
っ
て
こ
う
し
た
権
能
を
行
使
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
に
即
し
た
適
切

で
文イ

ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

化
内
開
花
さ
れ
た
方
法
で
、
唯
一
の
信
仰
を
真
に
教
え
導
く
こ
と
を
促
進
で
き
、
典
礼
、
信
仰

教
育
、
規
律
、
司
牧
、
神
学
、
霊
性
の
適
切
な
表
現
を
見
定
め
ら
れ
る
の
で
す
（『
教
会
の
宣
教
活
動

に
関
す
る
教
令
』
22
参
照
）。

c　

司
教
協
議
会
の
実
際
の
機
能
の
実
態
と
、
司
教
団
ど
う
し
の
関
係
や
聖
座
と
の
関
係
の
実
態
評
価
に

取
り
掛
か
り
、
実
施
す
べ
き
具
体
的
改
革
を
見
定
め
る
こ
と
。
使ア

ド

・

リ

ミ

ナ

徒
座
定
期
公
式
訪
問
は
、
そ
う
し

た
評
価
を
行
う
絶
好
の
機
会
で
し
ょ
う
。

d　

す
べ
て
の
教
区
が
、
い
ず
れ
か
の
教
会
管
区
に
、
そ
し
て
ど
こ
か
の
司
教
協
議
会
に
属
す
る
よ
う
に

す
る
こ
と
（『
教
会
に
お
け
る
司
教
の
司
牧
任
務
に
関
す
る
教
令
』
40
参
照
）。

e　

司
教
協
議
会
で
採
択
さ
れ
た
決
定
は
、
そ
の
裁
決
に
加
わ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
司
教
を
自
教
区
に
お
い
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て
、
い
か
な
る
教
会
的
な
き
ず
な
を
も
っ
て
拘
束
す
る
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

126　

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
に
お
い
て
二
〇
二
三
年
初
頭
に
開
催
さ
れ
た
七
つ
の
大
陸
別
総
会
は
、
重
要
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
広
範
な
社
会
的
・
文
化
的
地
域
」
の
価
値
に
関
す
る
公
会
議
の
教
え

を
、「
キ
リ
ス
ト
信
者
の
生
活
の
全
領
域
に
わ
た
っ
て
、
よ
り
深
い
適
応
」（『
教
会
の
宣
教
活
動
に
関
す
る
教

令
』
22
）
を
追
求
し
つ
つ
効
果
的
に
実
現
す
る
方
法
と
し
て
生
か
す
べ
き
遺
産
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ノ
ド
ス

流
の
教
会
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
潜
在
能
力
を
生
か
す
べ
く
、
大
陸
別
総
会
の
神
学
的
・
教
会

法
的
規
約
と
大
陸
別
司
教
協
議
会
連
盟
の
規
約
を
、
よ
り
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
大
陸
別

司
教
協
議
会
連
盟
の
長
に
は
、
こ
の
経
験
の
継
続
を
促
し
、
後
押
し
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

127　

教
会
会
議
（
地
方
、
国
内
、
大
陸
別
）
で
は
、
構
成
員
は
神
の
民
（
司
教
を
含
む
）
の
多
様
性
を
表
現

し
代
表
す
る
者
と
し
て
、
識
別

―
司
教
た
ち
が
、
自
ら
に
任
さ
れ
た
奉
仕
職
に
基
づ
き
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
決
定
の
任
を
、
団
体
的
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の

―
に
参
加
し
ま
す
。
今
回
の
経
験
は
、

（
聖
な
る
神
の
民
）
全
員
の
関
与
と
一
部
の
奉
仕
職
（
司
教
団
）
と
を
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
、
教
会
の

宣
教
に
関
す
る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
で
具
体
的
に
機
能
さ
せ
る
方
法
を
示
し
て
い
ま
す
。
識
別
の
過
程
に
は
、
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そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
に
即
し
た
か
た
ち
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
以
外
の
キ
リ
ス
ト
者
、
他
宗
教
の
代
表
者
、
行
政
、

民
間
組
織
、
社
会
全
体
に
聞
き
、
対
話
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

128　

特
定
の
社
会
的
・
政
治
的
状
況
が
理
由
で
、
大
陸
別
総
会
や
他
国
と
つ
な
が
る
教
会
機
関
に
参
加
す
る

こ
と
が
困
難
な
司
教
協
議
会
も
あ
り
ま
す
。
聖
座
の
務
め
は
、
国
家
と
の
対
話
と
相
互
信
頼
の
促
進
を
通
じ

て
、
こ
の
よ
う
な
司
教
協
議
会
が
、
他
の
司
教
協
議
会
と
の
た
ま
も
の
の
交
換
と
い
う
観
点
で
、
か
か
わ
り

を
も
つ
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

129　
「
健
全
な
「
脱
中
央
集
権
」」（『
福
音
の
喜
び
』
16
）
と
信
仰
の
実
り
あ
る
文イ

ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

化
内
開
花
を
な
し
遂
げ
る
に

は
、
司
教
協
議
会
の
役
割
を
認
め
る
だ
け
で
な
く
、
部
分
教
会
会
議

―
教
会
管
区
で
行
う
管
区
会
議
と
部

分
教
会
全
体
で
行
う
会
議
の
両
方
が
あ
り
、
教
会
の
歴
史
の
ほ
と
ん
ど
で
定
期
開
催
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
き

た
も
の
で
、
現
行
の
ラ
テ
ン
法
に
も
規
定
が
あ
る
（
教
会
法
第
439
―
446
条
参
照
）

―
と
い
う
制
度
の
再
評
価

も
必
要
で
す
。
部
分
教
会
会
議
は
、
定
期
的
に
招
集
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
部
分
教
会
会
議
の
決
定
を
聖

座
が
認
可
（recognitio

）
す
る
手
続
き
を
、
決
定
事
項
の
迅
速
な
公
表
を
促
す
た
め
に
改
正
す
べ
き
で
、
具

体
的
な
所
要
期
間
を
示
し
た
り
、
純
粋
に
司
牧
的
ま
た
は
規
律
に
関
す
る
諸
問
題
（
信
仰
の
問
題
や
、
倫
理
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や
秘
跡
に
関
す
る
規
則
に
直
接
関
係
し
な
い
問
題
）
の
場
合
に
は
、
黙
示
的
同
意
に
相
当
す
る
法
的
推
定
を

導
入
し
た
り
な
ど
す
べ
き
で
す
。

ロ
ー
マ
の
司
教
の
奉
仕

130　

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
は
、
ロ
ー
マ
の
司
教
の
役
務
の
果
た
し
方
を
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
に
照
ら
し
て
見
直
す

こ
と
に
も
役
立
ち
ま
し
た
。
ま
さ
に
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
各
地
方
教
会
と
全
教
会
の
、
共
同
体
的
次
元
（「
全

員
」）、
団
体
的
次
元
（「
一
部
の
者
」）、
個
人
的
次
元
（「
一
人
」）
を
調
和
的
に
結
び
ま
す
。
こ
の
観
点
か

ら
見
れ
ば
、
教
皇
職
で
あ
る
ペ
ト
ロ
の
奉
仕
職
は
、
神
の
民
す
べ
て
を
含
む
共
同
体
的
次
元
、
ま
た
司
教
職

に
あ
る
団
体
的
次
元
と
同
様
に
、
シ
ノ
ド
ス
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
に
内
在
し
て
い
ま
す
（『
教
会
の
生
活
と

宣
教
に
お
け
る
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
』
64
参
照
）。

131　

そ
れ
ゆ
え
、「
教
会
と
い
う
共
同
体
の
中
に
も
、
独
自
の
伝
統
を
保
つ
諸
部
分
教
会
が
合
法
的
に
存
在

し
、
し
か
も
ペ
ト
ロ
の
座
の
首
位
権
は
変
わ
る
こ
と
な
く
存
続
す
る
。
こ
の
ペ
ト
ロ
の
座
は
愛
の
全
集
団
を

主
宰
し
、
合
法
的
な
多
様
性
を
保
護
し
、
ま
た
同
時
に
部
分
的
な
も
の
が
統
一
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、
む
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し
ろ
そ
れ
に
役
立
つ
よ
う
に
配
慮
す
る
」（『
教
会
憲
章
』
13
）
と
い
う
公
会
議
の
主
張
の
意
義
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ロ
ー
マ
の
司
教
は
、
教
会
の
一
致
の
根
源
で
あ
り
基
礎
で
あ
る
（『
教
会
憲
章
』
23
参
照
）
と

と
も
に
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
を
保
証
す
る
者
で
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
教
会
に
対
し
シ
ノ
ド
ス
を
招
集
し
、

そ
れ
を
主
宰
し
、
そ
の
成
果
を
認
証
す
る
の
は
、
ロ
ー
マ
の
司
教
の
務
め
な
の
で
す
。
ペ
ト
ロ
の
後
継
者
と

し
て
ロ
ー
マ
の
司
教
に
は
、
信
仰
と
倫
理
の
遺
産
を
守
る
う
え
で
唯
一
無
二
の
役
目
が
あ
り
、
シ
ノ
ド
ス
の

歩
み
が
一
致
と
あ
か
し
に
と
っ
て
実
り
豊
か
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
請
け
負
い
ま
す
。
ロ
ー
マ
の
司
教
と
と

も
に
、
司
教
団
は
教
会
全
体
を
牧
し
（『
教
会
憲
章
』
22
―
23
参
照
）、
全
地
方
教
会
で
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
を
促
進

す
る
う
え
で
、
代
わ
る
者
の
な
い
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

132　

多
様
性
の
中
の
一
致
を
保
証
す
る
者
と
し
て
、
ロ
ー
マ
の
司
教
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
東
方
諸
教
会
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
保
護
を
保
証
し
、
彼
ら
の
数
世
紀
に
わ
た
る
神
学
、
教
会
法
、
典
礼
、
霊
性
、
司
牧
の
伝

統
を
尊
重
し
て
い
ま
す
。
東
方
諸
教
会
は
、
独
自
の
シ
ノ
ド
ス
的
決
議
機
関
を
有
し
て
い
ま
す
。
総
大
司
教

教
会
や
主
幹
大
司
教
教
会
の
司シ

ノ

ド

教
会
議
（
東
方
教
会
法
第
102
条
以
下
、
第
152
条
参
照
）、
管
区
会
議
（
同
第
137
条
参

照
）、
裁
治
権
者
会
議
（
同
第
155
条
第
1
項
、
第
164
条
以
下
参
照
）、
そ
し
て
最
後
に
、
自
治
権
を
有
す
る
（sui 

iuris

）
各
教
会
の
裁
治
権
者
会
議
（
同
第
322
条
参
照
）
が
あ
り
ま
す
。
ロ
ー
マ
の
司
教
と
の
完
全
な
交
わ
り
を
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も
っ
た
、
自
治
権
を
有
す
る
（sui auris

）
諸
教
会
と
し
て
、
こ
れ
ら
諸
教
会
は
そ
の
東
方
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
自
治
権
を
保
持
し
て
い
ま
す
。
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
過
去
の
傷
を
い
や
し
、
交

わ
り
を
生
き
る
こ
と
を
深
め
る
た
め
に
、
と
も
に
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
東
方
諸
教
会
と
教
皇
庁
と
の
関
係
に
お
い
て
も
適
応
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
ラ
テ
ン
教
会
と
東
方

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
か
か
わ
り
は
、
た
ま
も
の
の
交
換
、
協
力
、
相
互
の
充
実
を
特
徴
と
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

133　

そ
う
し
た
か
か
わ
り
を
深
め
る
た
め
に
、
本
シ
ノ
ド
ス
総
会
は
、
教
皇
が
主
宰
す
る
、
東
方
カ
ト
リ
ッ

ク
諸
教
会
の
、
総パ

ト
ル
ア
ル
キ

大
司
教
、
上
級
大
司
教
、
首
都
大
司
教
に
よ
る
会
議
を
設
け
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
こ

の
会
議
は
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
表
れ
で
あ
り
、
交
わ
り
と
、
典
礼
や
神
学
や
教
会
法
や
霊
性
の
遺
産
の
分
か

ち
合
い
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。
多
く
の
東
方
の
信
者
が
ラ
テ
ン
典
礼
の
地
域
に
流
出
す
る
と
、
彼
ら
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
危
う
く
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
、
ラ
テ
ン
教
会
と
カ

ト
リ
ッ
ク
東
方
諸
教
会
と
の
間
の
協
力
を
最
大
限
強
化
す
る
た
め
の
手
段
や
規
範
を
練
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
シ
ノ
ド
ス
総
会
は
、
ラ
テ
ン
教
会
と
東
方
教
会
の
司
教
の
間
で
の
真
摯
な
対
話
と
兄
弟
的
な
協
力
を
願
い
、

東
方
固
有
の
典
礼
の
た
め
の
司
祭
を
も
て
ず
に
い
る
東
方
教
会
の
信
者
た
ち
に
、
よ
り
よ
い
司
牧
的
支
援
を
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確
保
し
つ
つ
、
東
方
の
司
教
が
正
当
な
自
主
権
を
保
っ
た
ま
ま
司
教
協
議
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
保
証
す
る

よ
う
勧
め
ま
す
。
最
後
に
、
本
総
会
は
教
皇
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
東
方
諸
教
会
の
結
束
と
再
興
を
推
進
す

る
特
別
シ
ノ
ド
ス
の
招
集
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

134　

ペ
ト
ロ
の
奉
仕
職
の
行
使
に
関
す
る
シ
ノ
ド
ス
的
観
点
に
よ
る
考
察
は
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
強
い

要
求
で
あ
り
多
く
の
司
教
協
議
会
の
要
請
で
あ
る
、「
健
全
な
「
脱
中
央
集
権
」」（『
福
音
の
喜
び
』
16
）
の
観

点
か
ら
行
わ
れ
る
べ
き
で
す
。
使
徒
憲
章
『
プ
レ
デ
ィ
カ
テ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ウ
ム
』
の
言
い
回
し
で
い

え
ば
、
こ
れ
は
、「
司
教
た
ち
が
「
自
ら
の
教
導
職
」
と
司
牧
職
を
行
使
す
る
う
え
で
、
自
分
が
熟
知
し
、

か
つ
教
会
の
教
義
、
規
律
、
交
わ
り
の
一
致
に
は
関
係
し
な
い
諸
課
題
を
解
決
す
る
権
限
を
、
司
教
の
権
能

に
ゆ
だ
ね
る
と
と
も
に
、
教
会
そ
の
も
の
で
あ
る
固
有
の
交
わ
り
の
神
秘
の
実
り
で
あ
り
表
現
で
あ
る
共
同

責
任
の
精
神
を
も
っ
て
、
つ
ね
に
行
動
す
る
こ
と
」（
第
二
章
2
）
を
伴
う
も
の
で
す
。
こ
の
方
向
に
進
む
に

は
、
何
が
教
皇
に
留
保
さ
れ
る
べ
き
か
（reservatio papalis

）、
何
が
教
区
や
そ
の
連
合
体
を
預
か
る
司
教
に

帰
さ
れ
る
べ
き
か
を
、
最
近
の
自
発
教
令
『
コ
ン
ペ
テ
ン
チ
ア
ス
・
ク
ア
ス
ダ
ム
・
デ
チ
ェ
ル
ネ
レ
（
二
〇

二
二
年
二
月
十
五
日
施
行
）』
の
見
地
に
立
っ
た
、
神
学
お
よ
び
教
会
法
の
研
究
を
通
し
て
明
確
に
す
べ
き
で
す
。

本
教
令
は
ま
さ
し
く
、「
教
会
に
お
け
る
交
わ
り
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
を
基
盤
に
し
た
「
全
教
会
の
規
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律
の
一
致
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
定
の
諸
権
限
を
地
方
教
会
及
び
教
会
組
織
の
行
政
権
に
配
分
す
る

こ
と
」（
序
文
）
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
教
会
法
の
規
定
の
策
定
も
、
そ
の
任
と
権
限
を
有
す
る
者
に
よ
っ

て
、
シ
ノ
ド
ス
の
流
儀
を
備
え
、
教
会
的
識
別
の
成
果
と
し
て
成
熟
さ
せ
る
べ
き
で
す
。

135　

使
徒
憲
章
『
プ
レ
デ
ィ
カ
テ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ウ
ム
』
は
、
教
皇
庁
の
奉
仕
を
シ
ノ
ド
ス
的
で
宣
教

的
な
観
点
で
位
置
づ
け
、
教
皇
庁
は
「
教
皇
と
司
教
の
間
に
位
置
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
本
性
に
応
じ
た
方
法
に
よ
っ
て
、
両
者
へ
の
奉
仕
に
従
事
す
る
」（
第
一
章
8
）
も
の
で
あ
る
こ
と
を
は
っ

き
り
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
は
、
部
局
間
の
連
携
を
さ
ら
に
促
進
し
、
地
方
教
会
の
声
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
の
奨
励
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
規
定
と
な
る
重
要
文
書
の
公
布
前
に
、
省

デ
ィ
カ
ス
ト
リは
司
教
協
議
会
お
よ
び

東
方
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
教
会
該
当
機
関
か
ら
意
見
聴
取
す
る
よ
う
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
に
概
略
を
示

し
た
透
明
性
と
説
明
責
任
の
論
理
で
、
教
皇
庁
の
業
務
を
定
期
的
に
評
価
す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
可
能
性

も
検
討
す
べ
き
で
す
。
こ
の
評
価
は
、
シ
ノ
ド
ス
流
の
宣
教
の
観
点
か
ら
は
、
教
皇
大
使
に
も
及
び
う
る
も

の
で
す
。
使ア

ド

・

リ

ミ

ナ

徒
座
定
期
公
式
訪
問
は
、
地
方
教
会
の
司
教
と
ロ
ー
マ
の
司
教
と
の
つ
な
が
り
、
そ
し
て
教
皇

庁
に
い
る
教
皇
の
も
っ
と
も
身
近
な
協
力
者
た
ち
と
の
関
係
を
築
く
絶
好
の
機
会
で
す
。
多
く
の
司
教
が
、

よ
り
開
か
れ
て
交
流
し
互
い
に
耳
を
傾
け
合
う
機
会
と
な
る
よ
う
、
ア
ド
・
リ
ミ
ナ
の
現
行
の
実
施
方
法
の
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見
直
し
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
教
会
の
た
め
に
は
、
枢
機
卿
団
の
中
で
、
メ
ン
バ
ー
の
出
身
地
や
文
化
の
多

様
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
相
互
理
解
と
交
わ
り
の
き
ず
な
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
を
、

枢
機
卿
団
の
ペ
ト
ロ
の
奉
仕
職
へ
の
協
力
と
、
通
常
お
よ
び
臨
時
の
枢
機
卿
会
議
で
の
団
体
的
識
別
の
源
と

す
べ
き
で
す
。

136　

全
教
会
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
と
団
体
性
の
実
践
の
場
の
中
で
、
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
は

確
か
に
際
立
つ
も
の
で
す
。
使
徒
憲
章
『
エ
ピ
ス
コ
パ
ー
リ
ス
・
コ
ム
ニ
オ
』
が
、
こ
れ
を
行
事
か
ら
一
つ
の

教
会
的
プ
ロ
セ
ス
へ
と
変
容
さ
せ
た
の
で
す
。
聖
パ
ウ
ロ
六
世
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議

は
、
ロ
ー
マ
教
皇
の
全
教
会
へ
の
配
慮
か
ら
、
助
言
を
も
っ
て
参
与
す
る
よ
う
招
集
さ
れ
た
司
教
の
会
議
で

す
が
、
現
在
で
は
、
段
階
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
、
神
の
民
全
体
、
司
教
団
、
教
皇
の
間
に

築
か
れ
る
か
か
わ
り
の
、
表
現
で
あ
り
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。
神
の
聖
な
る
民
全
体
、
そ
の
各
部
が
ゆ
だ

ね
ら
れ
て
い
る
司
教
た
ち
、
そ
し
て
ロ
ー
マ
の
司
教
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
役
割
に
応
じ
て
、
ま
さ
し
く
資

格
を
も
っ
て
、
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
参
加
は
、
教
皇
を
中
心
に
集
う
シ
ノ
ド
ス
総

会
に
よ
っ
て
明
確
に
示
さ
れ
、
そ
の
構
成
自
体
が
、
教
会
の
普
遍
性
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
が
説
明
し
た
よ
う
に
、
と
く
に
こ
の
第
十
六
回
通
常
総
会
の
構
成
は
「
偶
然
の
結
果
以
上
の
も
の
で
す
。
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こ
れ
は
、
諸
教
会
の
生
き
た
聖
伝
と
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
教
え
に
か
な
う
、
司
教
の
奉
仕
職
の
遂
行

の
し
か
た
を
表
し
て
い
ま
す
」（「
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
第
十
六
回
通
常
総
会
・
第
二
会
期
第
一
回
全
体
会
議
で
の
あ
い

さ
つ
」
二
〇
二
四
年
十
月
二
日
）。
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
が
司
教
的
性
質
を
と
ど
め
つ
つ
、
神
の
民
に
属
す
る
自

分
た
ち
以
外
の
メ
ン
バ
ー
の
参
加
を
見
た
こ
と
、
そ
し
て
将
来
に
わ
た
り
見
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
宣
教
に

あ
た
っ
て
、「
本
質
的
に
か
か
わ
り
を
帯
び
、
そ
れ
ゆ
え
に
シ
ノ
ド
ス
的
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
教
会
に

お
い
て
、
司
教
の
権
限
の
行
使
の
あ
る
べ
き
姿
」（
同
）
で
す
。
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
深
め
る
う
え
で
不
可
欠
な
の
は
、
シ
ノ
ド
ス
の
過
程
で
、
そ
し
て
総
会
で
、
全
員
に
よ
る
関
与
（
神
の

聖
な
る
民
）、
一
部
の
者
に
よ
る
役
務
（
司
教
団
）、
一
人
に
よ
る
主
宰
（
ペ
ト
ロ
の
後
継
者
）、
こ
れ
ら
の

調
和
的
連
携
を
目
に
見
え
る
か
た
ち
に
し
、
具
体
的
に
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

137　

二
〇
二
一
年
か
ら
二
〇
二
四
年
に
か
け
て
の
シ
ノ
ド
ス
に
お
け
る
と
く
に
重
要
な
成
果
の
一
つ
は
、
エ

キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
機
運
の
高
ま
り
で
す
。「［
教
皇
の
］
首
位
の
権
限
の
…
…
、
新
し
い
状
況
に
対
応
で
き
る

何
ら
か
の
形
式
」（『
キ
リ
ス
ト
者
の
一
致
』
95
）
を
見
い
だ
す
必
要
性
は
、
宣
教
す
る
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
に

と
っ
て
も
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
一
致
に
と
っ
て
も
本
質
に
か
か
わ
る
課
題
で
す
。
本
シ
ノ
ド
ス
は
、
キ
リ
ス

ト
教
一
致
推
進
省
が
最
近
出
版
し
た
『
ロ
ー
マ
の
司
教

―
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
対
話
に
お
け
る
首
位
権
と
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シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
、
回
勅
『
キ
リ
ス
ト
者
の
一
致
』
に
こ
た
え
て
』
を
、
そ
の
さ
ら
な
る
研
究
の
契
機
と
し
て

歓
迎
し
て
い
ま
す
。
同
書
は
、
キ
リ
ス
ト
教
一
致
の
推
進
は
ロ
ー
マ
の
司
教
の
役
務
に
と
っ
て
本
質
的
な
部

分
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
歩
み
が
そ
の
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
第
一
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
よ
る
首
位
権
の
教
理
の
定
義
の
読
み
直
し
や
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
公
式
な
解

説
、
教
皇
の
さ
ま
ざ
ま
な
責
任
の
明
確
な
線
引
き
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
促
進
、
交
わ
り
の
教
会
論
に
根
ざ
す

一
致
の
モ
デ
ル
の
追
求
、
と
い
っ
た
も
の
を
含
む
具
体
的
提
案
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
歩
み
に
と
っ
て
期

待
の
高
ま
る
展
望
に
な
り
ま
す
。
本
シ
ノ
ド
ス
総
会
は
、
こ
の
文
書
が
、
他
の
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
と
「
当

然
の
こ
と
で
す
が
手
を
携
え
」、
一
致
の
た
め
の
ロ
ー
マ
司
教
の
役
務
を
「
双
方
が
認
め
る
愛
の
わ
ざ
」（『
キ

リ
ス
ト
者
の
一
致
』
95
）
と
し
て
遂
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
を
続
け
る
た
め
の
、
土
台
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

138　

キ
リ
ス
ト
教
の
他
教
会
や
他
教
団
か
ら
派
遣
さ
れ
た
友
好
使
節
の
シ
ノ
ド
ス
総
会
へ
の
参
加
が
示
す
豊

か
さ
は
、
東
方
教
会
で
も
西
方
教
会
で
も
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
わ
た
し
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
シ
ノ

ド
ス
流
の
実
践
に
、
も
っ
と
関
心
を
払
う
よ
う
促
し
ま
す
。
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
対
話
は
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ

と
教
会
一
致
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
は
、
共
有
す
る
緊
急
の
関
心
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事
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取
と
識
別
の
枠
組
み
を
も
っ
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
シ
ノ
ド
ス
流
の
実
践
、
た
と
え

ば
福
音
宣
教
に
関
す
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
シ
ノ
ド
ス
会
議
の
開
催
と
い
っ
た
も
の
が
想
像
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
互
い
に
、
自
分
は
何
者
で
あ
る
か
、
何
を
し
、
何
を
教
え
る
か
を
、
話
し
合
う
よ
う
に
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
可
能
性
の
根
底
に
は
、
わ
た
し
た
ち
が
一
つ
の
洗
礼
で
結
ば
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
生
じ
る
の
が
、
神
の
民
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
り
、
交
わ
り
と
参
加
と
宣
教
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
な
の
で
す
。

139　

二
〇
二
五
年
は
、
聖
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
最
初
の
公
会
議
を
記
念
す
る
年
で
す
。
そ
の
公
会
議
で
、

す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者
を
一
つ
に
結
ぶ
信
条
が
、
シ
ノ
ド
ス
流
の
様
式
で
定
式
化
さ
れ
た
の
で
す
。
ニ
ケ
ア

公
会
議
一
七
〇
〇
年
を
と
も
に
準
備
し
記
念
す
る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
と
も
に
深
め
告
白
す
る
機

会
で
あ
る
と
と
も
に
、
ど
の
伝
統
で
も
、
全
キ
リ
ス
ト
者
の
間
で
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
を
実
践
す
る
好
機
と
な
る

は
ず
で
す
。
そ
れ
は
ま
た
、
二
〇
二
五
年
に
摂
理
的
に
実
現
す
る
、
同
じ
日
に
主
の
復
活
を
祝
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
そ
う
し
て
、
全
世
界
の
い
の
ち
で
あ
り
救
い
で
あ
る
主
を
告
げ
知
ら
せ
る
、
よ
り
大
き
な
宣
教

の
力
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
、
復
活
祭
の
日
付
の
共
通
化
に
向
け
た
大
胆
な
発
議
を
起
こ
す
契
機
と
も
な
る

の
で
す
。
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第
五
部　
「
わ
た
し
も
あ
な
た
が
た
を
遣
わ
す
」

宣
教
す
る
弟
子
と
い
う
民
族
の
形
成

イ
エ
ス
は
重
ね
て
い
わ
れ
た
。「
あ
な
た
が
た
に
平
和
が
あ
る
よ
う
に
。
父
が
わ

た
し
を
お
遣
わ
し
に
な
っ
た
よ
う
に
、
わ
た
し
も
あ
な
た
が
た
を
遣
わ
す
」。
そ

う
い
っ
て
か
ら
、
彼
ら
に
息
を
吹
き
か
け
て
い
わ
れ
た
。「
聖
霊
を
受
け
な
さ

い
」（
ヨ
ハ
ネ
20
・
21
―
22
）。

140　

復
活
の
夜
、
キ
リ
ス
ト
は
弟
子
た
ち
に
ご
自
分
の
平
和
で
あ
る
メ
シ
ア
の
た
ま
も
の
を
授
け
、
彼
ら
を

ご
自
分
の
使
命
に
加
わ
る
者
と
し
ま
す
。
こ
の
か
た
の
平
和
と
は
存
在
の
十
全
性
で
あ
り
、
神
と
の
、
兄
弟

姉
妹
と
の
、
被
造
物
と
の
調
和
で
す
。
こ
の
か
た
の
使
命
と
は
神
の
国
を
告
げ
知
ら
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
だ

れ
一
人
例
外
な
く
、
す
べ
て
の
人
に
御
父
の
い
つ
く
し
み
と
愛
を
も
た
ら
す
こ
と
で
す
。
復
活
さ
れ
た
主
の



第五部　「わたしもあなたがたを遣わす」

139

こ
と
ば
に
伴
う
繊
細
な
し
ぐ
さ
は
、
神
が
初
め
に
な
さ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
今
、
二

階
の
広
間
で
、
聖
霊
の
息
吹
と
と
も
に
新
し
い
創
造
が
始
ま
り
ま
す
。
宣
教
す
る
弟
子
た
ち
と
い
う
一
つ
の

民
が
誕
生
す
る
の
で
す
。

141　

神
の
聖
な
る
民
が
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
実
践
に
よ
っ
て
成
長
し
つ
つ
、
福
音
の
喜
び
を
あ
ら
ゆ
る
人
に

あ
か
し
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
適
切
な
養
成
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
ま
ず
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

―

わ
た
し
た
ち
が
祈
り
の
中
で
見
つ
め
、
貧
し
い
人
々
の
中
に
見
い
だ
す
か
た

―
に
従
う
神
の
子
ら
の
自
由

意
志
に
対
し
て
働
き
か
け
る
も
の
で
す
。
ま
さ
に
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
召
命
と
宣
教
の
深
層
の
意
識
を
含
意

す
る
も
の
で
、
教
会
の
か
か
わ
り
に
お
け
る
新
た
な
ス
タ
イ
ル
、
新
た
な
参
加
の
う
ね
り
と
教
会
的
識
別
の

刷
新
、
そ
し
て
評
価
す
る
文
化
の
源
泉
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
目
的
を
絞
っ
た
養
成
過
程
の
支
援
な
し
に

は
確
立
で
き
ま
せ
ん
。
教
会
の
シ
ノ
ド
ス
流
の
ス
タ
イ
ル
を
身
に
着
け
る
養
成
が
、
洗
礼
に
よ
っ
て
授
か
っ

た
た
ま
も
の
は
、
す
べ
て
の
人
の
た
め
に
実
ら
せ
る
べ
き
才
能
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
促
す
の
で
す
。

142　

宣
教
す
る
弟
子
た
ち
の
養
成
は
、
キ
リ
ス
ト
教
入
信
前
後
の
導
き
か
ら
始
ま
り
、
そ
こ
に
根
を
下
ろ
し

続
け
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
人
生
に
は
、
主
と
の
か
か
わ
り
や
教
会
の
交
わ
り
へ
と
導
か
れ
る
き
っ
か
け
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と
な
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
や
グ
ル
ー
プ
、
あ
る
い
は
「
小
さ
な
共
同
体
」
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

親
と
家
族
、
代
父
母
、
カ
テ
キ
ス
タ
や
教
師
、
典
礼
係
や
慈
善
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
、
助
祭
、
司
祭
、
そ
し
て

司
教
も
で
す
。
入
信
前
後
の
導
き
の
過
程
が
終
わ
る
と
、
共
同
体
と
の
き
ず
な
が
薄
れ
、
養
成
が
な
お
ざ
り

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
宣
教
す
る
主
の
弟
子
と
な
る
こ
と
は
、
一
度
で
達
成
さ
れ
る
目
標
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
絶
え
ざ
る
回
心
と
、「
キ
リ
ス
ト
の
満
ち
あ
ふ
れ
る
豊
か
さ
に
な
る
ま
で
」（
エ

フ
ェ
ソ
4
・
13
）
愛
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
信
仰
の
生
き
た
喜
び
の
あ
か
し
の
た
め
に
聖
霊
の
た
ま

も
の
へ
と
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
主
日
の
感
謝
の
祭
儀
が
い
か
に
キ
リ
ス
ト
者

の
養
成
と
な
っ
て
い
る
か
を
再
確
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
わ
た
し
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
と
一
致
す
る
こ

と
が
、
わ
た
し
た
ち
の
養
成
の
完
成
な
の
で
す
。
…
…
こ
れ
は
必
ず
し
も
抽
象
的
で
知
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
は

関
係
が
な
く
、
キ
リ
ス
ト
に
な
る
と
い
う
こ
と
と
関
係
が
あ
り
ま
す
」（『
わ
た
し
は
せ
つ
に
願
っ
て
い
た
』
41
）。

多
く
の
信
者
に
と
っ
て
主
日
の
感
謝
の
祭
儀
は
教
会
と
の
唯
一
の
接
点
で
あ
る
た
め
、
説
教
と
、
す
べ
て
の

人
の
「
行
動
的
…
…
参
加
」（『
典
礼
憲
章
』
14
）
を
と
く
に
重
視
し
な
が
ら
、
最
善
の
し
か
た
で
祭
儀
を
祝
う

こ
と
、
そ
れ
が
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
に
と
っ
て
決
定
的
な
こ
と
と
な
り
ま
す
。
実
際
、
ミ
サ
は
わ
た
し
た
ち
自
身

の
努
力
の
結
果
と
い
う
よ
り
も
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
る
恵
み
の
出
来
事
で
す
。
一
人
の
長
の
も
と
、
幾
人
か

の
奉
仕
職
の
助
力
を
得
て
、
す
べ
て
の
者
が
、
み
こ
と
ば
と
パ
ン
と
い
う
二
重
の
食
卓
に
あ
ず
か
る
も
の
で
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す
。
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
三
本
柱
で
あ
る
、
交
わ
り
、
宣
教
、
参
加
の
た
ま
も
の
は
、
感
謝
の
祭
儀
の
た
び
に

実
現
さ
れ
、
新
た
に
さ
れ
る
の
で
す
。

143　

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
を
通
じ
て
も
っ
と
も
強
く
、
各
方
面
か
ら
上
が
っ
た
要
望
の
一
つ
は
、
養
成
を
、
全イ

ン

人テ
グ

的ラ
ル

で
継
続
的
、
か
つ
広
く
共
有
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
で
す
。
養
成
の
目
的
は
理
論
的
な
知
識
の
習
得

だ
け
で
な
く
、
開
か
れ
て
出
会
う
力
、
共
有
し
て
協
力
す
る
力
、
共
同
で
振
り
返
っ
て
識
別
す
る
力
、
具
体

的
な
経
験
を
神
学
的
に
読
み
解
く
力
を
つ
け
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
養
成
は
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る

次
元
（
知
的
、
情
緒
的
、
関
係
的
、
霊
的
）
に
働
き
か
け
、
ふ
さ
わ
し
い
同
伴
を
得
た
具
体
的
な
体
験
を
伴

う
も
の
で
あ
る
べ
き
で
す
。
同
様
に
強
く
要
望
さ
れ
た
の
は
、
男
性
も
女
性
も
、
信
徒
も
、
奉
献
生
活
者
も
、

叙
階
さ
れ
た
奉
仕
者
も
、
そ
の
候
補
者
も
、
と
も
に
参
加
す
る
養
成
の
必
要
性
で
す
。
そ
う
し
た
養
成
で
、

親
交
を
深
め
、
互
い
へ
の
敬
意
を
は
ぐ
く
み
、
協
力
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ
に
は
、

こ
と
ば
で
教
授
す
る
内
容
を
そ
の
生
き
方
で
裏
打
ち
し
て
い
る
、
適
格
で
有
能
な
養
成
者
の
存
在
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
う
し
て
よ
う
や
く
、
養
成
は
真
に
生
み
出
す
力
を
も
っ
た
変
革
的
な
も
の
と
な
る
の
で
す
。
さ

ら
に
、
成
人
の
た
め
の
学
習
過
程
や
、
個
人
・
共
同
体
に
よ
る
同
伴
を
意
識
し
た
、
対
象
を
絞
っ
た
養
成
コ

ー
ス
を
設
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
教
育
学
の
分
野
が
果
た
す
貢
献
も
軽
ん
じ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
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養
成
者
の
養
成
に
投
資
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

144　

教
会
に
は
す
で
に
、
宣
教
す
る
弟
子
を
養
成
す
る
た
め
の
場
所
や
資
源
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

家
庭
、「
小
さ
な
共
同
体
」、
小
教
区
、
教
会
の
諸
団
体
、
神
学
校
、
修
道
共
同
体
、
学
術
機
関
の
ほ
か
、
疎

外
さ
れ
た
人
た
ち
に
か
か
わ
る
奉
仕
や
活
動
の
場
、
宣
教
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
な
ど
で
す
。
こ
う

し
た
領
域
す
べ
て
で
、
共
同
体
は
、
弟
子
を
育
て
る
力
と
、
あ
か
し
に
お
い
て
同
伴
す
る
力
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
々
が
た
び
た
び
交
流
す
る
、
出
会
い
の
場

に
お
い
て
働
く
も
の
で
す
。
教
会
で
は
、
養
成
さ
れ
る
側
で
い
続
け
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
全
員

が
能
動
的
な
主
体
で
あ
り
、
互
い
に
何
か
を
差
し
出
し
合
う
の
で
す
。
民
間
信
心
も
ま
た
教
会
の
貴
重
な
宝

で
あ
り
、
神
の
民
全
体
に
歩
む
道
を
手
引
き
し
て
く
れ
ま
す
。

145　

シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
か
ら
新
た
な
推
進
力
を
得
る
養
成
実
践
の
中
で
、
と
く
に
重
視
す
べ
き
は
カ
テ
ケ
ー
ジ

ス
で
す
。
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
を
、
キ
リ
ス
ト
教
入
信
前
後
の
一
連
の
過
程
で
展
開
さ
れ
る
も
の
に
加
え
、
い
っ

そ
う
「
出
向
く
」
よ
う
、
外
へ
と
向
か
う
よ
う
導
く
も
の
に
す
る
た
め
で
す
。
宣
教
す
る
弟
子
の
共
同
体
は
、

カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
を
、
い
つ
く
し
み
の
し
る
し
の
も
と
で
行
い
、
各
人
の
経
験
に
引
き
寄
せ
た
も
の
と
し
、
実
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存
的
周
縁
に
ま
で
届
く
よ
う
に
す
る
の
で
す
。
た
だ
し
、『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』
か
ら
逸
脱

し
は
し
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
は
、
現
代
に
生
き
る
人
々
と
の
「
対
話
の
工
房
」（
教
皇
庁
新
福

音
化
推
進
評
議
会
『
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
指
針
』
54
参
照
）
と
な
り
、
意
味
を
求
め
る
彼
ら
の
探
求
を
照
ら
す
も
の
と
な

る
の
で
す
。
多
く
の
教
会
で
カ
テ
キ
ス
タ
は
、
同
伴
と
養
成
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
人
材
で
す
。
他
方
、
そ

の
奉
仕
を
共
同
体
で
も
っ
と
感
謝
し
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
会
も
あ
り
ま
す
。
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
と
は

矛
盾
す
る
、
委
託
の
論
理
か
ら
脱
却
す
る
た
め
で
す
。
移
住
現
象
の
広
が
り
を
踏
ま
え
る
と
、
カ
テ
ケ
ー
ジ

ス
に
よ
っ
て
出
身
国
と
受
け
入
れ
国
の
教
会
の
間
で
相
互
理
解
が
促
進
さ
れ
る
の
は
意
義
深
い
こ
と
で
す
。

146　

厳
密
に
司
牧
の
た
め
で
あ
る
枠
組
み
や
資
源
に
加
え
て
、
莫
大
な
数
に
上
る
教
育
機
関
に
、
た
と
え
ば

学
校
、
専
門
学
校
、
大
学
、
社
会
貢
献
や
政
治
参
加
の
た
め
の
養
成
所
、
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
や
芸
術
の
学
校

な
ど
に
、
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
慣
習
や
伝
統
を
も
た
ら
す
文
化
的

背
景
の
多
様
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
教
育
機
関
は
多
く
が
、
そ
こ
以
外
の
教
会
的

環
境
に
は
滅
多
に
触
れ
な
い
人
々
と
接
し
て
い
ま
す
。
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
の
実
践
に
触
発
さ
れ
れ
ば
、
そ
う
し

た
機
関
は
、
兄
弟
愛
あ
る
参
加
型
の
か
か
わ
り
を
生
み
出
す
工
房
と
な
る
は
ず
で
す
。
生
活
に
よ
る
あ
か
し
、

専
門
性
、
教
育
組
織
を
担
う
の
は
ほ
か
で
も
な
く
信
徒
で
あ
っ
て
、
家
族
の
か
か
わ
り
が
第
一
と
さ
れ
る
か
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ら
で
す
。
と
り
わ
け
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
学
校
や
大
学
は
、
信
仰
と
文
化
の
対
話
、
価
値
観
に
根
ざ
し
た
倫

理
教
育
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
い
の
ち
の
充
満
の
し
る
し
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
に
方
向
づ

け
る
教
育
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
か
な
え
ば
、
そ
う
し
た
教
育
機
関
に
は
、
個
人
主
義
や
競
争
に
影

響
さ
れ
が
ち
な
主
流
モ
デ
ル
に
代
わ
る
も
の
を
推
進
す
る
力
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
預
言
的
な
役

割
も
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
情
に
よ
っ
て
は
、
児
童
や
若
者
が
教
会
に
接
す
る
唯
一
の
環
境
に
な
っ

て
い
ま
す
。
異
文
化
間
対
話
や
諸
宗
教
対
話
に
立
脚
し
て
い
れ
ば
、
他
の
宗
教
伝
統
を
も
つ
人
々
に
も
、
そ

こ
で
の
教
育
活
動
は
人
間
育
成
の
一
つ
と
な
る
と
い
う
真
価
が
理
解
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

147　

洗
礼
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に
共
通
の
シ
ノ
ド
ス
流
の
養
成
は
、
個
々
の
奉
仕
職
と
種
々
の
生
活
形
態

に
求
め
ら
れ
る
専
門
的
養
成
を
把
握
・
実
践
す
る
展
望
を
描
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
異
な
る
召
命

を
生
き
る
者
の
間
で
の
た
ま
も
の
の
交
換
（
交
わ
り
）
と
し
て
、
果
た
す
べ
き
奉
仕
（
宣
教
）
の
視
点
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
に
担
う
共
同
責
任
（
参
加
）
の
た
め
の
関
与
と
教
育
と
い
う
や
り
方
で
養
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
の
要
請
は
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
の
中
か
ら
力
強
く
浮
上
し
た
も
の
で
、
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
大
胆

な
転
換
と
、
養
成
の
環
境
や
課
程
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
刷
新
を
た
び
た
び
必
要
と
し
ま
す
。
何
よ
り
も
、
偏

見
や
先
入
観
を
乗
り
越
え
て
、
信
仰
に
お
け
る
兄
弟
姉
妹
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
ろ
う
と
す
る
内
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的
意
欲
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
養
成
に
お
け
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
次
元
は
、
こ
う
し
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
転

換
を
間
違
い
な
く
後
押
し
す
る
で
し
ょ
う
。

148　

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
を
通
じ
て
、
叙
階
に
よ
る
役
務
の
候
補
者
の
識
別
と
養
成
の
過
程
を
シ
ノ
ド
ス
流
の

や
り
方
で
構
成
す
べ
き
だ
と
い
う
要
望
が
大
い
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
女
性
の
存
在
感
の
大
き
さ
を

示
す
こ
と
、
共
同
体
の
日
常
の
営
み
へ
の
参
加
、
教
会
内
全
員
と
の
協
力
と
教
会
的
識
別
の
実
践
に
つ
い
て

の
教
育
、
こ
れ
ら
を
盛
り
込
む
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
に
、
養
成
者
の
養
成
へ
の
大
胆
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
投
資
の
必
要
性
が
示
さ
れ
ま
す
。
本
総
会
は
、
シ
ノ
ド
ス
の
中
で
熟
し
た
要
望
を
く
み
、
そ
れ
を
シ
ノ

ダ
リ
テ
ィ
に
よ
る
養
成
の
詳
細
な
方
針
に
落
と
し
込
ん
だ
も
の
と
す
べ
く
、『
司
祭
養
成
基
本
綱
要
（R

atio 

Fundam
entalis Institutionis Sacerdotalis

）』
の
改
訂
を
求
め
ま
す
。
養
成
課
程
は
、
候
補
者
た
ち
に
、
諸
国
民
へ

の
宣
教
（ad gentes

）
に
対
す
る
情
熱
を
呼
び
覚
ま
す
も
の
で
あ
る
は
ず
で
す
。
司
教
の
養
成
も
ま
た
同
様
に

不
可
欠
で
す
。
聖
霊
の
た
ま
も
の
を
一
つ
に
結
ぶ
と
い
う
自
分
た
ち
の
使
命
を
よ
り
ふ
さ
わ
し
く
引
き
受
け
、

与
え
ら
れ
て
い
る
権
威
を
シ
ノ
ド
ス
流
の
や
り
方
で
行
使
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
で
す
。
そ
し
て
養
成
を

シ
ノ
ド
ス
流
の
や
り
方
で
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
叙
階
に
よ
る
役
務
へ
の
過
程
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
、
エ
キ

ュ
メ
ニ
カ
ル
な
次
元
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。
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シ
ノ
ド
ス
流
を
習
得
す
べ
く
神
の
民
を
養
成
す
る
う
え
で
、
今
回
の
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
で
強
い
関
心
が

寄
せ
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
具
体
的
分
野
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
第
一
に
、
デ
ジ
タ
ル
環
境

が
学
習
プ
ロ
セ
ス
、
集
中
力
、
自
己
や
世
界
に
対
す
る
認
識
、
対
人
関
係
の
構
築
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

で
す
。
デ
ジ
タ
ル
文
化
は
、
現
代
文
化
に
お
け
る
教
会
の
あ
か
し
に
と
っ
て
重
要
な
側
面
を
担
う
と
と
も
に
、

新
た
な
宣
教
の
分
野
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

伝
達
す
る
に
は
、
そ
の
内
容
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
ゆ
が
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
確
か
な
表
現
で
あ
る
よ
う

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
大
き
な
可
能
性
を
有
す

る
一
方
で
、
い
じ
め
、
偽
情
報
、
性
的
搾
取
、
依
存
な
ど
に
よ
り
、
被
害
や
傷
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
も
は
ら

ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
を

身
に
着
け
る
た
め
の
教
会
の
教
育
機
関
に
よ
る
支
援
は
重
要
で
す
。

150　

も
う
一
つ
の
非
常
に
重
要
な
分
野
は
、
共
同
体
を
未
成
年
者
や
弱
い
立
場
の
人
に
と
っ
て
も
っ
と
安
全

な
場
に
す
る
た
め
の
、
教
会
内
の
あ
ら
ゆ
る
環
境
に
お
け
る
保
護
文
化
の
推
進
（
セ
ー
フ
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ
）

で
す
。
す
で
に
、
教
会
の
諸
組
織
に
対
し
、
虐
待
の
予
防
と
、
不
適
切
行
為
へ
の
迅
速
な
対
応
を
実
現
さ
せ
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る
た
め
の
、
規
則
と
訴
訟
手
続
き
を
整
備
す
る
作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
し

進
め
、
未
成
年
者
と
弱
い
立
場
に
置
か
れ
た
成
人
に
か
か
わ
る
部
署
の
ス
タ
ッ
フ
に
、
適
切
で
継
続
的
な
特

別
の
養
成
を
提
供
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
ま
す
。
彼
ら
が
適
格
者
と
し
て
行
動
し
、
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
助
け
を

必
要
と
し
て
い
る
人
の
発
す
る
、
し
ば
し
ば
無
言
の
シ
グ
ナ
ル
を
察
知
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
も
の
で

す
。
被
害
者
の
受
け
入
れ
と
支
援
は
細
や
か
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
必
須
の
役
割
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
大
き

な
人
間
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
ま
た
有
資
格
者
の
助
け
を
借
り
て
実
行
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
わ
た

し
た
ち
は
皆
、
そ
の
苦
し
み
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
者
で
あ
る
べ
き
で
、
具
体
的
な
決
断
を
通
し
て
彼
ら
を

励
ま
し
助
け
、
全
員
の
た
め
に
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
未
来
を
用
意
す
る
、
そ
う
し
た
寄
り
添
い
を
実
践
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
セ
ー
フ
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
プ
ロ
セ
ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
評
価
を
恒
常
化
す
べ
き
で

す
。
被
害
者
や
サ
バ
イ
バ
ー
が
、
細
心
の
配
慮
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
支
援
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

151　

教
会
の
社
会
教
説
、
平
和
と
正
義
の
た
め
の
努
力
、
共
通
の
家
の
保
全
、
諸
文
化
・
諸
宗
教
対
話
と
い

っ
た
数
々
の
テ
ー
マ
も
ま
た
、
神
の
民
の
間
で
よ
り
普
及
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
宣
教
す
る
弟
子
の

働
き
が
、
よ
り
公
正
で
兄
弟
愛
に
満
ち
た
世
界
の
構
築
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
い
の
ち
と
人
権
の
擁
護
、
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社
会
の
公
正
な
秩
序
、
労
働
の
尊
厳
、
公
正
で
支
え
合
う
経
済
、
総イ

ン
テ
グ
ラ
ル

合
的
な
エ
コ
ロ
ジ
ー

―
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
福
音
宣
教
の
一
部
で
あ
り
、
教
会
は
そ
れ
を
歴
史
に
お
い
て
生
き
、
そ
の
中
に
受
肉
さ
せ
る
よ

う
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
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す
べ
て
の
民
の
た
め
の
祝
宴

さ
て
、
陸
に
上
が
っ
て
み
る
と
、
炭
火
が
お
こ
し
て
あ
っ
た
。
そ
の
上
に
魚
が
の

せ
て
あ
り
、
パ
ン
も
あ
っ
た
。
…
…
イ
エ
ス
は
、「
さ
あ
、
来
て
、
朝
の
食
事
を

し
な
さ
い
」
と
い
わ
れ
た
。
弟
子
た
ち
は
だ
れ
も
、「
あ
な
た
は
ど
な
た
で
す

か
」
と
問
い
た
だ
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
主
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
来
て
、
パ
ン
を
取
っ
て
弟
子
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
。
魚
も
同

じ
よ
う
に
さ
れ
た
（
ヨ
ハ
ネ
21
・
9
、
12
、
13
）。

152　

奇
跡
的
な
豊
漁
の
物
語
は
祝
宴
で
幕
を
閉
じ
ま
す
。
復
活
し
た
主
は
弟
子
た
ち
に
、
ご
自
分
の
こ
と
ば

に
従
い
、
網
を
打
っ
て
陸
に
引
き
上
げ
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
食
卓
を
用
意
し
、
食
事
に
招
い
て
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く
だ
さ
る
の
は
主
ご
自
身
で
す
。
か
つ
て
空
腹
の
群
衆
の
た
め
に
そ
れ
ら
を
増
や
し
た
と
き
の
よ
う
に
、
全

員
に
足
り
る
パ
ン
と
魚
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
そ
こ
に
は
、
主
が
お
ら
れ
る
こ
と
へ
の
驚

嘆
と
歓
喜
の
極
み
が
あ
り
ま
す
。
明
ら
か
す
ぎ
る
ほ
ど
ま
ば
ゆ
く
明
朗
で
、
疑
い
は
皆
無
で
す
。
ご
自
分
を

見
捨
て
否
認
し
た
後
の
弟
子
た
ち
と
食
卓
を
囲
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
復
活
し
た
か
た
は
再
び
交
わ
り
の
場
を

開
き
、
未
来
に
大
き
く
開
か
れ
た
い
つ
く
し
み
の
痕
跡
を
弟
子
た
ち
に
永
遠
に
刻
ま
れ
る
の
で
す
。
で
す
か

ら
復
活
の
証
言
者
た
ち
は
、
自
分
た
ち
を
次
の
よ
う
に
称
し
て
い
ま
す

―
「
イ
エ
ス
が
死
者
の
中
か
ら
復

活
し
た
後
、
ご
一
緒
に
食
事
を
し
た
わ
た
し
た
ち
」（
使
徒
言
行
録
10
・
41
）。

153　

復
活
し
た
主
が
弟
子
た
ち
と
取
る
食
事
に
は
、
預
言
者
イ
ザ
ヤ
の
告
げ
た
祝
宴
の
光
景
の
完
成
が
あ
り
、

そ
れ
が
本
シ
ノ
ド
ス
総
会
の
作
業
に
創
意
を
与
え
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
主
が
山
頂
に
用
意
し
て
く
だ
さ
る
、

あ
り
余
る
ほ
ど
の
ご
ち
そ
う
が
並
ぶ
食
卓

―
、
す
べ
て
の
民
の
た
め
の
祝
宴
と
交
わ
り
の
象
徴
で
す
（
イ

ザ
ヤ
25
・
6
―
8
参
照
）。
復
活
の
後
に
主
が
ご
自
分
の
弟
子
た
ち
の
た
め
に
用
意
さ
れ
る
食
卓
は
、
終
わ
り

の
日
の
宴う

た
げが
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
し
る
し
で
す
。
そ
の
完
全
な
も
の
は
天
に
お
い
て
の
み
得
ら
れ

る
と
し
て
も
、
恵
み
と
い
つ
く
し
み
の
食
卓
は
す
で
に
す
べ
て
の
人
の
た
め
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、
教
会
は

こ
の
輝
か
し
い
告
知
を
、
変
わ
り
ゆ
く
世
界
に
届
け
る
使
命
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。
感
謝
の
祭
儀
に
お
い
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て
主
の
肉
と
血
に
養
わ
れ
な
が
ら
、
教
会
は
、
貧
し
い
人
、
底
辺
に
追
い
や
ら
れ
た
人
、
排
除
さ
れ
た
人
、

愛
を
知
ら
ず
希
望
を
奪
わ
れ
た
人
、
神
を
信
じ
な
い
人
、
既
存
宗
教
へ
の
自
分
の
帰
属
を
認
め
な
い
人
を
忘

れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。
教
会
は
、
祈
り
を
も
っ
て
彼
ら
を
主
の
も
と
へ
と
導
き
、
そ
れ

か
ら
、
聖
霊
が
か
き
立
て
る
創
意
と
大
胆
さ
を
も
っ
て
彼
ら
に
会
い
に
出
向
い
て
行
き
ま
す
。
こ
う
し
て
教

会
の
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
社
会
的
預
言
と
な
り
、
政
治
や
経
済
に
も
新
た
な
道
を
示
唆
し
、
世
界
と
た
ま
も
の

の
交
換
を
続
け
つ
つ
、
兄
弟
愛
と
平
和
を
信
じ
る
す
べ
て
の
人
と
協
力
し
て
い
く
の
で
す
。

154　

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
の
中
で
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
の
は
、
救
い
を
授
か
る
の
も
告
げ
知
ら
せ
る
の

も
、
か
か
わ
り
を
通
し
て
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
救
い
は
、
皆
で
一
緒
に
生
き
る
も
の
、
と
も
に
あ
か

し
す
る
も
の
で
す
。
歴
史
は
悲
惨
な
こ
と
に
、
戦
争
、
権
力
闘
争
、
無
数
の
不
正
義
や
抑
圧
の
傷
跡
ば
か
り

に
見
え
ま
す
。
け
れ
ど
も
わ
た
し
た
ち
は
、
聖
霊
が
一
人
ひ
と
り
の
心
に
、
本
当
の
か
か
わ
り
や
真
の
き
ず

な
へ
の
強
い
あ
こ
が
れ
を
植
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
創
造
の
み
わ
ざ
そ
の
も
の
が
、
一

致
と
分
か
ち
合
い
、
多
様
性
、
多
種
多
様
な
形
態
の
い
の
ち
が
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
す
べ
て
の
も
の
は
調
和
か
ら
生
じ
、
調
和
を
志
向
し
ま
す
。
悪
の
壊
滅
的
な
傷
を
負
っ
た
と
し
て
も
、

そ
う
な
の
で
す
。
突
き
詰
め
れ
ば
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
と
は
、
神
で
あ
る
か
た
、
御
父
と
御
子
と
聖
霊
に
つ
い
て
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の
、
ご
自
分
を
世
に
差
し
出
す
た
め
に
内
側
か
ら
あ
ふ
れ
出
て
行
く
愛
の
調
和
で
あ
る
か
た
に
つ
い
て
の
、

教
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
あ
か
し
で
す
。
シ
ノ
ド
ス
の
流
儀
で
歩
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
召
命
、
カ
リ
ス
マ
、
奉

仕
職
を
織
り
合
わ
せ
つ
つ
、
福
音
の
喜
び
を
届
け
る
た
め
に
す
べ
て
の
人
と
出
会
お
う
と
す
れ
ば
、
わ
た
し

た
ち
は
救
い
と
な
る
交
わ
り
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
神
と
の
、
全
人
類
と
の
、
そ
し
て
全
創

造
の
み
わ
ざ
と
の
交
わ
り
で
す
。
こ
う
し
て
わ
た
し
た
ち
は
、
分
か
ち
合
う
こ
と
で
、
神
が
す
べ
て
の
民
に

も
て
な
し
て
く
だ
さ
る
い
の
ち
の
祝
宴
を
、
今
か
ら
味
わ
い
始
め
る
の
で
す
。

155　

お
と
め
マ
リ
ア
に
、
オ
デ
ィ
ギ
ト
リ
ア
、
道
を
示
し
導
く
か
た
と
い
う
輝
か
し
い
称
号
を
頂
く
か
た
に
、

こ
の
シ
ノ
ド
ス
の
実
り
を
ゆ
だ
ね
ま
す
。
教
会
の
母
で
あ
る
こ
の
か
た
、
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
共
同
体
が
聖
霊

降
臨
の
新
し
さ
に
開
か
れ
る
よ
う
二
階
の
広
間
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
か
た
の
導
き
に
よ
っ
て
、
と
も
に
歩

む
民
、
宣
教
す
る
弟
子
で
あ
る
民
と
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
う
に
。

　
　
　

二
〇
二
四
年
十
月
二
十
六
日
、
バ
チ
カ
ン
に
て

フ
ラ
ン
シ
ス
コ



付　

録



　

本
付
録
に
収
め
ら
れ
た
教
皇
の
テ
キ
ス
ト
は
、
第
十
六
回
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
の
第
二
会
期
（
二
〇
二
四

年
十
月
二
日
―
二
十
七
日
）
に
関
す
る
も
の
で
す
。
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第
一
回
全
体
会
議

 

開
会
あ
い
さ
つ

二
〇
二
四
年
十
月
二
日
（
水
）、
於
・
パ
ウ
ロ
六
世
ホ
ー
ル

　

親
愛
な
る
兄
弟
姉
妹
の
皆
さ
ん
。

　

二
〇
二
一
年
十
月
に
神
の
教
会
が
「
シ
ノ
ド
ス
に
招
集
」
さ
れ
て
以
来
わ
た
し
た
ち
は
、
父
な
る
神
が
ご

自
身
の
民
を
つ
ね
に
呼
ば
れ
て
お
ら
れ
る
長
い
旅
路
の
一
部
を
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
神
は
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
は
わ
た
し
た
ち
の
平
和
で
あ
る
（
エ
フ
ェ
ソ
2
・
14
参
照
）
と
い
う
福
音
を
伝
え
る
た
め
に
あ

ら
ゆ
る
人
々
の
も
と
に
彼
ら
を
派
遣
し
、
宣
教
に
就
く
彼
ら
を
聖
霊
に
よ
っ
て
強
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

本
総
会
は
、「
固
い
心
を
和
ら
げ
、
冷
た
さ
を
温
め
、
乱
れ
た
心
を
正
す
か
た
」（「
聖
霊
の
続
唱
」）
で
あ
る

聖
霊
に
導
か
れ
て
、
宣
教
す
る
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
の
実
現
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
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わ
た
し
た
ち
の
兄
弟
で
あ
り
主
で
あ
る
か
た
、
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
人
と
の
き
ず
な
を
築
く
よ

う
、
自
ら
の
殻
か
ら
出
て
、
地
理
的
・
実
存
的
な
周
縁
に
住
ま
う
こ
と
を
知
る
教
会
と
な
る
の
で
す
。

　

す
べ
て
の
人
に
等
し
い
尊
厳
を
与
え
る
洗
礼
か
ら
の
聖
霊
の
働
き
に
お
い
て
何
が
起
き
る
か
を
要
約
し
た

書
を
、
四
世
紀
の
霊
性
の
専
門
家
が
残
し
て
い
ま
す
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
マ
カ
リ
オ
ス
「
説
教
」
18
・
7
―
11

［PG
 34, 639-642

］
参
照
）。
彼
が
描
写
す
る
経
験
か
ら
、
こ
の
三
年
間
の
出
来
事
と
、
今
な
お
起
き
続
け
て
い

る
こ
と
を
認
識
で
き
ま
す
。

　

こ
の
霊
性
の
専
門
家
の
考
察
が
教
え
て
く
れ
る
の
は
、
聖
霊
は
確
か
な
導
き
手
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
の

第
一
の
務
め
は
、
そ
の
聖
霊
の
声
を
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
聖
霊
は
あ
ら
ゆ

る
人
を
通
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
通
し
て
、
語
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
は
、

そ
れ
を
経
験
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

聖
霊
は
い
つ
も
、
わ
た
し
た
ち
と
連
れ
立
っ
て
歩
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
か
た
は
、
悲
し
み
の
と
き
、

涙
の
と
き
の
慰
め
で
す
。
ま
さ
し
く
人
類
の
た
め
に
抱
く
愛
ゆ
え
に
、
う
ま
く
い
か
な
い
物
事
、
席
巻
す
る

不
正
義
、
悪
に
対
し
善
で
応
じ
る
こ
と
に
抵
抗
し
て
し
ま
う
頑
迷
さ
、
ゆ
る
す
こ
と
へ
の
葛
藤
、
平
和
を
求

め
る
勇
気
の
欠
如
、
そ
れ
ら
に
直
面
し
て
の
悲
し
み
と
涙
の
と
き
に
こ
そ
慰
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
で
は
失
意
に
沈
み
、
も
う
ど
う
に
も
で
き
な
い
と
感
じ
、
絶
望
に
襲
わ
れ
ま
す
。
希
望
が
も
っ
と
も
つ
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つ
ま
し
く
も
最
強
の
徳
で
あ
る
よ
う
に
、
絶
望
は
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
の
悪
で
す
。

　

聖
霊
は
涙
を
ぬ
ぐ
い
、
慰
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
神
と
い
う
希
望
を
伝
え
て
く
だ
さ
る
か
ら
で
す
。
神
は

決
し
て
倦う

む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
愛
は
倦
む
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

聖
霊
は
、
わ
た
し
た
ち
の
中
の
し
ば
し
ば
法
廷
に
似
た
部
分
に
ま
で
入
り
込
ん
で
き
ま
す
。
被
告
人
と
し

て
被
告
席
に
立
た
さ
れ
て
判
決
が
下
さ
れ
る
、
大
抵
は
断
罪
さ
れ
る
場
所
で
す
。
い
み
じ
く
も
マ
カ
リ
オ
ス

が
説
教
の
中
で
伝
え
て
い
ま
す
。
聖
霊
は
、
自
ら
を
受
け
取
る
人
の
内
に
火
を
と
も
し
、
そ
れ
は
「
喜
び
と

愛
に
あ
ふ
れ
た
炎
で
あ
り
、
で
き
る
こ
と
な
ら
、
善
人
も
悪
人
も
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
者
が
そ
の
心
に
抱
く
も

の
」
で
す
。
神
は
い
つ
だ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
を
迎
え
て
く
だ
さ
る
か
ら
で
す
。
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

全
員
を
、
み
ん
な
を
、
だ
れ
を
も
、
必
ず
で
す
。
最
後
の
瞬
間
ま
で
、
す
べ
て
の
人
に
人
生
の
新
た
な
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
わ
た
し
た
ち
は
、
ゆ
る
し
て
も
ら
っ
た
経
験
か
ら
と
の
自
覚
を

も
っ
て
、
だ
れ
の
こ
と
も
、
必
ず
ゆ
る
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
ゆ
る
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
者
だ
け

が
、
ゆ
る
さ
な
い
者
で
い
ら
れ
る
の
で
す
。

　

昨
日
、
回
心
の
た
め
の
晩
の
祈
り
の
間
、
わ
た
し
た
ち
は
経
験
し
ま
し
た
。
ゆ
る
し
を
願
い
、
自
ら
が
罪

人
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。
プ
ラ
イ
ド
を
脇
に
置
き
、
ほ
か
の
人
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
思
い
上
が

り
か
ら
離
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
よ
り
謙
虚
に
な
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
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謙
虚
さ
も
ま
た
聖
霊
の
た
ま
も
の
で
、
わ
た
し
た
ち
が
求
め
る
べ
き
も
の
で
す
。
謙
虚
さ
（
伊um

iltà

／
英

hum
ility

）
は
、
そ
の
語
源
が
示
す
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
を
大
地
に
、
土
壌
（hum

us

）
へ
と
引
き
戻
し
、
起

源
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
創
造
主
の
息
吹
が
な
け
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
生
ま
れ
ず
に
泥
の
ま
ま

で
し
た
。
謙
虚
さ
は
、
自
分
が
他
者
よ
り
優
れ
て
い
る
と
考
え
ず
に
世
界
を
見
つ
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま

す
。
聖
パ
ウ
ロ
が
い
う
よ
う
に
で
す
。「
自
分
を
賢
い
者
と
う
ぬ
ぼ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」（
ロ
ー
マ
12
・
16
）。

そ
し
て
、
愛
が
な
け
れ
ば
謙
虚
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
キ
リ
ス
ト
者
は
、
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
エ
ー
リ
が
一
編
の

十ソ

ネ

ッ

ト

四
行
詩
に
描
い
た
女
性
た
ち
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
で
す
。
友
人
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
の
父
の
死
を
悼
む
女
性

た
ち
で
す
。「
皆
さ
ま
は
い
か
に
も
へ
り
く
だ
っ
て
、
目
を
伏
せ
、
痛
ま
し
い
ご
様
子
で
す
」（『
新
生
』
第
二

十
二
章
［
平
川
祐
弘
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
五
年
、
一
〇
八
頁
］）。
こ
れ
こ
そ
が
、
連
帯
と
共
感
を
備
え
た
謙

虚
さ
で
す
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
を
兄
弟
姉
妹
と
感
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
苦
し
み
を
と
も
に
し
、
そ
の

傷
や
痛
み
の
中
に
わ
た
し
た
ち
の
主
の
傷
や
痛
み
を
見
る
人
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
美
し
い
霊
性
の
書
を
祈
り
の
う
ち
に
黙
想
し
、
教
会

―sem
pre reform

anda

（
つ
ね
に
刷
新
さ
れ
る

べ
き
）

―
に
つ
い
て
理
解
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
願
い
ま
す
。
教
会
は
、
聖
霊
な
し
に
、
ま
た
聖
霊
が
も
た

ら
す
驚
き
な
し
に
は
、
歩
む
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
、
新
た
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ヨ
ン
の
聖

イ
レ
ネ
オ
が
教
え
て
い
る
よ
う
に
、
創
造
主
で
あ
る
神
と
、
御
子
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
、
聖
霊
の
手
に
よ
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っ
て
、
形
づ
く
ら
れ
る
こ
と
な
し
に
は
で
き
な
い
の
で
す
（『
異
端
反
駁
』
第
四
巻
二
〇
・
1
参
照
［
小
林
稔
訳
『
キ

リ
ス
ト
教
教
父
著
作
集
第
三
巻
II　

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
4
異
端
反
駁
IV
』
教
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
九
―
七
〇
頁
］）。

　

ま
さ
し
く
、
初
め
に
神
が
土
か
ら
男
と
女
を
生
み
出
し
た
と
き
か
ら
、
神
が
地
上
の
あ
ら
ゆ
る
民
の
祝
福

と
な
る
よ
う
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
招
き
、
奴
隷
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
た
一
民
族
を
率
い
て
砂
漠
の
横
断
を
導
く
た

め
に
モ
ー
セ
を
招
い
た
と
き
か
ら
、
お
と
め
マ
リ
ア
が
み
こ
と
ば
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
、
肉
に
よ
っ
て
神

の
御
子
の
母
と
な
り
、
御
子
の
弟
子
一
人
ひ
と
り
の
母
と
な
っ
た
と
き
か
ら
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
復
活
し

た
主
イ
エ
ス
が
聖
霊
降
臨
の
日
に
ご
自
分
の
聖
霊
を
注
が
れ
た
と
き
か
ら
…
…
。
そ
の
と
き
か
ら
わ
た
し
た

ち
は
、「
い
つ
く
し
み
を
受
け
た
者
」
と
し
て
旅
を
続
け
、
御
父
の
愛
の
完
全
か
つ
決
定
的
な
完
成
の
時
を

目
指
し
て
歩
ん
で
い
る
の
で
す
。
次
の
こ
と
ば
を
心
に
刻
み
ま
し
ょ
う
。

―
わ
た
し
た
ち
は
「
い
つ
く
し

み
を
受
け
た
者
」。

　

わ
た
し
た
ち
は
そ
の
旅
路
の
す
ば
ら
し
さ
と
苦
労
を
知
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
今
の
時
代
に
あ
っ

て
も
、
一
つ
の
民
と
し
て
、
神
と
の
親
密
な
交
わ
り
と
全
人
類
一
致
の
し
る
し
で
あ
り
道
具
で
あ
る
民
と
し

て
（『
教
会
憲
章
』
1
参
照
）、
そ
の
道
を
と
も
に
歩
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
道
を
、
善
意
あ
る
す
べ
て
の
人
と
と

も
に
、
そ
し
て
彼
ら
の
た
め
に
歩
み
ま
す
。
そ
の
一
人
ひ
と
り
の
中
に
、
神
の
恵
み
が
目
に
見
え
な
い
方
法

で
働
い
て
い
る
の
で
す
（『
現
代
世
界
憲
章
』
22
参
照
）。
わ
た
し
た
ち
は
か
か
わ
り
が
教
会
の
本
質
と
自
覚
し
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て
歩
み
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
に
与
え
ら
れ
、
わ
た
し
た
ち
の
責
任
と
創
造
性
に
託
さ
れ
た
か
か
わ
り
が
、
つ

ね
に
無
償
の
い
つ
く
し
み
の
表
れ
と
な
る
よ
う
心
に
留
め
つ
つ
進
む
の
で
す
。
神
の
無
償
性
と
い
つ
く
し
み

に
あ
ず
か
ろ
う
と
し
な
い
自
称
キ
リ
ス
ト
者
は
、
キ
リ
ス
ト
者
を
装
っ
た
無
神
論
者
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
神
の

い
つ
く
し
み
は
、
わ
た
し
た
ち
を
信
頼
に
足
る
者
、
責
任
あ
る
者
に
す
る
の
で
す
。

　

姉
妹
の
皆
さ
ん
、
兄
弟
の
皆
さ
ん
。
わ
た
し
た
ち
の
太
陽
、
キ
リ
ス
ト
の
光
を
映
す
者
と
な
る
よ
う
呼
ば

れ
て
い
る
と
の
自
覚
を
も
っ
て
、
こ
の
旅
路
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。
世
の
た
め
に
、
自
分
自
身
が
生
み
出
す

わ
け
で
は
な
い
光
の
秘
跡
と
な
る
使
命
を
忠
実
か
つ
喜
び
を
も
っ
て
引
き
受
け
る
、
淡
い
月
の
よ
う
に
で
す
。

　

こ
こ
に
第
二
会
期
を
迎
え
る
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
第
十
六
回
通
常
総
会
は
、
神
の
民
の
こ
う
し
た
「
と
も

に
歩
む
」
こ
と
を
本
来
の
流
儀
で
体
現
し
て
い
ま
す
。

　

一
九
六
五
年
の
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
発
足
時
に
教
皇
聖
パ
ウ
ロ
六
世
が
受
け
た
霊
感
か
ら
、
実
に
多
く
の

実
り
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
以
来
六
十
年
の
歳
月
の
中
で
分
か
っ
て
き
た
の
は
、
こ
の

世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
歩
み
と
使
命
を
支
え
る
力
を
も
っ
た
、
複
合
的
で
シ
ン
フ
ォ

ニ
ッ
ク
な
主
体
で
あ
り
、
す
べ
て
の
教
会
の
互
い
の
交
わ
り
と
教
会
全
体
の
交
わ
り
に
奉
仕
す
る
ロ
ー
マ
の

司
教
を
効
果
的
に
助
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

聖
パ
ウ
ロ
六
世
は
、「
こ
の
シ
ノ
ド
ス
は
、
…
…
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
制
度
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
時
の
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経
過
と
と
も
に
、
い
っ
そ
う
完
成
さ
れ
て
い
く
は
ず
」（
自
発
教
令
『
ア
ポ
ス
ト
リ
カ
・
ソ
リ
チ
ト
ゥ
ー
ド
』）
だ
と

よ
く
認
識
し
て
い
ま
し
た
。
使
徒
憲
章
『
エ
ピ
ス
コ
パ
ー
リ
ス
・
コ
ム
ニ
オ
』
は
、
も
ろ
も
ろ
の
シ
ノ
ド
ス

総
会
（
通
常
／
臨
時
／
特
別
）
の
経
験
を
生
か
す
こ
と
を
意
図
し
、
シ
ノ
ド
ス
総
会
を
一
行
事
で
は
な
く
明

確
に
プ
ロ
セ
ス
と
位
置
づ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
は
学
ぶ
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
り
、
そ
の
過
程
で
、
教
会
は
自
ら
に
つ
い
て
よ
く
知
り
、
主

か
ら
託
さ
れ
た
宣
教
に
も
っ
と
も
適
し
た
司
牧
活
動
の
形
態
を
見
定
め
る
こ
と
を
覚
え
ま
す
。
こ
の
学
び
の

プ
ロ
セ
ス
は
、
司
牧
者
の
、
な
か
で
も
司
教
の
奉
仕
職
の
行
使
形
態
に
も
か
か
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
第
十
六
回
通
常
総
会
の
投
票
権
を
も
つ
参
加
者
と
し
て
、
相
当
数
の
（
男
女
の
）
信
徒
と
奉
献
生

活
者
、
助
祭
と
司
祭
の
招
集
を
決
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
総
会
で
部
分
的
に
想
定
さ
れ
て
い
た
も
の
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
の
は
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
が
表
明
し
た
、
司
教
職
の
行
使
に
関
す
る
理
解
に
沿
っ
て

の
こ
と
で
し
た
。
つ
ま
り
、
司
教
は
、
部
分
教
会
の
一
致
の
目
に
見
え
る
原
理
で
あ
り
基
礎
と
し
て
、
神
の

民
の
中
で
、
神
の
民
と
と
も
に
、
自
ら
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
神
の
民
の
一
部
を
先
導
し
、
そ
の
た
だ
中
に

あ
っ
て
、
か
つ
そ
の
後
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
奉
仕
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
司
教
職
の
包
括
的
理
解
は
、
二
つ
の
危
険
性
を
回
避
し
な
が
ら
明
示
さ
れ
、
認
識
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

一
つ
目
は
、
場
や
か
か
わ
り
の
も
つ
豊
か
な
具
体
性
と
各
人
の
価
値
と
を
忘
れ
さ
せ
て
し
ま
う
抽
象
化
で
す
。
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二
つ
目
の
危
険
は
、
聖
職
位
階
を
信
徒
と
対
立
さ
せ
る
こ
と
で
交
わ
り
を
分
断
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
「
今
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
番
だ
」
と
の
叫
び
に
興
奮
し
て
、
一
方
を
他
方
に
置
き
換
え
る
と
い
う
こ
と
で

は
断
じ
て
あ
り
ま
せ
ん
。
違
い
ま
す
、
そ
れ
は
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
い
よ
い
よ
わ
た
し
た
ち
信
徒
の
番

だ
」、「
今
度
は
わ
た
し
た
ち
司
祭
の
番
だ
」

―
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
、
わ
た
し
た
ち
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
職
や
カ
リ
ス
マ

―
司
教
に
は
そ
れ
を
見
極
め
て
奨
励
す
る
務
め
が
あ
り
ま
す

―

を
生
か
し
た
交
響
曲
の
よ
う
な
技
を
、
神
の
い
つ
く
し
み
へ
の
奉
仕
に
お
い
て
す
べ
て
の
人
を
一
つ
に
結
ぶ

構
成
を
も
っ
て
、
皆
で
行
使
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

す
べ
て
の
人
で
、
み
ん
な
で
、
全
員
で
、
と
も
に
す
る
歩
み
と
は
、
聖
霊
の
働
き
に
従
順
で
、
時
の
し
る

し
を
察
知
す
る
に
敏
感
な
教
会
（『
現
代
世
界
憲
章
』
4
参
照
）
が
、
自
ら
を
た
え
ず
刷
新
し
、
そ
の
秘
跡
性
を

完
成
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
教
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
使
命
の
信
頼
に
足
る
証
人
と
な
る
た
め
で
あ
り
、

終
わ
り
の
日

―
神
ご
自
身
が
用
意
さ
れ
る
祝
宴
の
席
に
わ
た
し
た
ち
を
着
か
せ
て
く
だ
さ
る
日
（
イ
ザ
ヤ

25
・
6
―
10
参
照
）

―
に
、
地
上
の
す
べ
て
の
民
を
、
待
ち
望
ま
れ
た
一
つ
の
民
へ
と
集
め
る
た
め
で
す
。

　

で
す
か
ら
こ
の
第
十
六
回
通
常
総
会
の
構
成
は
、
単
な
る
偶
然
の
結
果
以
上
の
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
諸

教
会
の
生
き
た
聖
伝
と
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
教
え
に
か
な
う
、
司
教
の
奉
仕
職
の
遂
行
の
し
か
た
を

表
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
司
教
も
、
他
の
ど
の
キ
リ
ス
ト
者
と
も
同
じ
く
、
自
分
を
「
他
者
抜
き
で
」
考
え
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る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
独
力
で
救
わ
れ
る
人
は
い
な
い
の
と
同
様
に
、
救
い
の
知
ら
せ
に
は
す
べ
て
の

人
が
必
要
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
の
声
が
聞
か
れ
る
べ
き
な
の
で
す
。

　

世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
の
総
会
に
、
司
教
以
外
の
メ
ン
バ
ー
が
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
総
会
の
「
司
教
職

の
」
次
元
が
損
ね
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ち
こ
ち
で
飛
び
交
う
う
わ
さ
話
が
、
結
構
な
騒
ぎ
に
な

っ
て
い
る
の
で
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
個
々
の
司
教
や
司
教
団
に
固
有
の
権
限
に
対
し
て
、

何
ら
か
の
制
限
や
制
約
を
設
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
こ
の
や
り
方
は
、
教
会
が
本
質
的
に
か
か

わ
り
か
ら
成
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
シ
ノ
ド
ス
的
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の
も
と
に
、
司
教
の
権
限
の
行

使
が
取
る
べ
き
か
た
ち
を
示
し
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
と
の
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
あ
る
す
べ
て
の

人
（
す
で
に
存
在
し
て
い
る
人
と
、
ま
だ
こ
こ
に
存
在
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
御
父
に
待
ち
望
ま
れ
て

い
る
人
も
）
ど
う
し
で
の
か
か
わ
り
は
、
教
会
の
本
質
を
実
現
し
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
教
会
の
姿
を
形
づ
く

る
の
で
す
。

　

司
教
職
の
「
団
体
的
」
で
「
シ
ノ
ド
ス
的
」
な
行
使
の
形
態
は
、
適
切
な
時
期
に
（
部
分
教
会
、
教
区
の

連
合
体
、
全
教
会
に
お
い
て
）
見
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
は
つ
ね
に
、
信
仰
の
遺
産
と
生
き

た
聖
伝
を
尊
重
し
、
今
と
い
う
特
定
の
時
代
に
、
各
教
会
の
生
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
中
で
、
聖
霊
が
各

教
会
に
求
め
て
い
る
こ
と
に
必
ず
こ
た
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
聖
霊
こ
そ
が
調
和
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で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
聖
霊
降
臨
の
あ
の
朝
を
思
い
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。
ひ
ど
い
混
乱
の

中
で
し
た
が
、
聖
霊
は
そ
の
混
乱
の
中
に
調
和
を
生
み
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
聖
霊
が
ま
さ
に
調
和

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
洗
練
さ
れ
て
い
た
り
知
的
な
意
味
で
あ
っ
た
り
す
る
調
和
で
は
な

く
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
あ
っ
て
、
実
存
的
な
調
和
な
の
で
す
。

　

教
会
が
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
命
ず
る
こ
と
に
永
続
的
に
忠
実
で
あ
り
、
そ
の
み
こ
と
ば
に
絶
え
間

な
く
聞
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
る
の
は
聖
霊
で
す
。
聖
霊
は
弟
子
た
ち
を
全
き
真
理
へ
と
導
き
ま
す
（
ヨ

ハ
ネ
16
・
13
参
照
）。
こ
の
か
た
は
、
聖
霊
の
う
ち
に
本
総
会
に
集
ま
っ
た
わ
た
し
た
ち
を
も
導
い
て
お
ら
れ
、

三
年
間
の
道
の
り
の
末
に
、
ど
う
す
れ
ば
宣
教
す
る
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
に
な
れ
る
か

―
さ
ら
に
は
い
つ

く
し
み
深
さ
も
加
え
て

―
と
い
う
問
い
に
答
え
を
出
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

希
望
と
感
謝
に
あ
ふ
れ
る
心
で
、
皆
さ
ん
に
（
で
す
か
ら
「
わ
た
し
た
ち
」
に
）
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
困
難
な

務
め
を
自
覚
し
つ
つ
、
皆
さ
ん
に
願
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
確
か
な
導
き
手
で
あ
り
慰
め
主
で
あ
る
聖
霊

の
わ
ざ
に
、
意
欲
的
に
心
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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第
十
七
回
全
体
会
議

 

閉
会
あ
い
さ
つ

二
〇
二
四
年
十
月
二
十
六
日
（
土
）、
於
・
パ
ウ
ロ
六
世
ホ
ー
ル

　

親
愛
な
る
兄
弟
姉
妹
の
皆
さ
ん
。

　

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
『
最
終
文
書
』
に
、
今
こ
の
時
代
に
ど
う
す
れ
ば
「
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
」
に
、
つ

ま
り
聖
霊
に
聞
く
教
会
に
な
れ
る
か
を
よ
く
理
解
す
る
た
め
、
少
な
く
と
も
三
年
に
わ
た
る
期
間
、
神
の
民

の
声
に
耳
を
傾
け
て
き
た
こ
と
の
成
果
を
収
め
ま
し
た
。
各
部
の
冒
頭
で
引
用
さ
れ
る
聖
書
箇
所
は
、
復
活

の
主
の
行
為
と
こ
と
ば
で
織
り
成
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
示
し
て
い
ま
す
。
主
は
わ
た
し
た
ち
に
、
ご
自
分

の
福
音
を
、
こ
と
ば
よ
り
ま
ず
生
き
方
を
も
っ
て
、
あ
か
し
す
る
者
と
な
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
採
択
し
た
最
終
文
書
は
、
三
重
の
贈
り
物
で
す
。
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1　

ま
ず
最
初
に
こ
れ
は
、
ロ
ー
マ
の
司
教
で
あ
る
わ
た
し
に
と
っ
て
の
贈
り
物
で
す
。
神
の
教
会
を
シ
ノ

ド
ス
に
招
集
す
る
際
、
わ
た
し
は
あ
な
た
が
た
が
、
司
教
た
ち
、
そ
し
て
シ
ノ
ド
ス
の
旅
路
の
証
人
が
必
要

だ
と
自
覚
し
て
い
ま
し
た
。
感
謝
し
ま
す
。

　

わ
た
し
が
し
ば
し
ば
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
、
ま
た
皆
さ
ん
に
伝
え
て
も
い
る
こ
と
で
す
が
、
ロ
ー
マ
の
司

教
も
耳
を
傾
け
る
訓
練
が
必
要
で
、
む
し
ろ
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
実
践
し
た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。
日
々
繰

り
返
し
向
け
ら
れ
る
み
こ
と
ば
に
こ
た
え
る
た
め
で
す
。「
あ
な
た
の
兄
弟
姉
妹
を
力
づ
け
て
や
り
な
さ

い
」「
わ
た
し
の
羊
の
世
話
を
し
な
さ
い
」。

　

ご
承
知
の
と
お
り
わ
た
し
の
務
め
は
、
聖
霊
が
神
の
教
会
の
中
に
、
諸
教
会
の
か
か
わ
り
の
中
に
広
げ
続

け
る
調
和
を
、
聖
バ
ジ
リ
オ
の
教
え
に
あ
る
よ
う
に
、
保
護
し
促
進
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
教
会
の
旅
路
に
、

い
か
な
る
苦
労
、
緊
張
、
分
裂
が
あ
ろ
う
と
も
で
す
。
そ
の
道
の
ゴ
ー
ル
は
、
神
の
国
が
完
全
に
顕
現
す
る

場
所
、
つ
ま
り
預
言
者
イ
ザ
ヤ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
思
い
描
か
せ
て
く
れ
た
、
神
が
用
意
し
て
く
だ
さ
る
す
べ
て

の
民
の
た
め
の
祝
宴
で
す
。
す
べ
て
の
人
が
、
だ
れ
一
人
欠
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
の
希
望
を
も
っ
て
。

皆
、
皆
、
皆
で
す
。
外
に
置
か
れ
る
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
、
皆
で
す
。
そ
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド
は
ま
さ
に
調

和
で
す
。
聖
霊
が
な
さ
る
こ
と
、
聖
霊
降
臨
の
朝
の
最
初
の
強
烈
な
顕
現
は
、
あ
ら
ゆ
る
違
い
、
す
べ
て
の
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言
語
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

―
調
和
。
こ
れ
こ
そ
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
が
、
教
会
は
「
い
わ
ば
秘

跡
」
と
い
っ
て
教
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
教
会
は
、
神
が
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
の
し
る
し
で

あ
り
、
道
具
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
神
は
す
べ
て
の
人
の
た
め
に
食
卓
を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

あ
り
、
皆
を
待
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
神
の
恵
み
は
、
神
の
霊
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
心
に
愛
の
こ
と
ば

を
さ
さ
や
き
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
さ
さ
や
き
の
声
を
遮
ら
ず
に
拡
声
さ
せ

る
こ
と
、
壁
を
築
く
こ
と
な
く
扉
を
開
く
こ
と
で
す
。
教
会
の
人
々
が
壁
を
築
く
な
ん
て
、
な
ん
と
悪
し
き

こ
と
で
し
ょ
う
。
な
ん
と
い
う
罪
で
し
ょ
う
。
だ
れ
を
も
、
だ
れ
で
も
、
皆
を
受
け
入
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
つ
く
し
み
深
い
神
の
手
を
縛
っ
て
宝
を
独
占
す
る
「
恵
み
の
分
配
者
」
の
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
本
シ
ノ
ド
ス
総
会
を
、
ゆ
る
し
を
求
め
る
こ
と
か
ら
、
罪
を
恥
じ
る
こ
と
か
ら
、
わ
た
し
た
ち

は
皆
あ
わ
れ
み
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
こ
と
か
ら
始
め
た
の
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

周
縁
部
に
生
き
た
神
秘
家
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
・
デ
ル
ブ
レ
ル
の
詩
に
、「
何
に
も
増
し
て
、
頑
迷
で
あ
る
な

か
れ
」
と
諭
す
一
編
が
あ
り
ま
す
。
頑
迷
さ
は
罪
で
あ
り
、
聖
職
者
や
奉
献
生
活
者
の
中
に
入
り
込
み
が
ち

な
罪
で
す
。
マ
ド
レ
ー
ヌ
・
デ
ル
ブ
レ
ル
の
詩
句
を
数
行
読
み
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
祈
り
で
す
。

彼
女
は
こ
う
歌
い
ま
す
。
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あ
な
た
は
も
う
う
ん
ざ
り
な
の
で
し
ょ
う
、
わ
た
し
は
そ
う
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

い
つ
も

指
揮
官
の
よ
う
な
態
度
で
、
あ
な
た
へ
の
奉
仕
を
語
る
人
た
ち
に
、

教
師
然
と
し
た
面
持
ち
で
、
あ
な
た
を
知
る
こ
と
を
語
る
人
た
ち
に
、

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
携
え
て
、
あ
な
た
に
近
づ
く
こ
と
を
語
る
人
た
ち
に
、

冷
え
切
っ
た
夫
婦
の
顔
で
、
あ
な
た
と
の
愛
を
語
る
人
た
ち
に
。

…
…

ど
う
か
わ
た
し
た
ち
に
、
自
分
の
人
生
を
生
き
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

読
み
が
す
べ
て
の
チ
ェ
ス
で
は
な
く
、

つ
ら
い
ば
か
り
の
勝
負
で
は
な
く
、

頭
を
悩
ま
せ
る
定
理
で
は
な
い
人
生
を
、

む
し
ろ
あ
な
た
と
の
出
会
い
が
次
々
生
ま
れ
る
、
終
わ
ら
ぬ
祝
宴
の
よ
う
に
、

バ
レ
エ
の
よ
う
に
、

ダ
ン
ス
の
よ
う
に
、

あ
な
た
の
恵
み
の
腕
の
中
で
、
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愛
の
普
遍
の
調
べ
の
中
で
。

　

こ
の
詩
句
は
、
今
回
の
『
最
終
文
書
』
を
受
け
取
る
際
の
B
G
M
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
、
シ
ノ
ド

ス
の
旅
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
す
で
に
決
断
す
べ
き
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
今
後
そ
の
必

要
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
戦
争
の
時
代
に
お
い
て
わ
た
し
た
ち
は
、
平
和
の
証
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
異
な
る
も
の
の

和
合
を
実
際
に
目
に
見
え
る
か
た
ち
に
す
る
こ
と
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
理
由
か
ら
、
わ
た
し
は
「
使
徒
的
勧
告
」
の
公
布
は
し
な
い
つ
も
り
で
す
。
わ
た
し
た
ち
が
承

認
し
た
も
の
で
十
分
だ
か
ら
で
す
。
本
文
書
に
は
す
で
に
、
各
大
陸
や
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で
の
教
会
の
宣
教

に
と
っ
て
一
つ
の
指
針
と
な
り
う
る
、
き
わ
め
て
具
体
的
な
示
唆
が
数
々
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

本
書
を
す
ぐ
に
皆
様
の
も
と
に
届
け
る
よ
う
手
配
し
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
を
公
表
す
る
よ
う
命
じ
た
の
で
す
。

で
す
か
ら
わ
た
し
は
、
な
し
遂
げ
た
シ
ノ
ド
ス
の
旅
の
功
績
に
感
謝
し
、
本
文
書
を
通
し
て
そ
れ
を
神
の
聖

な
る
忠
実
な
民
に
手
渡
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
終
文
書
で
強
調
さ
れ
た
教
会
生
活
の
い
く
つ
か
の
側
面
に
つ
い
て
と
、
提
案
を
わ
た
し
に
提
出
す
べ
く

自
由
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
十
の
「
研
究
部
会
」
に
預
け
ら
れ
た
諸
課
題
に
つ
い
て
、
全
教
会
を
巻
き
込
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む
決
定
を
下
す
に
至
る
に
は
時
間
が
必
要
で
す
。
そ
の
間
わ
た
し
は
、
司
教
た
ち
の
声
と
、
彼
ら
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
て
い
る
教
会
の
声
に
耳
を
傾
け
続
け
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
決
定
を
い
つ
ま
で
も
先
延
ば
し
に
す
る
古
典
的
手
法
と
は
違
い
ま
す
。
シ
ノ
ド
ス
の
流
儀
に
沿

う
も
の
で
、
ペ
ト
ロ
の
役
務
も
そ
れ
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
耳
を
傾
け
、
招

集
し
、
識
別
し
、
決
定
し
、
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
こ
の
歩
み
に
は
、
小
休
止
、
沈
黙
、
祈

り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
が
一
緒
に
、
少
し
ず
つ
学
ん
で
い
く
流
儀
な
の
で
す
。
聖
霊

が
わ
た
し
た
ち
を
呼
び
寄
せ
、
こ
の
修
練
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
れ
を
、
回
心
の
歩
み
と
し
て
理
解

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

シ
ノ
ド
ス
事
務
局
と
教
皇
庁
の
す
べ
て
の
省
が
、
こ
の
任
務
に
当
た
る
わ
た
し
を
助
け
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

2　

最
終
文
書
は
、
表
現
の
多
様
さ
を
も
つ
神
の
忠
実
な
民
す
べ
て
に
と
っ
て
の
贈
り
物
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
を
だ
れ
も
が
読
む
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
こ
そ
が
、
多
く
の
仲
間
と
と
も
に
、
本
文
書
の
内

容
を
地
方
教
会
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
体
験
を
証
言
し
て
く

だ
さ
ら
な
け
れ
ば
、
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
価
値
の
ほ
と
ん
ど
を
失
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
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3　

愛
す
る
兄
弟
姉
妹
の
皆
さ
ん
。
わ
た
し
た
ち
の
経
験
は
、
わ
た
し
た
ち
だ
け
に
と
ど
め
て
お
く
わ
け
に

は
い
か
な
い
贈
り
物
で
す
。
最
終
文
書
が
映
し
て
い
る
、
こ
の
経
験
か
ら
わ
き
出
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
与
え

ら
れ
る
の
は
、
多
様
性
の
中
で
、
互
い
を
非
難
せ
ず
、
と
も
に
歩
む
こ
と
は
可
能
だ
と
あ
か
し
す
る
勇
気
で

す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
暴
力
、
貧
困
、
無
関
心
に
ま
み
れ
た
世
界
の
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
か
ら
来
て
い
ま
す
。
一

緒
に
、
欺
く
こ
と
の
な
い
希
望
を
も
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
心
に
注
が
れ
た
神
の
愛
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て

―
、
平
和
を
夢
見
る
だ
け
で
な
く
、
全
力
を
尽
く
し
て
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
多
く
を
語
ら
ず
と
も
、

傾
聴
、
対
話
、
和
解
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
平
和
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
る
の
で

す
。
宣
教
の
た
め
の
シ
ノ
ド
ス
流
の
教
会
で
は
、
一
致
を
見
た
こ
と
ば
に
行
動
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
こ
そ
が
、
わ
た
し
た
ち
の
進
む
べ
き
道
で
す
。

　

こ
れ
は
す
べ
て
、
聖
霊
か
ら
の
贈
り
物
で
す
。
こ
の
か
た
こ
そ
調
和
を
生
み
出
す
か
た
、
聖
霊
こ
そ
が
調

和
な
の
で
す
。
聖
バ
ジ
リ
オ
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
実
に
す
ば
ら
し
い
神
学
を
説
い
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
け

れ
ば
、
聖
バ
ジ
リ
オ
の
聖
霊
に
関
す
る
論
考
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
聖
霊
こ
そ
調
和
な
の
で
す
。
兄
弟
姉
妹

の
皆
さ
ん
。
わ
た
し
た
ち
が
こ
の
部
屋
を
退
出
し
て
も
、
調
和
が
続
き
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
復
活
し
た
主
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の
息
吹
に
支
え
ら
れ
、
授
か
っ
た
数
々
の
贈
り
物
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

　

今
一
度
マ
ド
レ
ー
ヌ
・
デ
ル
ブ
レ
ル
の
こ
と
ば
で
す
。「
聖
霊
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
吹
く
け
れ
ど
、
ど

の
場
所
で
も
唯
一
の
聖
霊
が
吹
い
て
い
る
」。

　

皆
さ
ん
全
員
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
互
い
に
感
謝
を
伝
え
合
い
ま
し
ょ
う
。
グ
レ
ッ
ク
枢

機
卿
と
オ
ロ
リ
ッ
シ
ュ
枢
機
卿
、
そ
の
働
き
に
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
二
人
の
事
務
局
次
官
補
、
ベ
カ
ー
修

道
女
と
マ
リ
ン
・
デ
・
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ン
司
教
に
も
感
謝
し
ま
す
、
よ
く
や
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
バ

ト
ッ
キ
オ
神
父
と
コ
ス
タ
神
父
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
裏
方
と
し
て
働
い
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
な
し
に
は
、
こ
こ
ま
で
の
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
主
の
祝
福
が
皆
さ
ん
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
互
い
に
祈
り
合
い
ま
し
ょ

う
。
あ
り
が
と
う
。
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訳
語
に
関
す
る
補
注

　

単
に
カ
タ
カ
ナ
で
「
シ
ノ
ド
ス
」
と
す
る
表
記
と
、「
世シ

ノ

ド

ス

界
代
表
司
教
会
議
」
と
漢
字
に
振
り
仮
名
を
施
し
た
表
記
と
が

混
在
し
て
い
る
が
、
後
者
は
原
則
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
語
原
文
がSinodo dei Vescovi

（
＝
司
教
の
シ
ノ
ド
ス
）
と
な
っ
て

い
る
箇
所
に
用
い
て
い
る
（
た
だ
し
132
の
「
司シ

ノ

ド

教
会
議
」
を
除
く
）。

　

129
と
131
、
お
よ
び
付
録
の
「
第
一
回
全
体
会
議 

開
会
あ
い
さ
つ
」（
161
、
163
頁
）
に
、「
部
分
教
会
（C

hiesa 

particolare

）」
と
い
う
語
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
文
中
に
頻
出
す
る
「
地
方
教
会
（C

hiesa locale

）」
と
ほ
ぼ
同
義
の
語
で
、

両
者
と
も
一
般
的
に
は
「
教
区
」
を
意
味
す
る
。「
部
分
教
会
」
は
教
会
法
で
用
い
ら
れ
る
用
語
。

　

地
方
教
会
も
し
く
は
教
区
の
「
連
合
体
（raggruppam

ento

）」
と
い
う
表
現
が
た
び
た
び
登
場
す
る
（
教
皇
に
よ
る
付
記
、

9
、
101
、
106
、
119
、
120
、
134
、
付
録
「
第
一
回
全
体
会
議 

開
会
あ
い
さ
つ
」）。
こ
れ
は
、
教
会
管
区
、
司
教
協
議
会
、
ア

ジ
ア
司
教
協
議
会
連
盟
（FA

BC

）
の
よ
う
な
大
陸
ご
と
の
集
ま
り
、
さ
ら
に
は
比
較
的
最
近
設
立
さ
れ
た
「
ア
マ
ゾ
ン
地

域
教
会
協
議
会
（C

onferencia E
clesial de la A

m
azonía = C

E
A

M
A

）」
の
よ
う
な
も
の
を
も
含
ん
だ
用
語
と
し
て
理
解

さ
れ
る
。
い
く
つ
か
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
例
を
含
み
う
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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「
基
礎
共
同
体
（com

unità di base

）」（
107
）、「
教
会
基
礎
共
同
体
（com

unità ecclesiale di base

）」（
117
）、「
キ
リ
ス
ト

教
の
小
規
模
共
同
体
（piccola com

unità cristiana

）」（
7
、
60
、
117
）、「
教
会
の
小
規
模
共
同
体
（piccola com

unità 

ecclesiale

）」（
76
、
86
）、「
小
さ
な
共
同
体
（piccola com

unità

）」（
142
、
144
）
と
い
う
、
日
本
の
信
者
に
は
ほ
と
ん
ど
な

じ
み
の
な
い
用
語
が
、
諸
所
に
お
い
て
種
々
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼
ば
れ
る
も
の
の
、
い

わ
ゆ
る
「
小
教
区
共
同
体
」
と
は
異
な
っ
た
か
た
ち
の
共
同
体
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
有
す
る
可
能
性
に
つ
い
て

は
本
文
117
の
末
尾
で
も
少
し
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
聖
パ
ウ
ロ
六
世
教
皇
が
使
徒
的
勧
告
『
福
音
宣
教
（
一
九
七
五

年
十
二
月
八
日
）』（
58
）
に
お
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
教
皇
庁
教
理
省
の
指
針
『
自
由
の
自
覚
（
一
九
八
六
年

三
月
二
十
二
日
）』（
69
）
は
、
そ
う
し
た
共
同
体
は
教
会
に
と
っ
て
「
大
き
な
希
望
の
泉
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』（
研
究
社
）
の
「
教
会
基
礎
共
同
体
」
の
項
に
は
「
基
礎
共
同
体
を
明
確
に
定
義
す
る
の
は
難
し

い
。
大
ま
か
な
記
述
す
ら
困
難
で
あ
る
」
と
あ
り
、
そ
の
あ
り
方
の
多
様
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
本
邦
訳
に
お
い

て
は
、
日
本
の
読
者
に
こ
れ
ら
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
中
の
「
用
語
」
で
あ
る
こ
と
を
読
み
取
っ
て
も
ら
う
た
め
一
つ
の
訳

語
で
統
一
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
検
討
し
た
が
、
多
様
な
る
こ
と
が
伝
わ
ら
な
く
な
る
の
は
や
は
り
問
題
で
あ
る
の
で
、
イ

タ
リ
ア
語
原
文
を
そ
の
ま
ま
訳
し
、
か
ぎ
括
弧
を
施
し
て
用
語
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
示
す
よ
う
に
し
た
。
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